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圓
圓
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
･
自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
圓
圓

自
然
環
境
に
関
す
る
馳
簾
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

一

道
路
緑
化
の
推
進

事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た

(表
1
)。

稲

1

基
本
的
な
考
え
方

道
路
整
備
に
お
い
て
は
、
良
好
な
道
路
景
観
の
形
成
、

沿
道
の
生
活
環
境
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
観
点

か
ら
、
樹
木
に
よ
る
道
路
の
り
面
、
植
樹
帯
、
中
央
分
離

帯
の
緑
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

(写
真

1

.
2
)
0

特
に
、
平
成
一
四
年
三
月
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本

部
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
｢地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
｣

で
は
、
樹
木
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
十
分
に
確

保
す
る
た
め
、
道
路
の
緑
化
を
含
む
都
市
の
緑
化
等
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(図
1
)。

ま
た
}
平
成
一
四
年
度
予
算
で
は
、
道
路
緑
化
の
予
算

と
し
て
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
一
･
0
六
倍
の

写真 1 道路の緑化 (仙台市 :青葉通り)

写真 2 道路の緑化 (東京都 :表参道)



2

道
路
緑
化
の
取
組
み

①

道
路
構
造
令
の
改
正

道
路
構
造
令
の
改
正

(平
成
一
三
年
七
月
一
日
施

行
)
に
よ
り
、
道
路
の
新
設
又
は
改
築
の
際
に
原
則

と
し
て
植
樹
帯
を
設
置
す
る
べ
き
道
路
の
対
象
範
囲

を
、
第
四
種
第
一
級
の
道
路

(都
市
内
の
交
通
量
の

多
い
幹
線
道
路
)
か
ら
第
四
種
第
一
級
及
び
第
二
級

の
道
路

(都
市
内
の
幹
線
道
路
)
に
拡
大
し
ま
し
た

(図
2
)。

②

道
路
の
り
面
の
緑
化
の
推
進

道
路
の
盛
土
や
切
土
等
の
の
り
面
に
お
い
て
、
ポ

ッ
ト
苗
工
法
な
ど
に
よ
る
樹
木
の
植
栽
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣
と
し
て
、

表 1 道路緑化に係る予算

為当一
4
T纈H 為当

道路緑化 314億円 範 円億34QJ

2車線道路にも原則とし
て植樹帯を設置

自
転
車

歩
行
者
道

植
樹
帯

車
道

植
樹
帯

自
転
車

歩
行
者
道

2車線道路には植樹帯が
ない道路が多い

少
歩
道

車
道

　　　

　

歩
道

鯛
鮠

図 2 道路構造令の改正 (緑空間の増大)
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6 %削減約束の達成に向けた地球温暖化対策の推進
温室効果ガス吸収源対策の推進
都市緑化等の推進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

4

･
の
都
｣
づ

の

、
進

第
7
(

画
基
存
廠
推

図 1 地球温暖化対策推進大綱

都市緑化等については、 ｢緑の政策大綱｣ や市町村が策定する ｢緑の基本計
画｣ 等、国及び地方公共団体における緑の保全、創出に係る総合的な計画に
基づき、 引き続き、 都市公園の整備、 道路、 河川 ･砂防等における緑化、 既
存の民有緑地の保全、建築物の屋上、壁面等の新たな緑化空間の創出等窒積
極的に推進する。 また、 引き続き、 ｢エコポート政策｣ による港湾の緑化等を

地球温暖化対策推進大綱 (抜粋) ′

平成14年 3月 19日

地球温暖化対策推進本部決定



想　　　　　　　　　　 既
存
緑
地
の
保
全
と
併
せ
、
道
路
、
公
園
、
河
川

が
一
体
と
な
っ
て
緑
の
骨
格
軸
の
形
成
、
都
市
内
の

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図
る

｢緑
の
回
廊
｣
構

想
を
推
進
し
て
い
ま
す

(図
3
)。

平
成
一
四
年
度
は
、
｢緑
の
回
廊
｣
構
想
の
内
容

地
域
の
潜
在
自
然
植
生
を
活
用
し
た
樹
木
植
栽
工
法

に
よ
る
の
り
面
緑
化
や
、
木
材
を
活
用
し
た
道
路
構

造
物
の
整
備
等
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

(写

真
3
)。

③

｢緑
の
回
廊
｣
構
想
の
推
進

写真 3 道路のり面の緑化 (高知県 :川登中村線)

都市内の勢嫌な礬化と麟存緻鬘 輯 さ ぞ、一
　 　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　
“ /“そぎ耆ざんき塊も .＼ ‐ん :もぎふきミ執事二ゞ野 津 " ＼ 勾を

' ' が ‘ ≧ “~ !“ ゞにな どを々 が

図 3 緑の回廊構想 (イメージ図)
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を
明
確
化
し
、
実
施
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

④

｢道
路
緑
化
モ
デ
ル
事
業
｣
の
実
施

各
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
概
ね
一
箇
所
と
な
る
よ
う

に
新
規
供
用
道
路
又
は
既
供
用
道
路
を
選
定
し
、
道

路
緑
化
計
画

(樹
種
、
配
置
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
)

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
道
路

の
緑
化
を
図
る

｢道
路
緑
化
モ
デ
ル
事
業
｣
を
、
平

成
三

年
度
よ
り
全
国
約
六
〇
箇
所
で
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

二

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策

1

基
本
的
な
考
え
方

道
路
の
整
備
に
お
い
て
は
、
道
路
の
り
面
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
多
様
な

生
物
の
生
息
空
間

(ビ
オ
ト
ー
プ
)
を
積
極
的
に
創
出
す

る
と
と
も
に
、
河
川
空
間
や
公
園
空
間
等
と
一
体
と
な
っ

て
ビ
オ
ト
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

2

エ
コ
ロ
ー
ド
の
取
組
み

道
路
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
の
計
画
･
設

計
と
い
う
初
期
の
段
階
で
自
然
環
境
に
関
す
る
詳
細
な
調

査
を
行
い
、
で
き
る
か
ぎ
り
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
う
る

よ
う
な
ル
ー
ト
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
地
形
･
植
生
等

の
大
き
な
変
化
を
避
け
る
た
め
の
構
造
形
式
の
採
用
、
動

物
が
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
に
よ
る
車
と
の
接
触
事
故
を

防
ぐ
た
め
の
侵
入
防
止
欄
や
動
物
用
の
横
断
構
造
物
の
設

置
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
る
生
息
環
境
を
復
元

す
る
た
め
の
代
替
の
環
境
整
備
な
ど
、
生
態
系
に
配
慮
し

た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
エ
コ
ロ
ー
ド
で
す
。

エ
コ
ロ
ー
ド
の
始
ま
り
は
一
九
八
一
年
に
開
通
し
た
日

光
宇
都
宮
道
路
で
、
自
然
環
境
の
改
変
量
を
最
小
限
に
す

る
た
め
の
橋
梁
構
造
の
採
用
、
｢け
も
の
道
｣
の
確
保
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
代
替
産
卵
池
の
設
置
、表
土
の
保
全
、

貴
重
な
植
物
の
移
植
な
ど
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
以
降
、着
実
に
エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
の
整
備
事
例
と
し
て
は
、
動
物
が
車
と
接
触
事

故
を
起
こ
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
道
路
に
進
入
す
る

の
を
防
ぐ
柵
や
道
路
下
を
通
過
す
る
た
め
の
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
な
ど
を
設
置
し
た
一
般
国
道
四
人
三
号
･
北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道

(兵
庫
県
)、
一
般
国
道
二
八
九
号
･
甲
子
道

路

(福
島
県
)
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
は
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
地
道
な

活
動
の
継
続
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か

も
、
目
に
と
ま
る
動
植
物
の
み
な
ら
ず
、
生
態
系
全
般
に

い
た
る
ま
で
心
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

｢道
を
動
物
や
植
物
な
ど
自
然
界
の
目
で
見
つ
め
る
｣。
こ

の
よ
う
な
エ
コ
ロ
ー
ド
の
取
組
み
に
今
後
と
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
の
枯
渇
、
廃
棄
物
処
理
場
の
逼
迫
等
の
状
況
に
か

ん
が
み
、
街
路
樹
等
の
剪
定
枝
葉
や
刈
り
草
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
設
置
し
、
街
路

樹
等
の
剪
定
枝
葉
や
刈
り
草
の
堆
肥
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

4 道チテセ 2002.4



鬮
薑
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
･
自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
鬮
鬮

一
般
国
運
四
三
号
(兵
庫
県
域
)に
お
け
る

道
路
の
緑
化
に
つ
い
て

道々テセ 2002.4 5

近
畿
地
方
整
備
局
兵
庫
国
道
工
事
事
務
所

一

は
じ
め
に

一
般
国
道
四
三
号
は
大
阪
市
西
成
区
か
ら
神
戸
市
灘
区

に
至
る
延
長
約
三
〇
如
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
兵
庫
国
道

工
事
事
務
所
で
は
、
兵
庫
県
域
の
約
二
0
蹴
を
管
理
し
て

い
る
。
兵
庫
県
域
の
国
道
四
三
号
は
、
概
ね
阪
神
高
速
道

路
神
戸
線
と
複
断
面
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
騒
音
や
大
気

汚
染
の
改
善
を
図
る
た
め
、
各
種
環
境
対
策
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
道
四
三
号
に
お
け
る
道
路
緑
化
は
、
主
に
、
｢車
線

数
削
減
に
伴
う
緑
地
帯
の
拡
幅
整
備
｣
と
平
成
七
年
一
月

の
阪
神
･淡
路
大
震
災
後
に
事
業
化
し
た

｢環
境
防
災
緑

地
の
整
備
｣
に
分
か
れ
、
以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

二

車
線
数
削
減
に
伴
う
緑
地
帯
の
拡
幅
整
備

の
国
道
四
三
号
の
道
路
構
造
の
経
緯

【
一〇
車
線
】

昭
和
三
人
年
に
兵
庫
県
域
が
全
て
一
〇
車
線
道
路
と
し

て
供
用
開
始
し
、
そ
の
後
、
国
道
四
三
号
の
上
に
阪
神
高

速
神
戸
線
が
順
次
供
用
し
、
複
断
面
構
造
と
な
っ
た
。

【八
車
線
化
】

沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
外
側
一
車
線
を
削
減

し
、
削
減
し
た
車
線
部
分
に
緑
地
帯
を
設
置
し
、
昭
和
五

七
年
に
八
車
線
化
が
完
成
し
た
。

二
人
車
線
化
】

阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
の
供
用
に
伴
う
交
通
量
の
減
少

な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
六
年
三
一月
に
六
車
線
化
工
事
に

着
手
し
た
。
し
か
し
、
平
成
七
年
一
月
の
阪
神

･
淡
路
大

震
災
に
よ
り
中
断
し
、
そ
の
後
、
懸
命
な
復
旧
工
事
と
周

辺
地
域
住
民
等
多
く
の
人
々
の
協
力
を
得
て
、
平
成
一
〇

年
三
月
に
六
車
線
化
は
完
成
し
た
。

六
車
線
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
空
間
に
は
、
緑
地

帯
の
拡
幅
や
遮
音
壁
を
整
備
し
、
ま
た
、
低
騒
音
舗
装
や

高
架
裏
面
吸
音
板
な
ど
を
設
置
し
、環
境
改
善
に
努
め
た
。

【
一般
国
道
四
三
号
の
主
な
あ
ゆ
み
】

昭
和
二
一
年

五
月

戦
災
復
興
都
市
計
画
街
路
と
し
て

計
画
決
定

昭
和
三
二
年
一
〇
月

建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て
着
手

昭
和
三
人
年
一
〇
月

兵
庫
県
下

(二
○
･
二
m
)
が
全

て
供
用
開
始

(
一
〇
車
線
)

昭
和
四
五
年

二
月

阪
神
高
速
神
戸
西
宮
線
が
供
用
開

始

(国
道
四
三
号
と
複
断
面
)



昭
和
五
六
年

六
月

昭
和
五
七
年

平
成

七
年

平
成
一
〇
年

三
月

一
月

三
月

圈昭和 3 8 年 ~ 1 0 車線 (片側 5 車線)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　
　

剛昭和 5 7 年 ~ 8車線化 (片側 4車線)

(段差のある所)(一般的な所)

　(躍

阪
神
高
速
大
阪
西
宮
線
が
供
用
開

始

(国
道
四
三
号
と
複
断
面
)

八
車
線
化
完
成

阪
神
･淡
路
大
震
災

六
車
線
化
完
成

(道
路
構
造
対
策

を
含
む
)

･
民
家
か
ら
車
線
ま
で
の
距
離
が
離
れ
る
こ
と
に
よ

る
距
離
減
衰
効
果

･
築
山
や
樹
木
に
よ
る
騒
音
の
遮
蔽
効
果

が
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
高
さ

一
m
の
築
山
を
設
け
、
高
木

･
中

木
･
低
木
を
組
み
合
わ
せ
て
、
隙
間
の
な
い
よ
う
に

密
生
さ
せ
た
幅
五
m
の
緑
地
帯
を
設
置
し
た

(図

2
)
0そ

の
他
、
国
道
四
三
号
と
隣
接
す
る
武
庫
川
女
子

大
学

(西
宮
市
)
沿
い
の
緑
地
帯
及
び
歩
道
の
整
備

に
当
た
っ
て
は
、
道
路
管
理
者
と
大
学
側
で
調
整
し

て
、
一
体
的
な
整
備
を
行
っ
た
。

図 1 国道4 3号の道路構造の変遷

図2 8車線時の緑地帯の構造

　
　

　中
…

緑
地
は
、
主
に
防
犯
上
の
観
点
か
ら
高
木
及
び
地

被
類
に
よ
る
整
備
を
行
う
と
共
に
、
大
学
側
も
四
三

6 道行セ 2002.4

②
緑
地
帯
整
備
の
考
え
方

(八
車
線
↓
六
車
線
化
)

①

八
車
線

(昭
和
五
七
年
~
平
成
九
年
)

八
車
線
時
の
緑
地
帯
は
、
主
に
、
沿
道
の
騒
音
対

策
と
し
て
設
置
し
た
。

騒
音
低
減
効
果
と
し
て
は
、



号
沿
道
に
植
栽
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
歩
道
に
は
大

学
の
外
壁
タ
イ
ル
と
調
和
し
た
茶
色
の
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
キ
ン
グ
舗
装
を
実
施
し
た

(写
真
1
)。

②

六
車
線

(平
成
一
〇
年
~
)

六
車
線
化
に
際
し
て
は
、
基
本
的
な
騒
音
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
緑
地
帯
に
高
さ
五
m
の
遮
音
壁
を
設

置
し
た
。
よ
っ
て
、
｢築
山
や
樹
木
の
遮
蔽
効
果
に

よ
る
騒
音
対
策
｣
か
ら

｢憩
い
空
間
の
創
造
｣
を
目

的
と
し
た
緑
地
帯
作
り
に
主
眼
を
置
い
た
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
各
市
一
箇
所
の
モ
デ
ル
地

区
を
先
行
整
備
し
、
地
元
自
治
体
及
び
沿
道
住
民
に

整
備
方
針
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
全
線
に
渡
っ
て
、

緑
地
帯
工
事
を
実
施
し
、
平
成
一
〇
年
三
月
に
緑
地

帯
拡
幅
工
事
は
概
成
し
た

(図
3
)。

◇
整
備
方
針

･
密
生
し
て
い
た
中
低
木
を
撤
去
し
、
高
木
の
み
を

残
す
こ
と
に
よ
り
、
開
放
感
や
ア
ク
セ
ン
ト
を
創

造
す
る
と
と
も
に
、
視
野
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り

歩
行
者
に
安
心
感
を
与
え
る
。

･
筑
木山
を
平
坦
化
し
、
地
被
類
等
を
植
栽
し
、
雑
草

の
繁
茂
防
止
を
図
る
。

･
歩
道
を
美
装
化
し
、
環
境
美
化
に
努
め
る
。

な
お
、
築
山
を
平
坦
化
し
た
た
め
、
根
が
浮
き
上

が
る
高
木
は
倒
木
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
撤
去
し
、
そ

の
他
の
高
木
は
、
極
力
残
し
た
。

l 7,2oo l4,ooo
6車線時の緑地帯の構造

◇
樹
種
の
選
定

地
域
の
人
々
の
生
活
の
場
と
し
て
、
花
や
新
緑
、

紅
葉
等
な
ど
の
楽
し
め
る
植
栽
を
目
指
し
た
。
よ
っ

て
、
高
木
又
は
地
被
類
の
ど
ち
ら
か
は
、
花
が
咲
く

樹
種
と
し
、
落
葉
樹
も
含
め
て
、
季
節
感
を
持
た
せ

て
配
植
し
た
。

基
本
的
な
樹
種
の
選
定
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

･
国
道
四
三
号
や
そ
の
他
の
道
路
の
街
路
樹
と
し
て

実
績
の
あ
る
も
の

･
現
地
の
環
境

(日
照
、
乾
燥
、
排
気
ガ
ス
等
)
に

耐
性
の
あ
る
も
の

･
植
栽
目
的

(景
観
性
、
生
育
性
等
)
に
適
合
す
る

も
の

･
地
元
自
治
体
要
望

(市
の
木
等
)

◇
樹
種
の
配
置

拡
幅
さ
れ
た
緑
地
帯
に
新
た
に
植
え
る
高
木
は
、

造

防
犯
の
観
点
か
ら
基
本
的
に
三
0
m
間
隔
で
配
植
し

勅
た
。
そ
の
後
、
遮

路
緑
化
を
推
進
し
て
欲
し
ぃ
｣

緑

と
い
う
地
元
要
望
を
踏
ま
え
、
防
犯
上
、
交
通
安
全

ゆ

上
問
題
の
少
な
い
箇
所
は
、
高
木
間
隔
六
鷲
)
一
0
m

線

に
狭
め
て
補
植
を
行
っ
て
い
る
。

車6

ま
た
、
補
植
す
る
樹
種
は
、
地
元
自
治
体
及
び
沿

3

道
自
治
会
等
の
要
望
を
踏
ま
え
、
花
木

(ハ
ナ
ミ
ズ

図

キ
、
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
、
サ
ル
ス
ベ
リ
等
)
を
選
定
し

て
い
る
。

道イテセ 2002.4

国道43号

写真 1 武庫川女子大学との一体整備

≦ 高木



◇
そ
の
他

(車
道
側
か
ら
の
景
観
)

四
三
号
遮
音
壁
は
沿
道
住
民
の
意
向
を
確
認
し
て

設
置
し
た
。
特
に
学
校
等
の
防
犯
上
の
配
慮
を
必
要

と
す
る
場
合
、
透
明
タ
イ
プ
の
遮
音
壁
と
し
、
車
道

側
か
ら
歩
道
が
見
通
せ
る
よ
う
、
す
っ
き
り
と
し
た

緑
地
帯
と
し
た

(写
真
2
)。

三

環
境
防
災
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て

◎
広
域
防
災
帯
と
環
境
防
災
緑
地
の
位
置
づ
け

広
域
防
災
帯
は
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
兵
庫
県
の
震
災
復
興
計
画

(平
成
七
年
七
月
)
の
重

要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
道
四
三
号

と
こ
れ
に
隣
接
す
る
環
境
防
災
緑
地
、
公
園
、
不
燃
化
建

築
物
か
ら
構
成
さ
れ
る

(図
4
)。

新型滋音壁

寳　　　

写真 2 車道側から歩道を望む

②
整
備
の
進
め
方

環
境
防
災
緑
地
は
、
国
･
県
･
関
係
市
等
の
連
携
に
よ

り
、
防
災
機
能
の
向
上
と
併
せ
て
更
な
る
沿
道
環
境
の
改

善
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

現
状
は
広
域
防
災
帯
と
し
て
の
連
続
的
な
整
備
が
困
難

で
あ
る
。
一
方
、
地
元
か
ら

｢早
く
緑
地
と
し
て
整
備
し

て
欲
し
い
｣
｢緑
地
と
し
て
地
元
で
利
用
し
た
い
｣
｢落
ち

葉
や
雑
草
等
の
生
え
な
い
よ
う
な
整
備
を
し
て
欲
し
い
｣

等
々
の
要
望
を
受
け
、
｢ど
の
よ
う
な
整
備
を
し
て
い
く

の
が
良
い
か
｣
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
三
一年
に
協
議

会

(国
、
県
、
各
市
)
を
設
置
し
、
約
一
年
間
か
け
て
検

l広域防災群購おむね75m

図 4 広域防災帯の構成



討
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
左
記
の
進
め
方
で
、
現
在
、
整
備
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

･地
元
自
治
体
は
環
境
防
災
緑
地
の
整
備
内
容
及
び
地

元
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
、地
元
の
意
向
を
確
認
す
る
。

･
広
域
防
災
帯
と
し
て
の
連
続
的
な
整
備
が
困
難
な
た

め
、
管
理
上
、
フ
ェ
ン
ス
で
囲
む
必
要
が
あ
る
。
但

し
、地
元
が
環
境
防
災
緑
地
を
利
用
し
た
い
場
合
は
、

地
元
自
治
体
と
道
路
管
理
者
間
で
管
理
協
定
を
締
結

し
、
地
元
自
治
体
が
管
理
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
フ

ェ
ン
ス
を
は
ず
し
た
整
備
を
行
う
。

･整
備
箇
所
は
住
宅
や
事
業
所
等
の
都
市
施
設
に
近
接

し
て
い
る
た
め
、
維
持
管
理
上
問
題
と
な
ら
な
い
よ

う
、
高
木
･
低
木
及
び
地
被
類
を
組
み
合
わ
せ
て
整

備
を
進
め
る

(樹
種
等
は
、
管
理
上
問
題
の
な
い
範

囲
で
地
元
の
意
向
を
反
映
す
る
)。

③
今
後
の
進
め
方

平
成
一
三
年
か
ら
、
環
境
防
災
緑
地
の
本
格
的
な
整
備

に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、地
元
住
民
や
地
元
自
治
体
と
一
体
と
な
っ
て
、

環
境
防
災
緑
地
の
整
備
を
推
進
し
、
買
収
済
箇
所
に
つ
い

て
は
概
ね
三
年
程
度
で
整
備
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。

　
　
　

ず

/

　
　
　　
　

　

写真3 環境防災緑地の整備状況



鬮
鬮
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
･
自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
麗
鬮

一
般
国
道
一
〇
号
加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る

緑
化
計
画
と
地
元
参
加
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

九
州
地
方
整
備
局
鹿
児
島
国
道
工
事
事
務
所
調
査
課

二

加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

一

は
じ
め
に

道
路
緑
化
は
、
沿
道
の
生
活
環
境
の
保
全
や
景
観
の
向

上
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
路
線
で
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
報
告
は
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
一
般
国
道
一
〇
号
加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
、

自
然
環
境

･
景
観
及
び
歩
道
の
快
適
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
地
元
住
民
等
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て
策
定

し
た
緑
化
計
画
に
基
づ
い
て
沿
道
の
植
栽
を
行
い
、
ま
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
、
沿

道
の
加
治
木
小
学
校
の
生
徒
に
よ
り
、
沿
道
に
設
け
た
花

壇
に
花
を
植
栽
し
て
頂
く
こ
と
と
な
っ
た
事
例
を
紹
介
す

る
も
の
で
あ
る
。

加
治
木
バ
イ
パ
ス
は
、
鹿
児
島
県
姶
良
郡
加
治
木
町
の

市
街
地
部
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
緩
和
と
、
交
通
安
全
の

確
保
を
目
的
と
し
た
、
加
治
木
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

(加
治

木
町
反
土
)
か
ら
姶
良
郡
姶
良
町
に
至
る
、
第
三
種
第
一

級
で
延
長
四
･
二
m
の
道
路
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
約

二
･
九
蝿
が
暫
定
二
車
線
で
供
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も

引
き
続
き
、残
り
の
区
間
に
つ
い
て
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
一
四
年
四
月
一
九
日
の
全
線
供
用
に
向
け
て
整
備
を

促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
治
木
バ
イ
パ
ス
周
辺

状
況
を
図
1
に
示
す
。

三

計
画
策
定
の
手
法
に
つ
い
て

『
一

は
じ
め
に
』
に
記
す
通
り
、
当
路
線
の
周
辺
状

一般国道10号
加治木バイパス

ス

　　

　　

　

　

　

　

　
　

　

国

′

九
州
縦
貫
自
動
車
道

10
ミ

バ
図

治
状

冷

′

回

木
况

密

国

口

晒

フ
〉

　

　

　

南

周

影

加
辺

,

図



表 1 委員会の構成メンバー
所 属 役 職 氏 名

委 員 鹿児島工業高等専門学校 教 授 平田 登基男
委 員 鹿児島大学工学部 教 授 土田 充義
委 員 鹿児島大学理学部 教 授 鈴木 英治

委 員 (社)鹿児島県造園建設業協会 会 長 丸山 重之
委 員 日本放送協会鹿児島放送局放送部 部 長 吉村 隆治

委 員 加治木町 長町 戲野
委 員 地元代表(加治木町21世紀まちづくり委員会委員) 員倭 骨憲委 員 地元代表(加治木町22世紀まちづくり委員会委員) 籟 舗靜委 員 日本道路公団 鹿児島管理事務所 長所 蚊田原
委 員 鹿児島県 加治木土木事務所 長所 馬良腿,.･･.･
委 員 国土交通省 鹿児島国道工事事務所 長所 摩森
事務局 国土交通省 鹿児島国道工事事務所

況
、
地
域
の
将
来
計
画
、
歴
史
、
文
化
等
を
勘
案
し
、
学

識
経
験
者
、
地
元
住
民
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
行
政
関
係

者
及
び
道
路
管
理
者
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て
植

栽
計
画
の
策
定
を
行
っ
た
。
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を

表
1
に
、
策
定
の
フ
ロ
ー
を
図
2
に
示
す
。

四

緑
化
…の
基
本
方
針
の
検
討

地
域
が
持
つ
特
性
や
、
県
が
持
つ
緑
化
計
画
等
を
参
考

に
し
て
、
加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
緑
化
の
基
本
方
針

を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

地元参加による維持
管理手法の検討

1

地
域
が
持
つ
特
性
に
つ
い
て

加
治
木
町
は
、
鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り

(図

1
参
照
)、
県
庁
所
在
地
で
あ
る
鹿
児
島
市
か
ら
北
東
に

約
二
三
如
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、総
面
積
四
六
･
四
七
蝸
、

人
口
二
三
、
四
六
七
人

(平
成
三

年
一
〇
月
現
在
)
の

町
で
あ
る
。

加
治
木
バ
イ
パ
ス
は
、
加
治
木
町
の
骨
格
を
な
す
道
路

で
、
沿
道
に
は
公
共
施
設
、
公
園
、
神
社
等
が
点
在
し
て

い
る
。
ま
た
バ
イ
パ
ス
完
成
後
は
、
商
業
業
務
用
地
化
が

進
展
す
る
と
予
想
さ
れ
る
地
域
も
含
ま
れ
て
い
る
。

基本方針策定にあたづての整理
･地域特性の把握
･県･町の緑化計画
･国の技術指針

　
　

　
　
　

地
県
国

定
擦

討
勢

の
ン
惣

　　　

2

県
が
も
つ
緑
化
計
画

鹿
児
島
県
は
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
21
に
お
い
て
緑
化
の

目
標
を

『豊
か
な
み
ど
り
文
化
の
継
承
と
創
出
』
と
位
置

づ
け
、
以
下
の
よ
う
な
整
備
目
標
を
持
っ
て
い
る
。

①
他
に
誇
れ
る
美
し
い
緑
の
景
色
を
作
ろ
う
。

②
人
を
育
む
み
ど
り
の
空
間
を
作
ろ
う
。

③
快
適
な
暮
ら
し
を
み
ど
り
で
演
出
し
よ
う
。

④
み
ど
り
の
基
盤
で
あ
る
健
全
な
森
林
を
維
持
し
よ

ハ
ノ
o

◎
み
ど
り
を
守
り
、
育
て
、
作
る
支
援
体
制
を
確
立

し
よ
う
。

3

緑
化
の
基
本
方
針
の
決
定

前
述
の
地
域
特
性
･
計
画
を
参
考
に
し
て
、
以
下
の
項

目
を
加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
緑
化
の
基
本
方
針
を
決

定
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
植
栽
計
画
を
立
て

る
こ
と
と
し
た
。

･
郷
土
の
誇
り
と
人
々
の
愛
着
の
で
る
緑
地
、
地
域
特

性
を
踏
ま
え
た
修
景
づ
く
り

･
バ
イ
パ
ス
周
辺
の
自
然
環
境
の
保
全
に
よ
り
、
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る

･
道
路
交
通
の
安
全
性
と
快
適
性
を
高
め
る

･
守
り
、
育
て
る
沿
道
地
域
住
民
の
参
加

l 緑化計画策定 I
図 2 策定フロー



五

植
栽
計
画

　
　

ン
坦　

　
　
　

　
　
　

(ポイント植栽)

(ポイント植栽)

　
　

　
　
　　　　　
　
　

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

　
　

地
(

ぞ

･
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み
罐
"

こ̂

脉な

く

　　
　
　

　　

　
　
　　加治木バイパス

　
　
　

児

,
治

鹿

力

至

ゞ

1

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
設
定

バ
イ
パ
ス
周
辺
の
現
況
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
土
地
利
用
状
況
、
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画
、

周
辺
施
設
と
の
調
和
等
を
考
慮
し
、
表
2
に
示

す
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
と
し
た

(位
置
関
係
を
図
3
に
示
す
)。

さ
ら
に
、
現
国
道
一
〇
号
と
加
治
木
バ
イ
パ

ス
の
分
岐
点
、
及
び
千
鳥
橋
西
側
の
交
差
点
の

二
箇
所
に
つ
い
て
は
、
当
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る

　

　

ガ

た

　　

　

ゾ

各

幽

寂
ゾーン名 テーマ

A ゾーン

(商業用地化想定ゾーン)

た執に機を成

o

形
り

み
く

並
づ糊

贓
糺
鶴

B ソ"- ン
(橋梁 ･ のり面修景ゾーン) 溶

祐
景

の

修
性

様
続

景
運

の
と

ら

園

o

か

公

り

部
鳥
く

外
千
づ

ス

、
間

パ

社
空

イ

神

地

バ

日

緑

C ゾーン
(ジャンクション修景ゾーン) 鰤巍な的轍る明な酵

@
南

づ

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
設
置
し
、
景
観
上
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ

け
る
た
め
に
、
他
と
比
べ
て
目
立
つ
高
木
を
植
栽
す
る
、

『ポ
イ
ン
ト
植
栽
』
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

2

各
ゾ
ー
ン
の
具
体
的
な
植
栽
計
画

1
で
分
類
し
た
各
ゾ
ー
ン
の
具
体
的
な
植
栽
計
画
を
、

以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

o
A
ゾ
ー
ン

…
商
業
用
地
化
想
定
ゾ
ー
ン

沿
道
に
植
え
る
植
栽
の
樹
種
に
つ
い
て
は
、
数
種
類
の

中
低
木
に
つ
い
て
①
花
が
美
し
く
、
か
つ
長
く
咲
く
樹
種

至国分市

図 4 A ゾーンC G イメージ



で
あ
る
か
、
②
自
然
樹
形
で
維
持
管
理
が
少
な
い
樹
種
で

あ
る
か
、
③
地
域
生
育
し
て
い
る
樹
種
で
あ
る
か
、
と
い

う
観
点
か
ら
評
価
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
ま
ず
サ
ザ
ン
カ
、

ツ
ツ
ジ
類
、
ム
ク
ゲ
の
三
案
に
絞
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
三

種
類
か
ら
、
植
樹
完
成
C
G
な
ど
を
活
用
し
て
景
観
の
適

否
を
検
討
し
、最
適
な
も
の
と
し
て
ム
ク
ゲ
を
選
定
し
た
。

(そ
の
C
G
イ
メ
ー
ジ
を
図
4
に
示
す
。)

ま
た
車
道
脇
の
残
地

(暫
定
二
車
線
整
備
の
た
め
)
に

は
、
町
花
で
あ
る
ツ
ツ
ジ
を
植
栽
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ

ら
に
沿
道
に
設
置
す
る
花
壇
に
植
え
る
花
に
つ
い
て
は
、

沿
道
の
加
治
木
小
学
校
に
協
力
を
頂
い
て
、
自
ら
の
手
で

植
え
込
み
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
定
期
的
に
維
持
管
理
の

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。

o
B
ゾ
ー
ン

"橋
梁
･
の
り
面
修
景
ゾ
ー
ン

沿
道
に
は
、
一
〇
〇
〇
年
の
歴
史
が
あ
る
春
日
神
社
の

森
や
千
鳥
公
園
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
沿
道
の
植
栽
が
調
和

す
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
野
鳥

･
昆
虫
等
が

集
ま
り
、
ま
た
ノ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
維
持
し
や
す
い
樹

種
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ク
ヌ
ギ
、
マ
テ

バ
シ
イ
な
ど
に
よ
る
混
植
の
森
が
形
成
さ
れ
る
植
栽
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

O
C
ゾ
ー
ン
“
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
修
景
ゾ
ー
ン

C
ゾ
ー
ン
に
つ
な
が
る
加
治
木
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、

九
州
縦
貫
道
と
一
般
国
道
一
〇
号
隼
人
道
路

(東
九
州
自

動
車
道
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
)
と
を
つ
な
ぐ
鹿
児
島
県
を
代

表
す
る
交
通
拠
点
で
あ
り
、
ま
た
周
辺
の
鹿
児
島
空
港
、

桜
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
現
存
す
る
植
栽
と
併
せ
て

『南
国
の
景
観
づ
く
り
』
に
配
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
高

木
の
ワ
シ
ン
ト
ニ
ア
パ
ー
ム
、
中
低
木
は
ビ
ロ
ウ
、
ソ
テ

ツ
等
を
植
え
込
む
こ
と
と
し
た
。
(そ
の
C
G
イ
メ
ー
ジ

を
図
5
に
示
す
。)

図5 C ゾーンC G イメージ

0
ポ
イ
ン
ト
植
栽

植
え
る
植
栽
の
樹
種
に
つ
い
て
は
①
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

な
る
樹
種
で
あ
る
か
、
②
周
辺
に
生
息
し
て
い
る
樹
種
で

あ
る
か
、
③
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
樹
種
で
あ
る
か
、
④
ノ

“

ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
維
持
で
き
る
樹
種
で
あ
る
か
、
と
い

4

う
観
点
か
ら
数
案
に
絞
っ
た
う
え
で
、
そ
こ
か
ら
植
栽
の

m

完
成
C
G
な
ど
を
活
用
し
て
景
観
の
適
否
を
検
討
し
、
最

ャ　　

適
な
も
の
を
一
種
類
ず
つ
選
定
し
た
。
加
治
木
バ
イ
パ
ス

酌

分
岐
点
に
つ
い
て
は
、
『加
治
木
』
の
地
名
の
由
来
と
な

っ
て
い
る
ク
ス
ノ
キ
、
千
鳥
橋
西
側
の
交
差
点
に
つ
い
て

は
サ
ク
ラ
を
選
定
し
た
。
(ク
ス
ノ
キ
の
C
G
の
イ
メ
ー

ジ
を
図
6
に
示
す
。)



六

地
元
参
加
に
よ
る
維
持
管
理

A
ゾ
ー
ン
に
設
け
る
花
壇
に
植
え
る
花
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
前
述
の
通
り
、
沿
道
の
加
治
木
小
学
校
に
協
力
を

頂
い
て
、
自
ら
の
手
で
植
え
込
み
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

定
期
的
に
維
持
管
理
の
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
を
委
員

会
で
決
定
し
た
が
、
そ
の
植
え
込
み
は
、
加
治
木
小
学
校
、

当
事
務
所
、
加
治
木
町
の
三
者
で
締
結
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
三
月

一
五
~

-
六

日
に
加
治
木
小
学
校
の
五
年
生
と
六
年
生
の
総
勢
一
五
六

名
の
手
に
よ
り
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、
デ
ー

ジ
ー
な
ど
の
花
苗
一
、
七
六
〇
株
が
植
え
込
ま
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る

(そ
の
と
き
の
状
況
を
写
真
1
に
示
す
)。
さ

ら
に
、
加
治
木
町
で
実
施
し
て
い
る

｢ふ
る
さ
と
美
化
活

動
｣
に
あ
わ
せ
て
、
今
後
沿
道
の
町
内
会
が
中
心
と
な
り
、

加
治
木
バ
イ
パ
ス
の
清
掃

･
ご
み
拾
い
･
除
草
等
を
行
う

こ
と
も
、
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
。

七

さ
い
ご
に

こ
の
度
の
取
組
み
は
、
自
然
環
境
･
景
観
及
び
歩
道
の

快
適
性
の
向
上
を
図
る
の
み
な
ら
ず
、
普
段
か
ら
日
常
生

活
で
利
用
さ
れ
て
い
る
道
路
利
用
者
に
、
道
路
の
愛
護
意

識
を
い
か
に
高
め
て
頂
く
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
の

で
、
今
後
、
地
元
住
民
の
方
が
道
路
愛
護
活
動
へ
参
加
で

き
る
仕
組
み
を
、
い
か
に
効
果
的
に
作
っ
て
い
く
か
が
課

題
で
あ
る
。

そ
の
手
法
と
し
て
は
、
前
述
に
示
す
よ
う
な
、
沿
道
の

加
治
木
小
学
校
の
皆
様
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
と
ど
ま
ら

ず
、
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
植
栽
管
理
の
連
携
や
、
広
報

誌
に
よ
る
道
路
管
理
活
動
の
紹
介
、
さ
ら
に
道
路
愛
護
の

作
文
、
標
語
の
募
集
、
道
路
愛
護
活
動
功
労
者
の
表
彰
等

の
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

写真 1 加治木小学校生徒による植栽の状況



霊
薑
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
･自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
圓

*
⑭
香
る
遭
づ
く
り
事
業

,
自
然
と
共
生

す
る
道
路
整
備
i

は
じ
め
に

い
ら
ず
や
ま

高
知
県
東
津
野
村
の
不
入
山
に
源
を
発
し
、
県
内
の
一

市
三
町
四
村
を
経
て
中
村
市
で
土
佐
湾
に
注
ぐ
四
万
十
川

は
、
日
本
の
多
く
の
河
川
が
直
線
的
な
急
流
で
あ
る
の
に

対
し
、上
流
の
一
部
を
除
い
て
蛇
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

非
常
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
、

本
川
に
ダ
ム
(河
川
法
で
規
定
す
る
堰
堤
高
一
五
m
以
上
)

が
無
く
豊
か
な
自
然
を
多
く
有
す
る
こ
と
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
、
昭
和
五
人
年
に
は

｢日
本
最
後
の
清
流
｣
と
し
て

マ
ス
コ
ミ
で
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
流
域
は
高
知
･
愛
媛
両
県
に
ま
た
が
り
、
流
域
面

積
二
、
二
七
〇
蝸
、
河
川
延
長
は
一
九
六
如
で
、
河
川
沿
い

に
あ
る
集
落
を
連
絡
し
な
が
ら
、
国
道
三
八
一
号
や
国
道

四
四
一
号
の
幹
線
道
路
が
川
と
ほ
ぼ
並
行
に
通
っ
て
い
る
。

四
万
十
川
沿
線
の
道
路
現
況

こ
れ
ら
流
域
内
道
路
整
備
の
進
捗
状
況
は
、
国
道
三
人

百
万
で
は
ほ
ぼ
改
良
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
国
道
四

四
百
号
や
県
道
に
至
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
未
改
良
区
間
が
多

く
、
そ
の
た
め
高
齢
化
や
過
疎
化
等
の
課
題
を
抱
え
る
中

山
間
地
域
に
と
っ
て
、
産
業

･
経
済
の
発
展
、
保
険
医
療

の
充
実
、
ま
た
緊
急
時
の
迅
速
な
対
応
等
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
関
連
し
て
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
整
備
が

地
域
住
民
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
四
万
十
川
は
そ
の
美
し
さ
や
豊
富
に
残
る
自

然
環
境
が
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
全
国
各
地
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
河
川
の
汚
濁
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
面
む
き
出
し
の
擁
壁
･モ
ル
タ
ル
吹
付
に
対
す

る
批
判
な
ど
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
四
万
十

川
の
景
観
に
配
慮
し
た
道
路
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

自
然
環
境
や
景
観
と
調
和
の
と
れ
た
道
路
整
備

こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
守
り
な
が
ら
、

人
や
自
然
に
や
さ
し
い
郷
土
づ
く
り
を
進
め
る
当
県
に
と

っ
て
一
つ
の
転
換
期
と
な
り
、
平
成
四
年
度
か
ら
改
良
済

み
区
間
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
周
辺
の
緑
化
を
行
い
、
自

然
環
境
の
復
元
と
あ
わ
せ
て
休
息
施
設
等
の
整
備
を
進

め
、
道
路
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

｢四
万
十
シ

ー
ニ
ッ
ク
ル
ー
ト
環
境
整
備
事
業
｣
、
さ
ら
に
平
成
五
年

か
ら
そ
の
他
の
路
線
も
対
象
と
し
て

｢四
万
十
川
流
域
エ

コ
ロ
ー
ド
事
業
｣
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
道

づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
、
土
木
事
務
所
や
県
内
の
八
市

町
村
が
会
員
と
な
り
、
景
観
等
の
専
門
家
や
ア
ド
バ
イ
ザ

高
知
県
土
木
部
道
路
課



ー
に
調
査
等
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る

｢四
万
十
川
沿

線
道
路
事
業
連
絡
調
整
会
議

(プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

･
チ
J

ム
)｣
を
組
織
し
、
四
万
十
川
の
景
観
や
自
然
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
道
路
整
備
を
進
め
る
た
め
の
現
地
調
査
や
勉

強
会
を
行
う
こ
と
と
し
た
。そ
う
い
っ
た
流
れ
の
な
か
で
、

四
万
十
川
流
域
の
保
全
及
び
流
域
の
振
興
を
県
を
あ
げ
て

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
平
成
三
一年
度
に
は
四
万
十
川

土
木
工
事
手
引
書
を
策
定
し
、
ま
た
、
環
境
を
テ
ー
マ
と

し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
誇
り
あ
る
地
域
づ
く
り
を

一
層
進
め
て
い
こ
う
と
平
成
一
三
年
四
月

｢高
知
県
四
万

十
川
の
保
全
及
び
流
域
の
振
興
に
関
す
る
基
本
条
例

(四

万
十
川
条
例
)｣
を
制
定
し
た
。

｢水
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣
の
誕
生

平
成
五
年
度
に
は
、
大
阪
産
業
大
学
の
榊
原
和
彦
教
授

や
横
浜
国
立
大
学
の
鈴
木
邦
雄
教
授
を
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
招
き
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
や
ポ
ッ
ト
苗
に
よ
る
植
栽
方
法
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
た
。

ま
た
、
平
成
六
年
一
月
に
は
、
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
道

路
整
備
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
の
取

組
み
と
し
て
、
四
万
十
川
沿
線
地
域
を
中
心
に
、
特
に
優

れ
た
景
観
を
有
す
る
区
間
に
つ
い
て
、
｢残
す
べ
き
景
観

区
間
｣
と
し
て
六
路
線
、
一
一
箇
所
、
延
長
三
三
･
五
蹴

を
選
定
す
る
な
ど
、
自
然
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
道
路

整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
中
で
、
中
山
間
地
域
の
貴

重
な
資
源
で
あ
る

｢森
林
｣
や

｢木
｣
を
道
路
整
備
に
活

か
し
、
自
然
の
サ
イ
ク
ル
の
な
か
で
木
の
活
用
を
捉
え
た

総
合
的
な
施
策
と
し
て

｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣
を

発
案
し
、
平
成
七
年
度
の
補
助
事
業
の
新
た
な
施
策
と
し

て
当
県
か
ら
提
案
を
行
っ
た
。

こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
道
路
整
備
に
木
を
素
材
と
し
て

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
ポ
ッ
ト
苗
の
植
栽
に
よ
る
自
然
環

境
と
の
調
和
や
景
観
的
に
優
れ
た
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
ポ
ッ
ト
苗
の
生
産
育
成
を
産
業
化

し
中
山
間
地
域
の
雇
用
の
拡
大
、
ま
た
、
植
栽
マ
ウ
ン
ド

を
作
る
際
に
間
伐
材
を
使
う
こ
と
に
よ
る
需
要
の
増
大

等
、地
域
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
こ
と
に
あ
る
(図
1
)。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣

は
、
平
成
七
年
度
の
建
設
省
と
林
野
庁
と
の
新
規
施
策
と

し
て
創
設
さ
れ
、
当
県
の
四
国
カ
ル
ス
ト
･
四
万
十
川
流

域
地
域
を
含
め
全
国
で
一
三
地
域
が
選
定
さ
れ
た
。

ポ
ッ
ト
苗
植
栽
工

ポ
ッ
ト
苗
と
は
、
｢根
を
切
ら
ず
、
枝
を
切
ら
ず
｣
と

い
う
こ
と
か
ら
考
案
さ
れ
、
肥
育
肥
培
方
式
で
生
産
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
活
着
も
極
め
て
良
好
で
コ
ン
パ
ク
ト
で

あ
る
た
め
、
取
り
扱
い
が
便
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
利
点
が
あ
る
。

こ
の
ポ
ッ
ト
苗

(幼
苗
植
栽
)
に
よ
る
緑
化
は
、
横
浜

国
立
大
学
名
誉
教
授
･
宮
脇
昭
博
士
の
提
唱
す
る
植
栽
手

⑩

1 ｢木の香る道づくり事業｣ 概念図｢I-
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法
で
あ
り
、
潜
在
自
然
植
生
構
成
種
の
幼
苗
を
密
植
す
る

こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る

(写
真
1
)。

先
ず
植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、
施
工
予
定
地
の
周
辺
の
現

況
植
生
調
査
を
行
い
、
現
地
の
自
然
環
境
に
最
も
適
し
た

自
然
植
生
あ
る
い
は
潜
在
自
然
植
生
種
を
把
握
し
、
こ
れ

ら
の
構
成
種
の
中
か
ら
樹
種
を
選
択
し
て
植
栽
計
画
を
た

て
る
。

こ
こ
で
い
う
自
然
植
生
と
は
、
人
為
的
影
響
を
受
け
て

い
な
い
植
生
で
、
そ
の
土
地
が
支
え
得
る
最
も
発
達
し
た

植
生
で
あ
り
、
潜
在
自
然
植
生
と
は
、
一
切
の
人
為
的
干

渉
を
停
止
し
た
と
き
、
そ
の
土
地
が
ど
の
よ
う
な
自
然
植

生
を
支
え
得
る
潜
在
能
力
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
理
論地域で育つポット苗

的
に
考
え
得
る
植
生
の
こ
と
で
あ
る
。

面
に
重
点
を
お
く
こ
と
が
得
策
で
あ
る
。

植
栽
計
画
で
は
、
現
地
の
地
形
的
特
性
や
気
象
条
件
、

植
栽
後
、
苗
木
が

~
に

月
、
し
ム
口

ま
た
将
来
の
樹
幹
線
を
想
定
し
高
木
、
中
木
、
低
木
の
比

率
を
決
め
、
こ
れ
に
従
い
樹
種
や
本
数
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

配
置
す
る
。

ま
た
、
植
栽
マ
ウ
ン
ド
を
確
保
す
る
際
の
土
留
柵
に
間

伐
材
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ポ
ッ
ト
苗
が
成
長
し
根

が
張
っ
た
頃
に
間
伐
材
は
腐
り
有
機
肥
料
と
し
て
自
然
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
る
。

植
栽
す
る
ポ
ッ
ト
苗
は
二
~
三
年
生
の
幼
苗
を
用
い
て

密
植

(二
本
/
話
)
す
る
が
、
こ
れ
は
一
本
一
本
を
バ
ラ

バ
ラ
に
植
え
た
の
で
は
、
強
い
日
差
し
や
乾
燥
で
、
枯
れ

た
り
成
長
が
止
ま
っ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
も
の
で
、
密
植

さ
れ
た
苗
は
、
競
争
し
な
が
ら
共
存
し
、
一
〇
年
後
に
は

立
派
な
自
然
林
を
形
成
す
る
。

植
え
付
け
時
に
は
、
苗
や
根
を
傷
め
な
い
よ
う
ポ
ッ
ト

を
取
り
外
し
、
深
植
え
に
な
ら
な
い
こ
と
、
埋
め
戻
す
時

は
締
め
固
め
過
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
に
注
意
す
れ
ば
、
根
付

き
や
成
長
に
良
好
な
結
果
が
期
待
で
き
る
。

植
栽
後
は
稲
ワ
ラ
や
間
伐
材
を
チ
ッ
プ
に
し
て
袋
詰
し

た
チ
ッ
プ
マ
ッ
ト
等
で
マ
ル
チ
ン
グ
を
行
い
、
土
の
乾
燥

や
雑
草
の
抑
制
、
の
り
面
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

植
栽
し
た
樹
木
が
、
植
栽
計
画
に
沿
っ
た
自
然
林
を
形

成
す
る
か
は
、
植
栽
後
の
管
理
手
法
が
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
保
守
か
ら
育
て
る
と
い
う
育
成
の

植
栽
後
、
苗
木
が
着
実
に
育
成
し
始
め
る
ま
で
の
二
~

三
年
間
は
管
理
に
よ
る
手
助
け
が
必
要
で
あ
り
、
初
期
の

管
理
に
必
要
な
主
な
項
目
と
し
て
は
、

･
樹
木
の
生
育
に
と
り
好
ま
し
い
土
壌
を
作
り
上
げ
る

た
め
の
施
肥
、
土
壌
管
理

･
夏
期
の
乾
燥
時
に
行
わ
れ
る
潅
水

･
樹
冠
が
整
う
ま
で
の
除
草

な
ど
で
あ
る
。

な
お
、
苗
に
つ
い
て
は
地
域
の
気
候
や
環
境
で
育
っ
た

苗
を
使
用
す
る
の
が
最
適
で
あ
り
、
当
県
で
は
町
村
の
第

三
セ
ク
タ
ー
、
個
人
、
園
芸
会
社
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
が
積

極
的
に
育
苗
に
取
り
組
ん
で
い
る

(写
真
2
)。
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さ
ら
に
、
ポ
ッ
ト
苗
や
間
伐
材
の
需
要
･
供
給
体
制
や

関
連
機
関
の
連
携
強
化
を
図
り
、
事
業
を
円
滑
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
七
年
三
月
に
当
県
土
木

部
･
森
林
局
･
建
設
省
･
道
路
公
団
･
高
知
営
林
局
･
森

林
開
発
公
団
な
ど
が
参
加
し
、
｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事

業
推
進
協
議
会
｣
を
設
立
し
た
。

ま
た
、
ポ
ッ
ト
苗
の
植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
整
備

に
対
す
る
理
解
と
自
然
に
親
し
み
森
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
る
取
組
み
と
し
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
参
加
を
得

て
植
樹
を
行
う
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
関
心
を
持
て
る

よ
う
な
道
路
整
備
も
進
め
て
い
る

(写
真
3
)。

ポ
ッ
ト
苗
植
栽
工
の
施
工
は
、
切
土
作
業
を
行
う
と
同

時
に
木
柵
工
を
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
の
り
面
か
ら
の

落
石
を
防
ぎ
作
業
の
安
全
を
図
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い

る
。

地域の生徒による植栽　

　

写
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高
知
県
内
に
お
け
る
ポ
ッ
ト
苗
植
栽
工
は
、
試
験
的
な

も
の
も
含
め
平
成
五
年
度
か
ら
施
工
さ
れ
て
お
り
、
平
成

一
三
年
三
月
ま
で
の
実
績
は
、
四
万
十
川
沿
線
を
中
心
と

す
る
四
一
路
線
、
八
〇
箇
所
、
総
の
り
面
積
三
七
万
証
を

施
工
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
、
約
四
〇
〇
如
の
間
伐
材
と
約
七
四
万
本
の

ポ
ッ
ト
苗
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
間
伐
材
に
つ
い

て
は
九
四
%
、
ポ
ッ
ト
苗
は
約
六
三
%
が
県
内
産
と
な
っ

て
い
る
。

資
料
1
及
び
写
真
4
は
、
国
道
五
六
号
と
国
道
一
九
七

号
を
結
ぶ
四
万
十
川
沿
い
の
主
要
地
方
道
窪
川
船
戸
線

･

東
川
角
工
区
の
施
工
事
例
で
あ
る
。
当
施
工
箇
所
は
、
詳

細
な
植
生
調
査
を
行
い
地
域
に
適
し
た
樹
種
を
選
定
し
た

こ
と
に
よ
り
、
樹
高
二
m
以
上
ま
で
に
生
育
し
て
い
る
。

現
在
で
は
、
山
切
を
行
っ
た
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お

ら
ず
自
然
林
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

写
真
5
及
び
写
真
6
は
、
主
要
地
方
道
高
知
南
環
状

線

･
高
知
桂
浜
道
路
の
施
工
事
例
で
あ
る
。
当
施
工
箇
所

も
東
川
角
工
区
と
同
様
、
現
在
で
は
自
然
林
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

お
わ
り
に

｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣
は
の
り
面
緑
化
な
ど
の

樹
木
に
よ
る
緑
化
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
生
態
系
へ
の
配

慮
や
大
気
循
環
シ
ス
テ
ム
の
保
全
な
ど
の
視
点
か
ら
の
取

組
み
で
あ
る
。
木
を
有
効
に
使
っ
た
工
事
用
看
板
や
案
内

標
識
、
木
材
を
活
用
し
た
歩
道
橋
の
施
工
な
ど
、
構
造
物

に
木
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
道
路
整
備
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
た
道
路
を
計
画
し
、
小
動
物
等
に
も
や
さ
し
い
道

づ
く
り
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
地
球
規
模
で
の
環

境
保
全
の
推
進
に
寄
与
す
る
道
路
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

道イテセ 2002.4 〆9
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鬮
鬮
特
集
/
道
路
に
聡
訝
る
緑
化
@
自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
鬮
圓

日
本
道
路
公
団
企
画
部
道
路
環
境
課

一

エ
コ
ロ
ー
ド
と
は

環
境
政
策
大
綱

(
一
九
九
四
年
)
に
は
、
環
境
政
策
を

推
し
進
め
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ロ

ー
ド
整
備
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
コ
ロ
ー
ド
と
は
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
道
づ
く
り
の
こ
と
で
す
。

道
路
が
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
と
そ
の
程
度
に
つ
い

て
は
、
実
は
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
道

路
建
設
に
よ
っ
て
樹
林
が
な
く
な
る
と
そ
こ
に
生
息
し
て

い
た
動
物
は
す
み
か
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す

(生
息
空
間

の
消
失
、
図
1
)。
ま
た
道
路
を
越
え
た
移
動
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

(生
活
圏
の
分
断
)。
他
に
も
予

想
さ
れ
る
影
響
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
極
力

少
な
く
す
る
た
め
に
、
エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

図 I 道路建設による樹林の消失

ニ

エ
コ
ロ
ー
ド
の
方
針

エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
は
、
動
植
物
の
生
育

･
生
息
空
間

を
保
全
し
、
道
路
に
よ
る
分
断
を
防
ぐ
た
め
に
ミ
テ
ィ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
ミ
テ
ィ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
と
は
、
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す

る
た
め
に
行
う
取
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
考
え
方
と

し
て
は
、
ま
ず
保
全
の
対
象
と
な
る
土
地
の
改
変
を
回
避

し
、
回
避
で
き
な
い
場
合
は
で
き
る
だ
け
低
減
す
る
も
の

で
す

(図
2
)。
ま
た
改
変
箇
所
の
代
償
と
し
て
生
息
地

や
移
動
路
を
整
備
す
る
こ
と
や
、
影
響
を
速
や
か
に
回
復

似　　

さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
な
ど
も
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ

2

ヨ
ン
に
含
ま
れ
ま
す
o

こ
の
考
え
方
は
目
新
し
い
も
の
で

楡

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
葉
と
し
て
整
理
さ
れ
用
い
ら
れ
る

庸

よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
。
エ
コ
ロ
ー

“



ド
の
整
備
に
お
い
て
は
、
知
見
が
少
な
く
自
然
環
境
保
全

の
技
術
は
未
だ
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
整
備
後
の

追
跡
調
査
に
お
い
て
効
果
を
確
認
し
評
価
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。

写真 1 インターチェンジでの

既存林保全

三

エ
コ
ロ
ー
ド
の
事
例

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
道
づ
く
り
は
、
名
神
高
速
道
路

の
建
設
時

(昭
和
三
〇
年
代
)
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

写
真
1
は
建
設
予
定
地
に
あ
っ
た
若
齢
の
ア
カ
マ
ツ
林

を
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
中
に
取
り
込
ん
で
保
全
し
た
事

例
で
す
。
写
真
の
よ
う
に
三
〇
年
後
に
お
い
て
も
保
全
さ

れ
、
立
派
な
樹
林
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

道
路
内
に
取
り
込
む
こ
と
が
、
周
辺
の
他
の
開
発
か
ら
の

保
全
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

写
真
2
は
高
速
道
路
の
空
中
写
真
で
す
が
、
道
路
の
両

側
に
緑
量
の
豊
か
な
樹
林
が
見
え
ま
す
。
盛
土
の
り
面
に

植
栽
し
た
樹
木
が
成
長
し
樹
林
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
写
真
3
で
は
道
路
の
り
面
の
緑
が
地
域
の
緑
と
一

体
と
な
っ
て
、
緑
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。

道ネテセ 2002.4 れ

2 ミテイゲーションイメージ (高盛土を橋梁にし、影響を低減する場合)

写真 2 盛土のり面の樹林化

写真3 道路林と沿線緑地の緑のネットワーク



葱三
既存林を保全

写真5 盛土部を擁壁化し湿地を保全

写
真
4
は
、
エ
コ
ロ
ー
ド
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
る
日

光
宇
都
宮
道
路
で
す
。
日
光
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
情

滝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
国
立
公
園
内
を
通
過
し
、
路
線

の
選
定
段
階
か
ら
自
然
環
境
や
文
化
財
に
対
す
る
配
慮
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
線
形
設
計
の
段
階
で
路
線
を
河

川
側
に
張
り
出
す
こ
と
に
よ
り
山
側
の
切
土
を
な
く
す
配

慮
を
し
た
箇
所
で
す
。

写真 6 橋梁下を通るニホンカモシカ

写
真
5
は
岡
山
道
に
お
い
て
、
貴
重
な
動
植
物
の
生
育

生
息
す
る
湿
地
を
道
路
構
造
の
変
更
に
よ
り
保
全
し
た
事

例
で
す
。
盛
土
の
り
面
を
擁
壁
に
し
、
側
道
を
な
く
す
こ

と
で
改
変
す
る
部
分
を
小
さ
く
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

日
本
道
路
公
団
,総
社
市
･
地
元
自
然
保
護
団
体
が
協
議

を
重
ね
、
水
路
の
侵
食
に
よ
り
乾
燥
化
し
縮
小
す
る
運
命

に
あ
っ
た
湿
地
を
協
力
し
て
保
全
し
ま
し
た
。

写
真
6
5
8
は
秋
田
道
の
動
物
移
動
へ
の
配
慮
事
例
で

す
。
写
真
6
は
橋
梁
の
下
で
す
が
、
中
央
に
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
が
写
っ
て
い
ま
す
。
橋
梁
下
の
空
間
は
野
生
動
物
の

移
動
路
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
河
川
の
付
替
え
時
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
三
面
張
り
で
は
な
く
、
蛇
篭
等
を
用
い
た
工
法

に
よ
り
、
水
生
生
物
だ
け
で
な
く
陸
上
に
生
息
す
る
動
物

に
対
し
て
も
移
動
路
と
し
て
の
配
慮
を
し
ま
し
た
。
写
真

写真7 カルバートポックスを移動するノウサギ

7
は
カ
ル
バ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
通
過
す
る
ノ
ウ
サ
ギ
。
写

真
8
は
ス
テ
ッ
プ

(移
動
通
路
)
付
の
カ
ル
バ
ー
ト
パ
イ

プ
を
通
過
す
る
タ
ヌ
キ
で
す
。
こ
れ
ら
の
移
動
路
は
動
物

専
用
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
位
置
や
構
造
な

ど
を
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
動
物
移
動
路
と
し
て
有
効

に
な
り
ま
す
。

写真 8 ステップ付カルバート

　

ッ
を

2

テ
ブ

200

ス
Y

セ

′

行

8

首

パイプを通るタヌキ



写
真
9
は
千
葉
東
金
道
路
に
お
け
る
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン

ま
す
。

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
代
替
産
卵
池
で
す
。
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
は
地
域
に
よ
っ
て
は
準
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る

地
域
個
体
群
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
体
は
林
の
中
で

生
活
し
、
産
卵
の
際
池
や
水
辺
に
出
て
く
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
道
路
が
産
卵
池
を
改
変
す
る
た
め
、
山
側
に

代
替
の
池
を
整
備
し
、繁
殖
活
動
を
保
全
し
た
事
例
で
す
。

こ
れ
ら
の
エ
コ
ロ
ー
ド
整
備
は
、
保
全
技
術
に
関
す
る

知
見
が
少
な
い
た
め
、専
門
家
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
工
事
前
か
ら
事
後
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
い
た
る
ま
で
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
初
め
て

効
果
が
確
認
さ
れ
知
見
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
植

物
の
成
長
や
生
物
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
数
十
年
を
経

て
初
め
て
効
果
が
確
認
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い

写真10 オーバーブリッジの両側に試験
的に植栽帯を設け動物の移動に配慮
した事例

四

エ
コ
□
-
ド
の
課
題

道
路
は
線
的
な
開
発
で
す
が
、
自
然
環
境
は
面
的
ま
た

は
空
間
的
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
エ
コ
ロ
ー
ド
を

整
備
し
て
も
保
全
す
べ
き
対
象
で
あ
る
周
辺
の
環
境
が
別

の
事
業
に
よ
り
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

写
真
順
は
国
定
公
園
の
端
を
通
過
し
て
い
る
高
速
道
路

に
お
い
て
、
動
物
の
移
動
に
配
慮
す
る
た
め
、
試
験
的
に

植
栽
帯
を
設
け
た
オ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
写
真
で
す
。

道
路
の
供
用
後
、
オ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
片
側
が
宅
地

と
し
て
開
発
さ
れ
、
道
路
の
両
側
の
豊
か
な
地
域
を
結
ぶ

移
動
路
と
し
て
の
意
義
が
薄
れ
て
き
ま
し
た

(写
真
=
)。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
道
路
事
業
だ
け
で
な
く
他
の

写真11 オーバーブリッジ横の宅地開発

公
共
事
業
、
さ
ら
に
民
間
の
開
発
事
業
も
含
め
た
総
合
的

な
地
域
環
境
保
全
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
地
球
環

境
と
い
う
言
葉
が
意
味
す
る
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
環
境

保
全
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
も
立
ち
、
実
施
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

五

ま
と
め

エ
コ
ロ
ー
ド
を
推
進
す
る
に
は
、
生
物
の
生
息
空
間
や

移
動
路
を
確
保
す
る
た
め
の
自
然
環
境
保
全
技
術
の
向
上

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
は
整
備
さ
れ
た
エ
コ
ロ
ー

ド
を
継
続
的
に
追
跡
調
査
し
、
効
果
の
検
証
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

地
域
を
結
ぶ
道
路
が
、
エ
コ
ロ
ー
ド
と
し
て
地
域
の
環

境
保
全
の
み
な
ら
ず
地
球
環
境
保
全
に
も
寄
与
す
る
こ
と

か
ら
、
エ
コ
ロ
ー
ド
整
備
の
重
要
性
は
、
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
ま
す
。



鬮
圓
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
の
自
然
環
境
に
関
漸
る
施
策
鬮
圓

一
は
じ
め
に

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
あ
る
生
物
群
集
が
生
存
で
き
る
環

境
条
件
を
備
え
た
空
間
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
ト
ン
ボ
が

生
息
す
る
水
辺
空
間
を
整
備
し
た
も
の
だ
け
が
ビ
オ
ト
ー

プ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
鎮
守
の
森
、
雑
木
林
、
小
川
、

水
田
な
ど
も
身
近
な
野
生
生
物
が
住
む
ビ
オ
ト
ー
プ
で
あ

る
と
い
え
る
。

こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
と
い
う

｢こ
と
ば
｣
は
西
欧
か
ら
紹

介
さ
れ
た

｢こ
と
ば
｣
で
あ
る
が
、
こ
の
概
念
は
各
種
事

業
の
環
境
保
全
措
置
の
一
手
段
と
し
て
、
あ
る
い
は
都
市

地
域
の
自
然
空
間
づ
く
り
と
し
て
市
民
権
を
得
て
き
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
身
近
な
自
然
、
身
近
な
野
生
生
物
の
減

少
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
自
然
の
潤
い
を
取
り
戻
す
運
動

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
復
元
･
保
全
す
る

関
東
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路
計
画
第
二
課

運
動
の
盛
ん
な
西
欧
の

｢こ
と
ば
｣
で
あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

小川のビオトーブ

三

道
路
事
業
に
お
け
る
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備

こ
れ
ま
で
に
も
道
路
空
間
の
一
部
で
は
緑
化
等
が
行
わ

れ
、
大
気
汚
染
の
浄
化
や
騒
音
の
緩
和
、
防
災
、
景
観
の

水田のビオトーブ 雑木林のビオトープ



向
上
に
役
立
っ
て
き
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
生
物
多
様
性
の
減
少
が
表
面
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

生
き
物
、
さ
ら
に
生
態
系
へ
の
配
慮
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
道
路
建
設
に
お
け
る
生
き
物
へ
の
影
響
を

緩
和
す
る

｢ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
｣
と
し
て
生
き
物
に
配

慮
し
た
道
づ
く
り

｢
エ
コ
ロ
ー
ド
｣
の
試
み
が
増
え
て
き

た
。
エ
コ
ロ
ー
ド
で
は
、
良
好
な
ビ
オ
ト
ー
プ
が
あ
れ
ば

ま
ず

｢回
避
｣
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
ど
う
し
て
も

回
避
で
き
な
い
場
合
は
、
影
響
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す

る

｢低
減
｣
の
措
置
が
と
ら
れ
、
そ
れ
で
も
道
路
整
備
に

よ
り
失
わ
れ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
に
対
し
て
は
、
代
わ
り
の
ビ

オ
ト
ー
プ
を
つ
く
る

｢代
償
｣
の
措
置
が
と
ら
れ
る
。

｢ビ
オ
ト
ー
プ
の
復
元
｣
は

｢低
減
｣
や

｢代
償
｣
の
一

手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
市
街
化
に
よ
っ
て
自
然
が
急
速
に
減
少
し
た
地

域
に
お
い
て
は
、
道
路
用
地
の
一
部
が
恒
久
的
な
ビ
オ
ト

ー
プ
と
し
て
機
能
す
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ビ

オ
ト
ー
プ
の
機
能
を
も
っ
た
道
路
用
地
が
増
え
て
、
沿
道

の
ビ
オ
ト
ー
プ
と
つ
な
が
り
を
も
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
地

域
の
ビ
オ
ト
ー
ブ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三

関
東
地
方
整
備
局
管
内
の
取
組
み

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
沿
道
周
辺
の
動

植
物
の
生
育

･
生
息
環
境
の
保
全
･
復
元
を
図
る
道
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
、
平
成
四
年
一
月
か

ら
動
植
物
の
専
門
家
と
道
路
事
業
者
等

か
ら
な
る

｢沿
道
生
態
環
境
復
元
手
法

調
査
検
討
委
員
会

(委
員
長
･亀
山
章

東
京
農
工
大
学
教
授
)｣
を
発
足
し
、

生
態
環
境
復
元
実
験
や
追
跡
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

平
成
四
年
度
に
は
、
一
般
国
道
一
七

号
熊
谷
バ
イ
パ
ス
行
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
内
に
お
い
て
、
ま
た
、
平
成
五
年

度
に
は
東
名
高
速
道
路
大
井
松
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
に
お
い
て
、
小
動
物

の
生
息
空
間
創
出
を
目
的
と
し
た
水
辺

空
間
の
造
成
な
ど
生
態
環
境
復
元
実
験

を
実
施
し
、追
跡
調
査
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
九
年
度
か
ら
は
、
埼
玉
県

内
の
東
京
外
か
く
環
状
道
路

(外
環
)

に
お
い
て
、
周
辺
地
域
の
生
態
系
と
の

結
び
つ
き
等
を
考
慮
し
た
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(沿
道
の
孤
立
化
し

つ
つ
あ
る
自
然
環
境
を
連
結

･
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
、
多
様
な
生
き
物
と
共
生

す
る
良
好
な
沿
道
環
境
形
成
を
め
ざ
す

も
の
)
づ
く
り
を
目
指
し
、
三
郷
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
及
び
川
口
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
内
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
に
取
り
組

三郷ICにおける
水辺のピオトーブの観元

帥□JC Tにおける
霊山のピオトーブの敏光

新六涛日P 外かん

趙自動廳邁

図 1 外かんエコロジカルネットワーク基本計画



ん
で
い
る
。

以
下
に
、
外
環
沿
線
に
お
け
る
取
組
み
事
例
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

四

三
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ビ
オ
ト
ー
プ

の

位
置

三
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
外
環
と
常
磐
道
、
首
都

高
速
六
号
三
郷
線
が
交
差
接
続
す
る
面
積
約
二
七
齦
の
タ

ー
ビ
ン
型
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
あ
る
。
中
川
と
江
戸
川

に
挟
ま
れ
た
低
地
に
位
置
し
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
隣

接
地
は
、
南
･
北
･
西
側
に
水
田
が
広
が
り
、
東
側
は
中

川
流
域
下
水
道
処
理
場
と
な
っ
て
い
る
。

②
整
備
内
容

三
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
の
調
整
池
と
そ
の
周
辺
約

三
m
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
沿
道
の
自
然
環

境
に
近
い
樹
林
、
湿
地
、
池
な
ど
を
整
備
し
た
。

･
調
整
池
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
を
緩
傾
斜

の
土
羽
や
割
ぐ
り
石
･
土
管
を
使
用
し
た
多
様
な
水

際
に
変
え
、
水
生
植
物
等
を
植
栽
し
た
。

･
浅
い
調
整
池
底
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
一

部
は
ず
し
て
、
深
み
を
つ
く
り
、
魚
類
や
ト
ン
ボ
類

な
ど
水
生
生
物
の
生
息
場
所
を
確
保
し
た
。
ま
た
、

は
ず
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で
島
部
を
造
り
、
水
面

下
の
空
隙
は
魚
類
や
水
生
生
物
の
隠
れ
場
所
、
水
面

よ
り
上
部
は
鳥
類
の
休
憩
場
と
し
て
確
保
し
た
。

･
水
際
に
は
、
水
鳥
の
休
憩
場
や
ト
ン
ボ
な
ど
の
繁
殖

の
場
と
な
る
よ
う
、
既
存
の
ヨ
シ
な
ど
の
水
生
植
物

を
そ
の
ま
ま
移
植
し
た
。

③
追
跡
調
査
結
果

調
整
池
に
は
ヨ
シ
や
コ
ガ
マ
、
ヒ
メ
ガ
マ
な
ど
の
湿
性

植
物
の
群
落
が
み
ら
れ
、
モ
ツ
ゴ
、
メ
ダ
カ
、
キ
ン
ブ
ナ
、

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
、
カ
ダ
ヤ
シ
、
カ
ム
ル
チ
ー
な
ど
の
多

図 2 三郷 I C ビオトーブの概略図

ビオトーブで整備した池

に水生植物等



く
の
魚
類
や
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
の
生

息
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
カ
ナ
ヘ
ビ
、
タ
ヌ
キ
の
他
ウ

シ
ガ
エ
ル
が
確
認
さ
れ
た
。
鳥
類
で
は
、
シ
ラ
コ
バ
ト
が

飛
来
し
、
コ
サ
ギ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
が
水
辺
を
利
用
し
、

ヨ
シ
群
落
の
茂
み
に
は
キ
ジ
が
確
認
さ
れ
た
。
昆
虫
類
で

は
準
絶
滅
危
惧
種
の
ギ
ン
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
を
は
じ

め
、
多
く
の
草
地
性
の
昆
虫
類
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
は
、
水
辺
が
維
持
さ
れ
水
際
の
植
生
が
成
長
･
安

定
す
る
に
従
い
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
確
認
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
地
域
の
自
然
の
一
部
と
し
て
、

良
好
な
ビ
オ
ト
ー
プ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。@

そ
の
他

学
習
の
場
と
し
て
、
整
備
内
容
や
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
生
き
物
を
紹
介
し
た
看
板
を
設
置
し
て
お
り
、
住
民

参
加
に
よ
る
植
樹
と
見
学
会
を
実
施
し
て
い
る
。

五

月
口
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

の

位
置

川
口
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
外
環
と
東
北
道
、
首
都
高

速
川
口
線
が
交
差
接
続
す
る
面
積
約
一
･
六
蹴
の
ク
ロ
ー

バ
ー
型
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
周

辺
は
、
か
つ
て
雑
木
林
や
畑
、
屋
敷
林
な
ど
が
広
が
る
多

様
な
里
山
で
あ
っ
た
が
、
周
辺
の
都
市
化
に
よ
り
、
里
山

に
生
息
す
る
生
物
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

②
整
備
内
容

川
口
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
内
の
二
箇
所
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
を
利
用
し
、
か
つ
て
の
里
山
に
お
け
る
多
様
な
農
村

生
態
系
を
再
生
す
る
た
め
、
雑
木
林
を
中
心
と
し
た
ビ
オ

ト
ー
プ
を
整
備
し
た
。

･
台
地
上
の
小
さ
な
谷
戸
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
微
地
形
を

造
成
し
た
。

･
郷
土
種
を
中
心
に
武
蔵
野
の
雑
木
林
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
樹
林
を
つ
く
っ
た
。

･
道
路
建
設
や
管
理
で
生
じ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
等
の

廃
材
で
小
動
物
の
隠
れ
場

(エ
コ
ス
タ
ッ
ク
)
を
用図 3 川口J C T ビオトープ概略図 (北側)

離縁 ･落葉樹植栽!~

音
心し
た
。

･
谷
戸
の
中
の
小
さ
な
た
め
池
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
水
域

を
設
置
し
た
。

･
周
辺
と
の
生
き
物
の
移
動
阻
害
を
緩
和
す
る
動
物
用

移
動
路

(ト
ン
ネ
ル
)
を
設
置
し
た
。

③
追
跡
調
査
結
果

池
や
水
た
ま
り
で
は
湿
性
植
物
の
群
落
が
成
立
し
た
。

池
内
で
は
埼
玉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
絶
滅
危
惧
種
の

ト
チ
ガ
ガ
ミ
の
生
育
が
確
認
さ
れ
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ
、
シ
オ

カ
ラ
ト
ン
ボ
が
産
卵
し
て
い
る
。
エ
コ
ス
タ
ッ
ク
は
ア
カ

ネ
ズ
ミ
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
の
利
用
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

　

　

　

　
　コ

図 4 川口 J C T ビオトーブ概略図 (南側)



里
山
環
境
の
典
型
性
種
で
あ
る
タ
ヌ
キ
が
新
た
に
確
認
さ

"

そ
の
他

れ
た
。

平
成
一
三

整
備
後
三
年
目
と
ま
だ
あ
ま
り
時
間
は
た
っ
て
い
な
い

が
、
湿
性
植
物
の
生
育
や
動
物
の
利
用
が
確
認
さ
れ
、
良

好
な
ビ
オ
ト
ー
プ
ヘ
少
し
ず
つ
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
が

伺
え
る
。

平
成
一
三
年
秋
に
は
、
地
元
小
学
生
の
自
然
観
察
会
を

開
催
し
た
。
引
き
続
き
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
受

け
て
お
り
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す
る

モ
デ
ル
と
し
て
、
今
後
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

2R ふ首イ〒セ 2002‐4

小さなため池をイメージしたビオトーブ

エコスタツク



圓
鬮
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
e
自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
鬮
圓

縁
◎
リ
サ
イ
ク
ル

中
国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
工
事
事
務
所

道キテセ 2002.4 2 9

一
は
じ
め
に

平
成
六
年
七
月
に
建
設
省
に
よ
り
か
か
げ
ら
れ
た

｢緑

の
政
策
大
綱
｣
で
植
物
発
生
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る

こ
と
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
道
路
緑
地
の

剪
定
枝
葉
や
刈
草
は
、
主
と
し
て
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
広
島
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、
剪
定
枝

葉
を
堆
肥
化
し
再
利
用
す
る
為
の
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

平
成
六
年
度
に
は
堆
肥
化
プ
ラ
ン
ト
を
広
島
市
安
佐
北

区
、
一
般
国
道
五
四
号
大
林
高
架
下
の
空
ス
ペ
ー
ス
に

『可
部
コ
ン
ポ
ス
ト
ヤ
ー
ド
』
と
し
て
建
設
し
、
平
成
人

年
度
ま
で
堆
肥
化
に
係
わ
る
試
験
を
行
い
ま
し
た
(図
1
)。

堆
肥
化
試
験
の
結
果
、
剪
定
枝
葉
や
刈
草
の
堆
肥
化
は

十
分
実
用
化
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
、
平
成
九
年
度
よ
り

本
格
的
な
堆
肥
化
を
行
い
、
国
道
に
お
け
る
植
樹
管
理
の

か
を
加
え
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
混
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

分
野
で
利
用
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佳
巴
を

く

-
、
さ

る

州に
は
、
副
･
オ

混

。

三

堆
肥
化
の
方
法

堆
肥
化
は
、
堆
積
発
酵
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
原
材
料

の
剪
定
枝
葉
や
刈
草
を
チ
ッ
パ
ー
又
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で

細
断
し
ま
す
。

破
砕
物
に
は
一
定
量
の
水
と
発
酵
促
進
副
資
材
を
混
入

し
、
堆
肥
ヤ
ー
ド
に
積
置
き
し
ま
す
。

水
分
は
積
置
き
材
に
対
し
、
五
五
~
六
0
%
を
含
む
程

度
に
調
整
し
ま
す
。

破
砕
物
は
、
屋
根
付
き
の
堆
肥
ヤ
ー
ド
に
高
さ
二
m
程

度
ま
で
台
形
に
積
み
込
み
し
、
表
面
を
シ
ー
ト
で
覆
い
、

発
酵
を
進
め
ま
す
。

試
験
で
は
、
副
資
材
に
尿
素
、
過
リ
ン
酸
石
灰
と
米
ぬ

堆
肥
を
早
く
完
成
さ
せ
る
為
に
は
、
副
資
材
の
混
入
が

有
効
で
す
が
、
発
酵
時
間
を
問
わ
な
い
場
合
は
特
に
混
入

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

副
資
材
を
混
入
し
な
い
こ
と
で
経
費
縮
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

ち
な
み
に
強
制
発
酵
が
出
来
る
縦
型
又
は
横
型
の
発
酵

槽
を
用
い
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
費
用
が
高
く
付
く
た

め
現
在
で
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

積
み
置
き
し
た
破
砕
物
は
一
カ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
を
用
い
て
切
返
し
ま
す
。

一
次
発
酵
は
仕
込
み
か
ら
す
ぐ
に
始
ま
り
、
破
砕
物
が

微
生
物
の
働
き
に
よ
り
高
温
に
な
っ
て
い
る
と
き
が
発
酵

の
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

高
温
期
間
は
、
時
期
や
原
材
料
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま



す
が
、
約
四
~
五
ヵ
月
間
は
続
き
ま
す
。

温
度
が
下
が
っ
て
き
て
か
ら
は
二
次
発
酵
に
移
り
ま

す
。
発
酵
期
間
は
、
一
次
、
二
次
を
併
せ
て
木
本
で
八
ヵ

月
、
草
本
で
は
四
ヵ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

発
酵
を
完
了
し
た
堆
肥
は
、
保
管
ヤ
ー
ド
に
移
し
替
え

ま
す
。

堆
肥
化
試
験
で
原
材
料
の
減
量
率
、
仕
込
み
と
養
生
の

方
法
、
堆
肥
完
成
ま
で
の
期
間
、
道
路
か
ら
発
生
す
る
材

料
の
含
有
物
、
発
酵
中
の
臭
気
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
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(表
1
)。

堆
肥
の
品
質
に
つ
い
て
は
、
仕
込
み
期
間
や
原
材
料
の

違
い
で
値
に
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、
殆
ど
A
級
品
の
範
曠

に
入
っ
て
い
ま
す

(表
2
)。

広
島
国
道
で
は
平
成
八
年
度
に
堆
肥
化
試
験
を
終
え
、

平
成
九
年
度
よ
り
管
内
で
発
生
す
る
剪
定
枝
葉
、
刈
草
を

業
務
と
し
て
堆
肥
化
し
て
い
ま
す
。

時
に
は
、
災
害
時
な
ど
で
発
生
す
る
流
木
も
原
材
料
と

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

す
む

一隆
#
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図

堆
肥
化
し
て
い
る
原
材
料
は
、
管
内
で
発
生
す
る
剪
定

枝
葉
及
び
刈
草
量
の
約
七
〇
%
で
す
。
残
り
三
0
%
は
、

堆
肥
化
プ
ラ
ン
ト
が
遠
隔
地
で
あ
る
た
め
持
込
み
が
困
難

な
こ
と
が
原
因
で
す
。

今
後
、
堆
肥
化
プ
ラ
ン
ト
の
場
所
を
分
散
し
て
設
置
で

き
れ
ば
、
全
発
生
材
に
対
し
て
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
処
理
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

完
熟
し
た
堆
肥
は
、
植
栽
時
の
土
壌
改
良
材
及
び
、
緑

地
の
マ
ル
チ
ン
グ
材
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

表 堆肥化試験の結果

率量

率

減

量

の

減

物
"
の

砕

肥

破

堆

,と

篭と

W料

物

材

砕

原

破

100

脚
⑨

料
料

材
材

原

原

物

本
本
砕

木
草
破

40

の
め

事鞠
物

砕
砕
肥

破
破
堆

完熟堆肥迄の期間 木材
完熟堆肥迄の期間 刈草

月
月

カ

カ

RU
4T
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三

堆
肥
化
プ
ラ
ン
ト
の
状
況

表 2 堆肥分析値と日本パーク堆肥協会
基準値

分析項目 鞄 鱗鰤
パーク堆肥
協会A級

量

量
素
率
幡

N

素

浦
窪
淺
痰

、
窒

H

き
離
髓
駝
牙

C
炭
鍔
朝
雄
腐
鯖
霊
鰡

一
%
%

-
%
%
%
幽

総
郁
ゆ
舛
⑪
幻
…
“
街

蝋
猟講

趾
尹〉凹

蝨
酸
俶

物

ン

里
機

リ

加

有 %

%

%

瀬

@
鰺
捌

上

上

上

以

以

以

鮪
鵤
70

堆
肥
化
プ
ラ
ン
ト
は
民
家
か
ら
も
遠
く
、
上
部
は
国
道

と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
騒
音
や
臭
気
に
対
す
る
苦
情

は
あ
り
ま
せ
ん
。通
常
木
質
の
み
の
堆
肥
発
酵
段
階
で
は
、

臭
気
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
。

フ
ェ
ン
ス
で
囲
っ
た
面
積
約
二
、
0
0
0
ぱ
の
敷
地
の

中
に
、
六
棟
の
堆
肥
化
ヤ
ー
ド

(A
棟
)
と
六
棟
の
堆
肥

保
管
ヤ
ー
ド

(B
棟
)
を
設
け
て
い
ま
す
。

A
棟
は
舗
装
の
上
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
仕
切
り
を
し
、

幅
四
･
八
m
、
奥
行
六
･
o
m
、
高
さ
二

･
一
m

(
コ
ン

ク
リ
ー
ト
仕
切
り
部
分
)
で
屋
根
付
部
屋
を
六
基
設
置
し

て
い
ま
す
。

屋
根
の
高
さ
は
高
い
と
こ
ろ
で
三
･
六
m
、
低
い
と
こ

ろ
で
三

･
一
m
で
す
。

写真 1 堆肥化プラント全景
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0
m
、
高
さ
二

.
一
m

(
コ
ン
ク
リ
ー
ト
仕
切
り
)
で
、

“
‘

最

"

　
　
　　
　　
　
　

　　

　
　　　　

　

　

屋
根
の
高
さ
は
高
い
と
こ
ろ
で
二

･
八
m
、
低
い
と
こ

砂

　　
　

　
　

　
　
　

　

　
　
　
　　
　

　

　

　
　

　

肥
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

艀象離
し選
癬M
′
釛

写真 2 植物廃材の発生

四

堆
肥
化
の
流
れ

堆
肥
化
は
図
3
の
フ
ロ
ー
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　　　　　　　　

写真 3 剪定枝葉の破砕状況

写真 6 切返し作業状況

原材料 (植物廃材)
緑地管理

運搬 ･搬入

　

　
　

　

石

み

次

別

椴

込

一

(

込

　

　

　

　

　

　

　

　

切

打

図3 堆肥化フ□-

堆肥利用

　　肥　完
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然
こ
れ
〆

　
　　
　

五

堆
肥
の
利
用
先

利
用
先
の
主
体
は
、
広
島
国
道
管
内
の
道
路
緑
地
の
マ

ル
チ
ン
グ
材
と
、
植
栽
時
の
土
壌
改
良
材
で
す
。
そ
の
他

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、
小
袋
に
つ
め
て

『
エ
コ
堆
肥
』
と
し

て
参
加
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、
学
校
関
係
で
校
内
樹
木
の
樹
勢
回
復

等
へ
の
目
的
に
使
用
す
る
た
め
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

六

今
後
の
課
題

1

安
定
し
た
堆
肥
使
用
量
の
確
保

堆
肥
生
産
量
は
、
例
年
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
ま
す
が
、
新

規
植
栽
工
事
の
減
少
に
伴
い
堆
肥
の
使
用
量
が
減
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
供
給
過
剰
気
味
に
な
っ
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
堆
肥
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
以
下
の
課
題
の
検
討

が
必
要
で
す
。

①

堆
肥
の
情
報
網
の
確
立

堆
肥
の
在
庫
量
、
生
産
状
況
を
管
内
の
設
計
担
当

者
や
植
樹
管
理
業
者
に
周
知
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
立
が
必
要
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
C
A
L
S
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に

よ
り
、
情
報
を
広
く
発
信
し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
利

用
を
促
進
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②

使
用
量
単
位
の
検
討

こ
れ
ま
で
、
有
機
質
土
壌
改
良
材

(購
入
品
)
の

使
用
量
は
経
済
性
の
課
題
な
ど
の
要
因
も
あ
り
、
改

良
対
象
土
量
の
一
0
%
を
最
低
単
位
と
し
て
い
ま
し

た
。
使
用
量
単
位
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
堆
肥
の

使
用
量
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

堆
肥
の
使
用
量
を
ふ
や
す
こ
と
で
、
よ
り
耐
性
の

高
い
肥
沃
な
植
栽
基
盤
を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

③

利
用
方
法
、
対
象
の
拡
大

土
壌
改
良
材
や
マ
ル
チ
ン
グ
材
で
の
利
用
よ
り
別

に
、
吹
付
基
盤
材
な
ど
に
も
使
用
を
促
進
す
る
こ
と

で
利
用
量
の
増
大
が
図
れ
ま
す
。

写真 9 エコ堆肥として利用

道行セ 2002.4 33



公
共
機
関
･
学
校

･
N
P
O
団
体
等
が
行
う
樹
木

育
成
の
た
め
の
学
習
や
作
業
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う

供
給
が
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
行
っ
て
い
る
植
樹
活
動
へ
の
提
供
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

④

緑
地
帯
構
造
の
検
討

既
存
の
緑
地
帯
で
は
、
新
規
植
栽
時
に
植
栽
基
盤

レ
ベ
ル
を
植
樹
桝
ブ
ロ
ッ
ク
天
端
か
ら
切
り
下
げ
な

い
で
仕
上
げ
て
い
る
状
態
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

経
年
後
に
は
土
が
盛
り
上
が
っ
て
し
ま
い
、
潅
水

効
果
も
上
が
ら
な
い
緑
地
帯
に
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

当
初
よ
り
植
栽
基
盤
の
仕
上
げ
レ
ベ
ル
を
、
切
下

げ
る
こ
と
で
、
堆
肥
マ
ル
チ
ン
グ
材
を
敷
き
込
む
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
乾
燥
に
強
い
緑
地
帯
造
り
を
推

進
し
ま
す
。

2

堆
肥
の
質
の
向
上

道
路
で
発
生
す
る
刈
草
を
堆
肥
に
す
る
為
、
ビ
ニ
ー
ル

や
缶
等
の
非
分
解
性
の
ゴ
ミ
が
混
入
し
ま
す
。
ゴ
ミ
の
除

去
に
は
大
変
多
く
の
労
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

集
草
時
や
破
砕
作
業
時
に
全
て
の
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
こ

と
は
現
実
問
題
と
し
て
困
難
で
す
。
こ
れ
を
取
り
除
く
た

め
に
、
破
砕
後
又
は
、
堆
肥
化
後
に
フ
ル
イ
機
に
か
け
分

別
除
去
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
為
に
設
備
を
別
に

設
け
る
な
ど
の
対
策
を
要
し
ま
す
。

3

運
搬
距
離

原
材
料
を
持
ち
込
む
為
や
、
堆
肥
を
運
搬
す
る
為
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
、
環
境
へ
の
負
荷

を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
運
搬
距
離
が
短
い
こ
と
が
大
き
な
要

素
で
す
。

七

お
わ
り
に

広
島
国
道
に
お
け
る
、
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
堆
肥
化
試

験
を
経
て
実
用
化
の
道
筋
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

は
、
課
題
に
も
述
べ
た
よ
う
に
堆
肥
の
安
定
的
な
供
給
と

利
用
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
管
内
を
面
的
に
カ
バ
ー

す
る
施
設
及
び
堆
肥
を
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
で
き
る
実
施
体

制
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
･
学
習
活
動
等
を
通
じ
て

『緑

の
リ
サ
イ
ク
ル
』
の
対
外
的
な
P
R
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

34 道行セ 2002.4
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…

函
館
新
道
の
緑
化
事
業

…
北
海
道
開
発
局
函
館
開
発
建
設
部
道
路
課

一

は
じ
め
に

近
年
、
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
質

の
高
い
環
境
を
備
え
た
道
路
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

特
に
道
路
緑
化
は
豊
か
な
景
観
を
形
成
し
地
域
の
個
性
を

表
現
す
る
観
点
か
ら
も
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
一
般
国
道
五
号
函
館
新
道
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
に
残
さ
れ
た
自
然
と
宅
地
開

発
が
進
む
都
市
部
を
、
道
路
を
軸
と
し
て
調
和
さ
せ
る
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
道
路
緑

化
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

三

函
館
新
道
の
概
要

函
館
新
道
は
、
函
館
市
郊
外
七
飯
町
に
一
般
国
道
五
号

の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
函
館
江
差
自
動
車
道
や
函
館
新
外

環
状
道
路
な
ど
の
自
動
車
専
用
道
路
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
歴
史
的
な
松
並
木
の

保
全
等
を
目
的
に
、
昭
和
五
一
年
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た

(図
1
)。
既
に
平
成
一
三
年
三
月
に
目
専
道
区

七飯町

上磯町

津軽海峡

図 1 函館新道の位置



廉
総
教
義

間
一
一
如
が
全
線
供
用
し

(写
真
1
)、
渋
滞
緩
和
等
の

交
通
面
で
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

一
方
、
道
路
緑
化
に
よ
る
環
境
面
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

は
、
周
辺
地
域
の
状
況
や
道
南
特
有
の
植
生
･
生
物
相
を

踏
ま
え
、
更
な
る
沿
道
環
境

･
自
然
環
境
の
保
全
と
向
上

を
目
指
し
て
、
緑
化
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

三

緑
化
基
本
計
画
の
策
定

⑭
緑
化
検
討
委
員
会
の
設
置

緑
化
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
林
学
、
樹
医

学
、
景
観
工
学
な
ど
の
専
門
家
や
自
治
体
、
ま
ち
づ
く
り

写真 1 函館新道の供用状況

団
体
な
ど
の
委
員
に
よ
り
構
成
す
る

｢函
館
新
道
道
路
緑

化
計
画
検
討
委
員
会
｣
(委
員
長
"
斉
藤
新
一
郎
専
修
大

学
北
海
道
短
大
教
授
)
を
設
置
し
、
具
体
的
な
緑
化
計
画

の
検
討
を
行
っ
た
。

②
緑
化
基
本
計
画
の
策
定

委
員
会
で
は
、基
本
方
針
や
統
一
コ
ン
セ
プ
ト
(図
2
)
、

具
体
的
な
樹
種
の
選
定
や
植
栽
方
法

(図
3
)、
実
施
段

階
に
お
け
る
住
民
参
加
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、

函館新道緑化コンセプト

　　　　　　　　　　　　　　　　　

針

一

　
　

　
　フ ー ･□辺 、う こ函 の‘となる『沿道景観』の整備

②市街地 ･農地などの各地域条件から求められる『沿道環境』の保全 ･向上
③道路整備の影響が考慮される『自然環境』の保全 ･回復

図 2 統一コンセプトと緑化方針

周辺住民から見た函館の顔となる

最
終
的
に
｢函
館
新
道
道
路
緑
化
基
本
計
画
｣
を
策
定
し

た
。③

緑
化
の
施
工
方
法

幼
木
や
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
苗

(写
真
2
)
な
ど
に
よ
る

自
然
林
の
復
元
を
目
指
し
た
緑
化
の
実
施
を
行
っ
た
。
ま

た
、
剪
定
枝
な
ど
を
チ
ッ
プ
化
し
た
マ
ル
チ
ン
グ
材
の
活

用
な
ど
、
コ
ス
ト
の
低
減
や
施
工
性
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

に
も
考
慮
し
た
。

将来 (10年後)

赤松街道をイメージする松並木の創出

　　　　　
　
　自動車専用道路

　
鰍
劇田園風景を演出する

広葉樹の低密度植栽
(在来種)

◎赤松街道をイメージさせる松並木の創出
◎田園風景を演出する広葉樹低密度植栽
◎緩衝林の形成

景観シミュレーションュミ

斜

シ

の
　
　行

国
道お



を
通
じ
て
積
極
的
な
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
に
努
め
た
。

江
差
自
動
車
道
｣
及
び

｢函
館
新
外
環
状
道
路
｣
に
お
い

“

ペーパーポット苗

写真2 幼木とペーパーポット苗

ば

,
-

木

　

　　

　
　
　

　

　

四

緑
化
事
業
へ
の
理
解
…･
参
加

緑
化
に
あ
た
っ
て
は
、そ
の
一
部
を
住
民
参
加
に
よ
り
、

実
施
す
る
手
法
を
検
討
し
た
。
管
理
上
、
比
較
的
に
自
由

度
の
あ
る
エ
リ
ア
を
選
定
し
、
一
般
公
募
者
に
よ
る
記
念

植
樹
会
と
し
て
実
施
し
た

(写
真
3
)。
ま
た
、
種
か
ら

ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
苗
を
育
成
し
、
植
栽
す
る
方
法
を
地
元

小
学
生
が
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る

(写
真
4
)
。

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
く
地
域
住
民
等
の
理
解
を

得
る
た
め
に
、
委
員
会
に
よ
る
計
画
の
検
討
状
況
や
、
苗

づ
く
り
、
植
栽
状
況
な
ど
、
各
メ
デ
ィ
ア
へ
の
公
表
な
ど

五

今
後
に
向
け
て

一
般
に
、
緑
を
計
画
通
り
に
形
成
す
る
た
め
に
は
非
常

に
長
い
年
月
と
適
正
な
維
持
管
理
が
必
要
と
な
る
。
維
持

管
理
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
途
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
適
正
な
維
持
管
理
を
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は
函
館
新
道
と
連
結
し
て

都
市
圏
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

｢函
館

て
も
、
今
回
の
取
組
み
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
さ
ら
な

4　

る
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
努
め
て
い
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た
い
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写真4 ペーパーポット製作状況

写真3 一般公募による記念植樹会
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平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
に
策
定
さ
れ
た

｢規
制
改
革

推
進
3
か
年
計
画
｣
の
改
定
を
行
い
、
新
た
に

｢規
制
改

革
推
進
3
か
年
計
画

(改
定
)｣
が
策
定
さ
れ
、
平
成
一

四
年
三
月
二
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
以
下
、
新
た
に

策
定
さ
れ
た
本
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

三

改
定
ま
で
の
経
緯
“

規
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
度
よ
り

｢規
制
緩

和
推
進
計
画
｣
｢規
制
緩
和
推
進
3
か
年
計
画
｣
と
二
回

の
計
画
の
下
、計
六
年
間
に
わ
た
り
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

引
き
続
き
規
制
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
三
年
度

か
ら
平
成
一
五
年
度
ま
で
の
三
か
年
間
に
取
り
組
む
べ
き

事
項
に
つ
い
て
新
た
に

｢規
制
改
革
推
進
3
か
年
計
画
｣

が
策
定
さ
れ
、
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
。
同
計
画
に
は
総
合
規
制
改
革
会
議
の
審
議
結
果
、

内
外
か
ら
の
意
見
･
要
望
等
を
踏
ま
え
、
毎
年
度
改
定
す

る
旨
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
改
定
は
そ
れ
に
基
づ

き
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

規
制
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
平
成
一
二
年
度
ま
で
は

行
政
改
革
推
進
本
部
の
規
制
改
革
委
員
会
に
お
い
て
調
査

審
議
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
一
三
年
四
月
一
日
に
新
た
な

調
査
審
議
機
関
と
し
て
内
閣
府
に
総
合
規
制
改
革
会
議
が

設
置
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
経
済
社
会

の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
必
要
な
規
制
の
在
り

方
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
総
合
的
に
調
査
審
議
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

平
成
一
三
年
一
二
月
七
日
に
は

｢規
制
改
革
の
推
進
に

関
す
る
第
一
次
答
申
｣
(以
下

｢第
一
次
答
申
｣)
が
総
合

規
制
改
革
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
三
一月
三

日
に

小
泉
総
理
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
。
=
一月
一
八
日
に
は
第

一
次
答
申
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
所
要
の
施
策
に
速
や
か

表 ｢規制改革推進3か年計画 (改定)｣ の策定までの経緯

政 府 総合規制改革会議
平成13

.
3
.
30 ｢規制改革推進3か年計画｣ を閣議決定

平成13
.
4
.
1 内閻府に総合規制改革会議を設置

平成13
,
7
,
24

｢重点6分野に関する中間取りま
とめ｣ を決定

、
公表

平成l3
.
12
,
11

･

次第る謝に
申
◆

進
答

推
に

の
理

革
総

改
を

制

一

親
申
｢
答

平成13
,
12
,
l8

る酎尊限駄を｣幣の申
定

答
決

次
議煎

蝸
｢
-旨

平成14
.
3
.
29 閤"を=定敞画母n年秀〃QJ艇革改制

定
規
決
｢

議

38 道行セ 2002.4



に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
平
成
一
三
年
度
末
ま
で
に

｢規

制
改
革
推
進
3
か
年
計
画
｣
を
改
定
す
る
旨
の
閣
議
決
定

が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
総
合
規
制
改
革
会
議
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た

内
外
か
ら
の
意
見
･
要
望
等
及
び
総
合
規
制
改
革
会
議
が

決
定
し
た
第
一
次
答
申
の
内
容
、
さ
ら
に
は
O
T
0

(市

場
開
放
問
題
苦
情
処
理
体
制
)に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、

｢規
制
改
革
推
進
3
か
年
計
画

(改
定
)｣
(以
下
｢本
計

画
｣)
が
策
定
さ
れ
た

(表
1
参
韶
･
。

三

計
画
の
目
的

本
計
画
は
、
近
年
、
我
が
国
が
直
面
す
る
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
、
情
報
通
信
技
術
(I
T
革
命
)、

環
境
問
題
の
深
刻
化
等
の
構
造
的
な
環
境
変
化
に
対
応
し

て
、
経
済
社
会
の
構
造
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
①

経
済
活
性
化
に
よ
る
持
続
的
な
経
済
成
長
の
達
成
、
②
透

明
性
が
高
く
公
正
で
信
頼
で
き
る
経
済
社
会
の
実
現
、
③

多
様
な
選
択
肢
の
確
保
さ
れ
た
国
民
生
活
の
実
現
、
④
国

際
的
に
開
か
れ
た
経
済
社
会
の
実
現
等
を
図
り
、も
っ
て
、

生
活
者
･
消
費
者
本
位
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
と
経

済
の
活
性
化
を
同
時
に
実
現
す
る
観
点
か
ら
、
行
政
の
各

般
の
分
野
に
つ
い
て
計
画
的
に
規
制
改
革
の
積
極
的
か
つ

抜
本
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
計
画
に
お
い
て
は
、
各
行
政
分
野
に
つ
い
て
個
々
の

規
制
の
み
な
ら
ず
関
係
す
る
諸
制
度
も
含
め
た
見
直
し
を

行
う
た
め
の
中
長
期
的
な
改
革
課
題
と
改
革
の
基
本
的
な

表 2 規制改革推進3か年計画における各分野の規制改革の推進に当たっての視点

たっての視点

生活者を肖費者が安くて質の高い多様な材 ･サービスを享受することが可能になる経済社会
システムの実現

企業や個人が多様な選択腋の下で自由に創造性や個性を発揮でき、競争や様々な可能性への
挑戦を通じて創意や努力が報われる社会の実現

構造的な環境変化に対応した制度の再構築等による医療 ･福祉、雇用 ･労働、教育等の
社会システムの活性化

持続的な発展を可能とするための環境負荷の少ない循環型社会の形成推進

企業の先導的 ･創造的な経済活動を促進し、 新しい産業と雇用機会の創出を促進するための

環境整備

高コスト構造の是正等による剛察的に競争力を持った事業環境の整備

IT革命により情報と知識が付加価値の源泉となる社会を構築するための制度 ･システムの改築

事後チェック型行政への転換、 情報の非対称性の是正等透明なルールと自己責任の原則に

貫かれた事後監視 ･救済型社会への移行

な規制制度の見直しに当たっての視点

( i ) 経済的規制は原則自由、社会的規制は必要最小限との原則の下での規制の抜本的見直し

(ii) 免許制から許可制への移行、許可制から届出制への移行テ等より緩やかな規制への移行

(iii) 検査の民間移行等規制方法の合理化

(iv) 規制内容 ･手続についての相互の国際的整合化の推進

(v ) 規制内容の明確化 ･簡素化や、許認可等の審査における審査基準の明確化、申請書類等の
簡素化

(vi) 事前届出制から事後届出制への移行等事後手続への移行

細り 許認可等の審査 ･処理を始めとする規制関連手続の迅速化

(囲) 規制制定手続の透明化

(ix ) 不合理な規制の是正による社会的な公正の確保

規制改革推進3か年計画(改定)より抜粋

方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
当
面
の
改
革
事
項
と
し
て
、

第
一
次
答
申
、
内
外
か
ら
の
意
見
･
要
望
等
に
よ
り
明
ら

か
に
さ
れ
た
規
制
改
革
関
連
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
三

か
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
む
事
項
と
し
て
確
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
着
実
か
つ
速
や
か
な
実
施
を
図
る
こ
と
と

す
る
。

各
分
野
の
規
制
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
戦
略
的

か
つ
抜
本
的
な
改
革
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
こ
れ

を
踏
ま
え
て
特
に
八
つ
の
視
点
を
重
視
す
る
。
具
体
的
な

規
制
制
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
九
つ
の
視
点
に
沿
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っ
て
規
制
の
撤
廃
･
緩
和
、
運
用
の
見
直
し
等
を
推
進
す

る

(表
2
参
照
)。
ま
た
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
へ
の
対
応
等
の
緊
急
性
に
鑑
み
、
各
般
の
取
組
み
の
更

な
る
加
速
化
に
特
に
印里
思
す
る
。

表3 規制改革推進3か年計画 (改定) の
国土交通省関連項目数

項 目 数

横断的措置事項
1 I T関係 23

2 環境関係 8

3 競争政策等関係 5

4 基準認証等関係 9

5 資格制度関係 16

分野別措置事項
1 法務関係
2 金融関係
3 教育･研究関係 ?J

4 医療関係

裏5 福祉等関係 11

6 雇用･労働関係 一
7 農林水産業関係 一
8 流通関係 一
9 エネルギー関係 1I4
lo 住宅･土地

、
公共工事関4 蜷

11 運輸関係 31

12 危険物 保安関係 一
合 計 “

※このほかに政府全体で取組む事項の中に国土交通省関連のもの

がある

五

道
路
関
係
の
計
画
項
目

本
計
画
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
関
係
で
は
、
一
四
六

項
目
の
規
制
改
革
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
た

(表
3
"分
野

別
内
訳
)。
ま
た
、
道
路
関
係
に
つ
い
て
は
改
定
前
の
計

画
か
ら
の
継
続
事
項
を
含
め
主
な
措
置
事
項
は
二
二
項
目

で
あ
る
。
今
回
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
道
路
行
政
に
関

係
す
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
〈
表
4
…道
路
関
連
の
主
な

事
項
抜
粋
〉
の
と
お
り
で
あ
る
。

六

お
わ
り
に

規
制
改
革
に
関
し
て
は
、
本
計
画
の
策
定
に
加
え
て
、

平
成
一
三
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
規
制
改
革
推
進
三
か
年

計
画
の
平
成
一
四
年
三
月
三
一
日
時
点
に
お
け
る
措
置
状

況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
、
平
成
一
三
年
四
月
か
ら
平
成

一
四
年
三
月
末
ま
で
に
総
合
規
制
改
革
会
議
に
提
出
さ
れ

た
内
外
か
ら
の
意
見
･
要
望
等
に
つ
い
て
の
各
省
庁
の
対

応
状
況
が
公
表
さ
れ
る
。

四

計
画
の
概
要

今
回
改
定
さ
れ
た
本
計
画
は
、
共
通
的
事
項

(計
画
の

目
的
及
び
規
制
改
革
推
進
の
基
本
方
針
な
ど
)、
今
回
の

改
定
で
新
た
に
加
わ
っ
た
一
三
年
度
重
点
計
画
事
項
、
分

野
別
措
置
事
項

(I
T
関
係
、
環
境
関
係
な
ど
)、
分
野

別
措
置
事
項

(住
宅
･
土
地
、
公
共
事
業
関
係
、
運
輸
関

係
な
ど
)
と
大
き
く
四
事
項
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
一
三
年
度
重
点
計
画
事
項
と
は
今
年
度
の
改
定
に
お

い
て
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
事
項
を
特
に
記
載
し
た
も
の

で
あ
り
、
内
容
的
に
は
第
一
次
答
申
に
お
け
る

｢具
体
的

施
策
｣
の
指
摘
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
横
断
的
措
置
事
項

と
分
野
別
措
置
事
項
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
と
同

様
に
個
別
措
置
事
項
に
関
す
る
三
か
年
の
取
組
み
を
定
め

て
い
る
。

国
土
交
通
省
所
管
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
安
全

の
確
保
、
環
境
の
保
全
な
ど
社
会
的
な
規
制
の
観
点
か
ら

設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
て
、
国
民
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、

経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も

積
極
的
に
規
制
改
革
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。



表4 規制改革推進3か年計画 (改定) の道路関連の主な項目 (抜粋)

皿 横断的措置事項
l r 1、関係

事項名 措置内容 前回計
画等と
の関係

実施予定時期

平成旧年度I平成日生斑 平成l5年度

①線路敷設の円滑化

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(警察庁、総務省、国土
交通省)

a 関係省庁が連携して、 I T戦略会議 ･ I T 戦略本部で取りまとめら
れた ｢線路敷設の円滑化について｣ に明記された以下の措置を講ずる。
(b ) 道路等の公約空間への敷設円滑化
i)道路、河川、港湾等の公的空間における光ファイバーの収容空間

ネットワークの整備 ･開放を推進するとともに、収容空間に関する情報
提供の充実を図る。

計画 ･
野ア①

順次実施
…“ゞ 構築獅薪設だ答おせだ錬籍数該お将藥あ諫難皸溌!さげ禮子君だ
め、モデル事業を選定し、光ファイバー敷設の在り方について検討す
ゑ兄--……...-.--‐…‐‐‐‐･…….---------

一部措置済 措置

iii) 冬期 ･年度末の路上工事抑制措置について、道路交通に及ぼす影
響等も勘案しつつ、平成13年度から5年間は試行的に緩和を図るととも
に、道路管理者等は当該措置の実施内容等をインターネット等により公
開する。

一部措置済
(試行)

措置
(試行)

措置
(試行)

…U r直轄国邇参道鷲古用許苛申請羊攪あ電字花にちびそご平歳総笙度
までに所要の措置を講じるとともに、その他の国道及び都道府県道につ
いても電子申請が可能となるよう地方公共団体に対して要請を行う。【直轄国道は平成 1 3年度内に電子化済。その他の国道及び都道府県道
は輩威上乳生乳月･国書客通覧麒路利用題薮室長･鯖熟知】…………………

措置済

W ) 複数の道路管理者に係る道路占用許可申請手続きのワンストップ
化の推進を図る。 逐次実施

x) 道路や河川に線路敷設を行う際の手続に関する占用許可手続マ
ニュアル (平成12年度作成)の周知を図る。 【平成l3年3月国土交通省
水政課長通知I等1

措置済

xi) 道路における埋設物件情報を整備するため、道路台帳の整備を促
進するとともに、道路台帳の電子化を推進する。

逐次実施

b ケーブルテレビ事薬者について、電気通信事業者と同様、円滑な線
路敷設が実現するよう関係府省が連携し必要な措置を講ずる。

平成13年度以降、関係省庁との連携を
確立した上で検討開始

)高速迫蹄の高架橋脚空
;の活用 (国土交通省)

高速道路の高架橋脚空費'lへの光ケーブルの敷設の方策について検討す
る。

計画 ･
甘ア⑧ 検討 l 検討 -‐ブルの 設の方策について検討す 計画 ･ 検討 検討

事項名 措置内容 前回計
面等と
の関係

実施予定時期

平成13年度l平成14年度 l平成15年度

⑮ETCの推進
(国土交通省)

一般利用者に対するサービスを平成国年度中に全国の主要な料金所に
拡大、概ね5年後を目途に都市高速道路においてE T C (E l e c t r
o n i c T o l I C o i l e c t i o n S y s t e m :ノンス
トップ自動料金支払いシステム) に限定した利用を目指す。

計画 ･
IT工⑨ 逐次実施

⑰道路交通情報提供に関
する制約の緩和
(警察庁、国土交通省)

a 道路交通情報提供事業への民間事業者の参入を促進し、また、新た
な技術開発を図る観点から、交通の安全と円滑に関する必要最小膿の法
的な担保措置を設けるため、道路交通法を改正するなどの措置を講じた
上で、現状の規制を撤廃することを早急に検討する。
【道路交通法の一部を改正する法律 (平成 1 3年法律第5 1号)】

計画 ･
IT工⑭

法律案成立
後公布

措置
(6月施
;"

b 交通渋滞予測等の先進的な技術については、産官学の多面的な視点
で可及的速やかに検証を行い、民間事業分野における実用化を推進す
る。

検討 (結論) 措置

⑱甘勁支術の国際標準化
の推進
(警察庁、総務省、経済

産業省、国土交通省)

I T S (1ntelligei1t Transport Syste則s :高度道路交通システム)関
連産業の国際競争力強化の観点も踏まえつつ、車両の走行を支援するシ
ステムやDSRC (狹域通信) システム等をIS0 (国際標準化機構)及びI剖
(国際電気通信連合)に提案する等により各種I偲技術の国際標準化を

目指す。 (平成17年度末までの間)

計画 ･
IT工⑭ 逐次実施

事項名 措置内容 前回計
画等と
の関係

実施予定時期

平成13年度 平成雑年度 l平成麩仔度

①温室効果ガスの発生削
減 (環境省、経済産業
省、国土交通省、農林水
産省、財務省、関係府
省)

下記により、総合的な対策を実施する。
b 温室効果ガスの削減技術の導入に当たっては、導入促進の実効性を
高めるため施策の裏打ちを行っていく。公共交通饑問、共同輸送、高度
道路交通システム Q T S :1ntelligem Transport Systems)、食品
廃棄物リサイクル等の他の政策目的から実施するいわゆる ｢ノンリゲ
レット対策｣ について有効な場合はその導入を促進する。
【食品第曠資源の再生利用等の促進に関する法律 (平成12年法律第u 6
号)及び関係政省令等】

重点 ･
環境(2)一部措置済

13年5月施行

逐次実施

②ガスパイプラインの建
設促進 (国土交通省、経
済産業省、農林水産省)

ガス筥漱綴に係る規制の在り方等については、安全の確保等を大前提と
し、欧米の状況等も念頭に置きつつ、以下の具体的事項について検討す
a 埋設深度について、 2 M p a以上の高圧で市街地の道路下に埋設す
る場合であっても、当該道路の舗装厚や他の埋設物との離隔距離等に係
る一定の基準に照らし支障なさ場合には、 l.8mではなく12館で足りるこ
ととする。

重点 ･
環境(2)

横河"j 結論



講事項
係

A′ 分野別措置轍項
4 医療関係
ア 医;、システム

師回計 実施予定i期gi事項名 措置内容
甥講演 平癒年度 平成･･年度 平成馬年度
　 　　

d ドクターヘリを全国的に導入し、救命救急を要する患者が迅速に高
⑤d‐な救急医療を受けられる体制を早急に確立する。

逐次実施

e 救急搬送に関する各組織が効果的に遂轢して叢荻を行ゑ絡まネ塵肇謨綣
ト国の状況も参考るこ･その連携の在り方lこっいて稜秤｢し･ 所安の1獺せ◎が蕁ずる。
平成L3年厚生労働省医政局長一部改正通知医政発第892号】

･逐次実施

事項名 措置内容 画等と
の関係

実施了ふむ希期

平成13年度 l平成14年度 l平成15年度

①バリアフリー化等の推
進‐
(薔察庁、総務省、厚生

労働省、経済産業省、国
土交通省)

高齢者、身体障害者等の公共交通擬間を利用した移動の円滑化の促進
に関する法律 (交通バリアフリー法) に基づき、公共交通機関、歩道、
信号撥等のバリアフリー化を推進するとともに、使いやすい情報通信関
連機器、システムの開発等による情報バリアフリー環境の整備等を推進
する。

計画 ･
福祉ウ
①

逐次実施

事項名 措置内容 前回計
回等と
の関係

実施予定時期

平成選年度 平成14年度 平成15年度

⑦電気工作物の占用許可
申請書類の簡素化 (国土
交通省)

直轄国道における電気工作物の道路占用許可申請に係る添付書類につい
ては、一暦の簡素化を検討する。

要望等 結論

エネルギー関係

10 住宅 ･土地、公共工事関係

事項名 措置内容 同遡同T
回等と
の関係

実施字定時虜

平成蜷年度 平成14年度 平成橋年度

23 土地収用法の積極的
活用 (国土交通省)

事業者に土地収用法の事薬認定等を適期に申請させるための措置につ
いて検討するととも‘こ、事業の進行管理の適正化の観点から、適期申請
に資する説明の責任を果たさせることを検討する。また、都市計画事業
についても、適切な時期に事業者が収用手続に移行すべきことを明確化
し、一定期間内にそれを完了させるための措置について検討する。

重点 ･
都市(2)
エ(イ) 検討 結論

24 道路の掘り返し期間
の短縮化 (国土交通省、
警察庁)

道路使用 ･占用許可は、工事全体が発生させる混雑のコストを引き下げ
ることを考慮して運用する。

重点 ･
都市(2)
オ(ア)

措置

事項名 措置内容 画等と
の関係

実施予定時期

平成l3年度 平成14年度 平成15年度

①パブリック ･インポル
プメントの活用
(農林水産省、国土交通

省)

国の各公共事業部局は、従前における取組も踏まえ、それぞれの事業
の計画策定手続におけるパブリック ･インポルブメントの在り方を検討
し、直轄事業について早急にモデル的に導入を進める。また、こうした
検討やモデル事業の状況を踏まえ、一定の成案を得た段階で、その検討
成果を地方公共団体に提示し、あるいは、取組事例を取りまとめ ･発表
する等、地方公共団体におけるパブリック ･インポルブメントの導入を
支援する。

計画･住
宅イ①

一部措置済

検討 (可能
なものから
モデル事業
を実施)

モデル事業
を実施、成
案を地方公
共団体に提

示等

事項名 措置内容 画等と
の関係

実施了ん諺;U

平成l3年度 平成員年度 平成橋年度

⑥エアサスペンション装
備車の刺重制限
(国土交通省)

エアサスペンション装備の車両の道路構造物に与える影響について、
自動車業界等との協力のもとで技術的検討を行い、その結果を踏まえ
て、エアサスペンション装備の車両の輯重制限の緩和の可否について検
討する。

計画 ･
運輸オ
⑥

検討 検討

⑦特殊車両通行許可手続
(国土交通省)

特殊車両通行許可手続について、審査期間の短縮、申請書類の簡素化
等について検討する。

計画 ･
運輸オ
⑦

葎嫌寸 検討 結論

実施了ん.多勢
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三
重
県
県
土
整
備
部
公
共
事
業
推
進
課

　　
　

は
じ
め
に

公
共
事
業
の
基
本
的
な
使
命
は
、
社
会
資
本
の
整
備
を

通
じ
て
活
力
あ
る
経
済
社
会
と
安
全
で
快
適
、
か
つ
、
ゆ

と
り
あ
る
住
民
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
、
激
し
い
時
代
の
変
革
の
中
で
、
環
境

問
題
の
深
刻
化
や
価
値
観
の
変
化
･多
様
化
等
に
伴
う
社

会
資
本
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
厳
し
い
財
政

状
況
等
か
ら
、
公
共
事
業
に
関
し
て
は
、

①

諸
外
国
に
比
べ
て
多
い
公
共
投
資
額
、
高
い
コ
ス

　　
②

縦
割
り
の
た
め
無
駄
が
多
い
、
本
当
に
必
要
な
事

業
が
行
わ
れ
な
い

③

そ
の
実
施
箇
所
及
び
事
業
内
容
の
決
定
プ
ロ
セ
ス

が
不
透
明
で
あ
る

④

-旦
始
ま
る
と
止
ま
ら
な
い

な
ど
と
い
っ
た
厳
し
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
④
に
関
し
て
は
、
公
共
事
業
は
事
業
計
画
か

ら
完
成
ま
で
非
常
に
長
期
間
を
要
す
る
も
の
も
多
く
、
変

革
の
時
代
の
中
で
、
常
に
社
会
経
済
情
勢
や
住
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
対
応
し
た
点
検

･
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
進
め

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
導
入
さ
れ
た
公
共
事
業
再
評
価
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
三
重
県
に
お
け
る
取
組
み
状
況
を
紹
介

す
る
。一

公
共
事
協業
再
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

1

公
共
事
業
再
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は

再
評
価
の
取
組
み
は
、
平
成
九
年
度
の
北
海
道
に
お
け

る

｢時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
｣
導
入
を
嗜
矢
と
す
る
。

こ
れ
は
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
、
施
策
が
必
要
と
さ
れ
た

社
会
状
況
や
住
民
要
望
等
が
大
き
く
変
化
し
、
施
策
に
対

す
る
当
初
の
役
割
や
効
果
に
つ
い
て
、
改
め
て
点
検

･
評

価
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
踏

ま
え
、
多
角
的
、
多
面
的
な
視
点
か
ら
検
討
を
行
い
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
道
政
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
平
成
一
〇
年
三
月
に
は
、
公
共
事
業
の
効
率

性
及
び
そ
の
実
施
過
程
の
透
明
性
の
一
層
の
向
上
を
図
る

た
め
、
事
業
採
択
後
一
定
期
間
を
経
過
し
た
後
も
未
着
工

で
あ
る
事
業
、
事
業
採
択
後
既
に
長
期
間
が
経
過
し
て
い

る
事
業
等
の
再
評
価
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
そ
の
見
直
し

を
行
う
ほ
か
、
事
業
の
継
続
が
適
当
と
認
め
ら
れ
な
い
場

合
に
は
事
業
を
休
止
ま
た
は
中
止
と
す
る

｢公
共
事
業
再

評
価
シ
ス
テ
ム
｣
を
導
入
す
る
こ
と
が
閣
僚
懇
談
会
に
お



い
て
決
定
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
本
制
度
の
導
入
が
進
め
ら
れ
た
。

2

三
重
県
公
共
事
業
再
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
そ
の

概
要

本
県
で
は
、
平
成
一
〇
年
度
の
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
の

中
で
、
公
共
事
業
の
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
是
正
し
、
公

共
事
業
の
各
種
施
策
を
総
合
的
に
推
進

･
調
整
す
る
た
め

に
、
副
知
事
を
本
部
長
と
す
る

｢三
重
県
公
共
事
業
総
合

推
進
本
部
｣
を
設
置
し
た
。

こ
の
本
部
で
は
、公
共
事
業
に
関
す
る
各
種
総
合
調
整
、

コ
ス
ト
縮
減
対
策
、
入
札
･
契
約
制
度
の
改
善
、
C
A
L

S
/
E
C
の
検
討
等
、
公
共
事
業
の
効
率
的
･
効
果
的
な

実
施
の
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
平

成
一
〇
年
三

月
に
公
共
事
業
再
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
決
定
し
、
こ
れ
ま
で
四
カ
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
再
評

価
実
施
フ
ロ
ー
を
図
1
に
示
し
た
。

ま
ず
各
事
業
担
当
課
は
、
継
続
中
の
公
共
事
業
の
中
か

ら
、
事
業
採
択
後
五
年
間
を
経
過
し
た
時
点
で
未
着
工
の

事
業
や
、
事
業
採
択
後
一
定
期
間

(五
年
あ
る
い
は
一
〇

年
)
を
経
過
し
た
時
点
で
継
続
中
の
事
業
等
の
再
評
価
対

象
事
業
の
基
準
に
応
じ
て
再
評
価
を
実
施
す
る
事
業
を
選

定
す
る
。

選
定
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
関
係
者
の
意
見
等

の
聴
取
や
必
要
な
資
料
の
収
集
を
進
め
、
事
業
の
進
捗
状

況
や
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
等
の
再
評
価
の
実
施
に
あ

絲載饑壤鯛
鰐糞
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対
対
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日

鶉
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群
線
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対応方針の決定
【公共事業総合推進本部】
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斑三重県公共事業再評価

矧目
界原

民住

間

申

諮

答

止中続継

図 1 公共事業再評価実施フロー



た
っ
て
の
視
点
に
基
づ
き
再
評
価
を
実
施
す
る
。

再
評
価
の
結
果
、
問
題
が
な
け
れ
ば
継
続
、
ま
た
社
会

経
済
情
勢
等
の
変
化
に
対
応
し
て
見
直
し
が
必
要
な
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
見
直
し
の
上
継
続
と
す
る
。
一
方
、

事
業
見
直
し
等
を
行
っ
た
上
で
、
事
業
効
果
等
の
観
点
か

ら
事
業
継
続
が
適
当
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
や
、
用
地
交

渉
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
工
事
の
継
続
が
困
難
と
判
断
し
た

場
合
等
は
中
止
と
す
る
対
応
方
針

(事
務
局
案
)
を
作
成

す
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
あ
く
ま
で
事
業
主
体
で
あ
る
行
政
内
部

で
の
評
価
で
あ
る
。
一
方
、
評
価
に
あ
た
っ
て
客
観
性
、

透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
は
、
第
三
者
に
よ
る
外
部

評
価
が
重
要
で
あ
る
o

こ
の
た
め
、
学
識
経
験
者
等
の
第
三
者
か
ら
構
成
さ
れ

る
三
重
県
公
共
事
業
再
評
価
審
査
委
員
会

(委
員
七
名
)

を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
県
が
作
成
し
た
対

応
方
針

(事
務
局
案
)
に
対
し
て
調
査

･
審
議
を
行
い
、

不
適
切
な
点
又
は
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
と
認
め
た
と
き

は
意
見
の
答
申
を
行
う
役
割
を
持
つ
。

知
事
は
、
三
重
県
公
共
事
業
再
評
価
審
査
委
員
会
の
答

申
を
受
け
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
意
見
を
最
大

限
尊
重
し
、
三
重
県
公
共
事
業
総
合
推
進
本
部
で
の
検
討

を
踏
ま
え
、
継
続
あ
る
い
は
中
止
と
い
っ
た
対
応
方
針
を

決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
本
県
に
お
い
て
は
、
よ
り
客
観
性
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
当
初
よ
り
委
員
会
は
一
般
住
民
も
含
め
て
全

面
的
に
公
開
で
開
催
し
て
お
り
、
住
民
の
関
心
も
高
い
も

の
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
本
年
度
は
地
元
に
お
い
て
反
対

運
動
等
が
起
こ
っ
て
い
る
事
業
が
対
象
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
五
〇
名
近
い
住
民
の
方
が
傍
聴
す
る
な
ど
熱
気
を

帯
び
た
会
議
も
あ
っ
た
。

3

公
共
事
業
再
評
価
結
果

表
1
に
、
平
成
一
〇
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
再
評
価
結

果
を
ま
と
め
た
。
四
年
間
で
、
延
べ
一
四
七
事
業
の
再
評

価
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
継
続
が
一
三
三
事
業
、
休
止
が

四
事
業
、
中
止
が
一
〇
事
業
と
な
っ
て
い
る

(
一
部
重
複

を
含
む
)。

こ
の
う
ち
平
成
三
一年
度
に
は
、
与
党
三
党
の

｢公
共

表 1 三重県公共事業再評価結果
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事
業
抜
本
見
直
し
｣
に
よ
る
中
止
勧
告
も
あ
っ
た
が
、
県

独
自
の
事
業
見
直
し
も
含
め
七
事
業
を
中
止
と
し
、
ま
た

平
成
一
三
年
度
に
は
三
事
業
の
中
止
を
決
定
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
中
止
事
業
は
、
県
の
対
応
方
針

(事
務
局
案
)
で
中
止
と
し
た
も
の
を
委
員
会
で
承
認
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
三
年
度
の
一
事
業
は
、

県
の
継
続
の
対
応
方
針

(事
務
局
案
)
が
委
員
会
で
否
決

さ
れ
、
県
と
し
て
委
員
会
意
見
を
尊
重
し
中
止
を
決
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
委
員
会
は
住
民
へ
の
情
報
公
開
の
中

で
審
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
行
政
と
委
員
会
と
の
間
に
は

良
い
緊
張
関
係
が
保
た
れ
、
公
共
事
業
の
客
観
性
、
透
明

性
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

覆す"〒YIJク つnnつ4 “に



二

道
路
事
業
の
再
評
価

こ
れ
ま
で
、
三
重
県
に
お
け
る
公
共
事
業
再
評
価
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
以
下
で
は
本
年
度
再
評
価
を
行

っ
た
道
路
事
業
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

表2 道路の現状 単位 :krn ･%

種 別 路線数 実延長 改良率 舗装率

国
道

指定区間 鱒 鯖 ㈱ ㈱
指定区間外 鰡 蝋 薊 蜆

計 知 鞠 轢 鯏
地
方
道

主要地方道 煎 緘 瑯 鯏
一般県道 鯏 纖 瑚 戦

計 鯏 虱 瑯 靴
国道･県道 計 翻 鰡 磁 綴
県管理道路 計 ㈱ 燃 酬 痢
市町村道 計

纖鰍 椰 鵺
合 計

㈱猟 鮒 癖
※路線数、実延長は、路線認定調書。
※実延長、改良率 (幅員55未満含む) は、平成12年4月 1日現在

1

三
重
県
の
道
路
整
備
状
況

三
重
県
内
の
都
市
は
、
街
道
沿
い
の
宿
場
町
、
門
前
町
、

城
下
町
、
あ
る
い
は
海
上
交
通
を
支
え
る
港
町
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。
ま
た
、
急
峻
な
鈴
鹿
山
脈
と
日
本
最
大
の

半
島
で
あ
る
紀
伊
半
島
の
雄
大
な
台
高
山
脈
等
の
地
理
的

な
条
件
も
重
な
っ
て
、
県
域
全
体
の
中
核
と
な
る
都
市
が

発
展
せ
ず
、
各
都
市
が
分
散
し
て
発
展
し
て
き
た
都
市
分

散
型
の
県
土
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
各
都
市
間
を
連
携
す
る
県
管
理
の
国
道

･

県
道
は
、
県
民
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ

り
、
県
民
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
整
備
水
準
は
全
国
で
四
0
位
と

低
位
に
あ
り
、
県
民

生
活
を
支
え
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
求
め
ら
れ

て
い
る

(表
2
)。

一
方
、
本
県
の
交
通
事
故
死
者
数
は
毎
年
二
〇
〇
人
前

後
で
推
移
し
て
お
り
、
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
交
通
事

故
死
者
数
は
平
成
三
一年
度
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
二
位
と
高

く
、
人
も
車
も
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
づ
く
り
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
県
で
は
一
〇
年
間
の
実
施
計

画
で
あ
る

｢道
路
整
備
鱒
箇
年
戦
略
｣
を
平
成
一
〇
年
度

に
策
定
し
た
。
こ
れ
は
、
道
路
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

明
確
化
し
て
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
透
明
性
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
道
路
整
備
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
県
管
理
の
国
道

･

県
道
の
七
五
五
区
間
を
対
象
に
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

点
数
に
よ
る
評
価
を
行
い
、
投
資
可
能
額
等
か
ら
二
八
四

の
重
点
整
備
箇
所
を
決
定
し
、
現
在
重
点
的
な
整
備
を
進

め
て
い
る
。

表 3 再評価対象事業の概要

箇所名 市町村名 全体事業と目的

事業進捗状況

費用対便益
分析結果

今後の事業の見通し
応
針

対
方採択年

総事業費 進捗率

事業進捗内容工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

国道260号
南島バイパス

南島町

】

)
所

要

趙
箇

概
n
田
2

業
廠
)

事
絮
“
ル

体

ネ

全
長
員
ン

【
延
幅
ト

J4H 緻 鰡

獺絢坤顔
円

円
1

,.億
三
億

=

用
9
益
8
C

費
%
便
"
/

総

総

B

了
度
継
す

完
年

、
進

期
"
て
推

早
成
し
を

の
平
指
業

収

、
目
事

貫
り
を
て

地
図
成
し

0

用
を
完
続
る

続継減 鰍

親
0

な
る

小
図

】
狭
を

的
員
消

目
幅
解

業
の
の

事
道
間

【
現
区

H19 850 綴

国道368号
色大バイパス

勢和村

要

閉

概
n
領

業
掬
)

事
怨
“

体全
長
員

【
延
幅

召すH 妙 概

0絢
用
第瀞賑慾

円

円
1

:
億
三
億
=

用
ば
益
4
C

費
短
便
ガ
ノ

総

総

B

了
度
継
す

完
年

、
進

期
胚
て
推

早
成
し
を

の
平
指
業

収

、
目
事

賞
り
を
て

地
図
成
し

o

用
を
完
続
る

続継

899 概
区
車
)
滑

路
動
に
円

陸
目
気
と

、畿
多
上

小
近
和
向

0

1
狭

、勢
ス
保

的
員
し
(

セ
確

目
幅
消
線
ク
の

業
の
解
勢
ア
通

事
道
を
伊
の
交

【
現
間
道
へ
な

H15 311 艦

2

再
評
価
対
象
事
業
の
概
要
と
再
評
価
結
果

平
成
一
三
年
度
に
は
、
一
般
国
道
二
六
〇
号
南
島
バ
イ

し
き
ぷ
と

パ
ス
、
一
般
国
道
三
六
八
号
色
大
バ
イ
パ
ス
の
二
事
業
の

再
評
価
を
実
施
し
た

(表
3
)。



し
ま

あ
と
ち
ょ
う

一
般
国
道
二
六
〇
号
は
、
三
重
県
志
摩
郡
阿
児
町
を
起

点
と
し
て
、
三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
伊
長
島
町
に
至
る
実
延

長
約
一
一
六
蹴
の
幹
線
道
路
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
南
島
バ
イ
パ
ス
区
間
の
現
道
は
、
最
小
幅

員
が
二
･
六
m
と
非
常
に
狭
小
で
あ
り
、
約
四
四
0
m
の

区
間
は
信
号
機
に
よ
る
片
側
交
互
通
行
を
強
い
ら
れ
、
ま

た
、
平
成

=
年
度
は
六
一
件
、
平
成
三
一年
度
は
五
六

件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
幅
員
狭

小
の
未
改
良
区
間
の
解
消
を
目
的
に
、
円
滑
で
安
全
な
通

行
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
重
要
な
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
、
水
産
業
等
の
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
道
路
と
し
て
、
延
長
三
･
五
蝿
の
二
車
線
の
バ
イ
パ

ス
道
路
を
計
画
し
た
。

入ソえ
の

一
般
国
道
三
六
八
号
は
、三
重
県
上
野
市
を
起
点
と
し
、

た
き

せ
い
わ

三
重
県
多
気
郡
勢
和
村
に
至
る
実
延
長
約
七
二
蹴
の
幹
線

道
路
で
あ
る
。し

き
ぷ
と

こ
の
う
ち
色
大
バ
イ
パ
ス
区
間
の
現
道
は
、
通
学
路
と

な
っ
て
い
る
が
現
在
は
歩
道
も
な
く
、
ま
た
大
型
車
の
す

れ
違
い
が
ま
ま
な
ら
な
い
幅
員
狭
小
区
間
が
存
在
す
る
。

こ
の
た
め
、
幅
員
狭
小
、
線
形
不
良
の
齢
路
区
間
を
解
消

き
ん
き

い
せ

せ
い
わ
た
き

し
、
近
畿
自
動
車
道
伊
勢
線

(勢
和
多
気
I
C
)
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
と
円
滑
で
安
全
な
交
通
の
確
保
を
目
的
に
、

延
長
二
･
六
蹴
の
二
車
線
の
道
路
を
計
画
し
た
。

い
ず
れ
の
事
業
も
、
用
地
の
諸
問
題
に
よ
り
用
地
買
収

に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
で
事
業
が
長
期
化
し
て
い
る
。

再
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
整
備
10
箇
年
戦
略
の
評

価
結
果
、
国
土
交
通
省
の
評
価
指
標
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
基

づ
き
、
道
路
整
備
の
必
要
性
に
関
し
評
価
を
行
っ
た
。

ま
た
、
費
用
便
益
分
析
結
果
に
よ
る
定
量
的
な
効
果
、

地
域
づ
く
り
支
援
等
に
関
す
る
効
果
等
の
事
業
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
っ
た
。

再
評
価
の
結
果
、
い
ず
れ
も
事
業
の
必
要
性
、
事
業
効

果
の
観
点
か
ら
は
問
題
は
な
く
、
ま
た
用
地
買
収
等
の
難

航
に
よ
り
事
業
は
長
期
化
し
て
い
る
が
、
今
後
の
事
業
推

進
に
は
大
き
な
問
題
が
な
い
こ
と
か
ら
継
続
す
る
と
の
対

応
方
針
で
再
評
価
審
査
委
員
会
に
臨
ん
だ
。

委
員
会
に
お
い
て
は
上
記
再
評
価
結
果
に
加
え
、
ル
ー

ト
設
定
根
拠
と
し
て
現
道
を
含
め
た
代
替
案
三
案
の
経
済

性
や
工
事
の
施
工
性
、
将
来
の
土
地
利
用
の
可
能
性
等
の

観
点
か
ら
現
ル
ー
ト
の
妥
当
性
等
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
理
解
を
求
め
た
。

委
員
会
で
は
、

①

事
業
効
果
に
つ
い
て
費
用
便
益
分
析
手
法
で
は
時

間
短
縮
効
果
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
の
持
つ

多
面
的
な
機
能
に
関
す
る
評
価
も
必
要
で
は
な
い
か

②

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
道
路
と
生
活
道
路
と

で
は
評
価
手
法
も
違
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か

③

道
路
整
備
に
伴
う
マ
イ
ナ
ス
便
益
の
評
価
は

④

効
果
算
定
の
基
礎
と
な
る
交
通
量
に
つ
い
て
計
画

と
実
際
と
の
差
は
ど
う
か

な
ど
の
観
点
か
ら
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
継
続
す
る
と

の
対
応
方
針
に
関
し
て
異
議
は
な
く
、
了
承
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

本
県
に
お
い
て
は
、
平
成
一
0
年
度
よ
り
導
入
し
た
公

共
事
業
再
評
価
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
平
成
一
三
年
度
か
ら

は
公
共
事
業
の
事
前
評
価
を
行
う
公
共
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
を
試
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
完
了
後
に
施
設
等
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ

れ
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
ど
の
程
度
発
揮
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
の
事
業
効
果
や
環
境
影
響
等
の
確
認
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
適
切
な
改
善
措
置
を
検
討
す
る
事
後
評
価
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
事
業
着
手
前
の
事
前
評
価
、
事
業
着
手
後
一
定

期
間
を
経
過
し
た
事
業
を
対
象
に
行
う
再
評
価
、
事
業
完

了
後
の
事
後
評
価
と
い
っ
た
公
共
事
業
評
価
の
サ
イ
ク
ル

を
構
築
し
、
公
共
事
業
の
よ
り
一
層
の
透
明
性
、
客
観
性

の
確
保
を
図
る
な
ど
、
公
共
事
業
に
関
す
る
説
明
責
任
を

果
た
し
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
公
共
事
業
の
実
施
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



(道
路
局
路
政
課
の
A
係
長
と
入
省

二
年
目
B
係
員
の
午
後
の
一
時
)

A

"
B
君
が
入
省
し
て
か
ら
も
う

一
年
が
経
っ
た
ん
だ
、

早
い
も
の
だ
ね
え
。
研
修
に
行
っ
て
い
る
新
人
も
も
う

じ
き
配
属
さ
れ
て
く
る
し
、
B
君
に
は
頑
張
っ
て
も
ら

わ
な
い
と
ね
。

B

…任
せ
て
く
だ
さ
い
、
A
さ
ん
。
新
人
は
私
が
ビ
シ
バ

シ
鍛
え
て
や
り
ま
す
か
ら
。
な
ん
て
言
い
た
い
と
こ
ろ

な
の
で
す
が
、
実
は
ち
ょ
っ
と
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
て
。

A
.…

そ
れ
は
何
か
な
。

B

…今
日
の
午
前
中
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
道
路
管
理
者

が
設
置
す
る
自
動
車
駐
車
場
の
料
金
に
つ
い
て
0
0
市

か
ら
問
合
せ
を
受
け
た
の
で
す
よ
。

道
路
管
理
者
が
駐
車
料
金
を
取
る
と
い
う
こ
と
が
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
話
を
聞
い
て
み
た
ら

ど
う
も
道
路
法
第
二
十
四
条
の
二
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
話
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

で
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
道
路
管
理
者
が
駐
車
場
の
利

用
者
か
ら
料
金
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。

A

…
そ
れ
を
説
明
す
る
に
は
ま
ず
こ
の
制
度
の
成
り
立
ち

か
ら
説
明
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
ね
。

大
き
な
都
市
の
中
心
部
に
行
く
と
、
路
上
の
違
法
駐

車
が
多
く
て
車
が
走
り
に
く
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
よ

ね
。

B

"は
い
、
迷
惑
で
す
よ
ね
。
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

A

…そ
れ
で
道
路
管
理
者
と
し
て
も
対
応
を
求
め
ら
れ
て

い
た
わ
け
な
の
だ
よ
。

も
ち
ろ
ん
有
効
な
対
策
は
駐
車
場
を
作
る
こ
と
で
、

従
来
か
ら
道
路
整
備
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
有
料
駐

車
場
の
整
備
を
行
っ
て
は
い
た
の
だ
よ
。

つ
ま
り
、
建
設
費
等
を
借
り
入
れ
て
駐
車
場
を
建
設

し
、
利
用
者
か
ら
取
っ
た
料
金
で
建
設
費
等
を
返
す
わ

け
だ
ね
。

で
も
、
そ
れ
が
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
わ

け
だ
よ
。

B

"
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
で
す
か
。

A

"都
市
の
中
心
部
は
用
地
費
が
高
い
か
ら
、
な
か
な
か

採
算
が
取
れ
な
い
か
ら
ね
。

B

…
そ
れ
で
は
打
つ
手
無
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

A

…
そ
こ
で
新
た
な
手
段
と
し
て
道
路
管
理
者
が
公
共
事

業
と
し
て
積
極
的
に
自
動
車
駐
車
場
の
整
備
を
行
う
こ

と
に
し
た
わ
け
な
の
だ
よ
。

B

…
で
も
、
そ
う
な
る
と
駐
車
料
金
を
取
る
の
は
お
か
し

な
話
で
す
よ
ね
。
道
路
無
料
公
開
の
原
則
に
合
わ
な
い

で
す
し
。

A

"た
だ
、
料
金
を
無
料
に
す
る
と
周
り
の
民
間
駐
車
場

等
の
利
用
者
と
の
間
で
不
公
平
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、

周
り
の
民
間
駐
車
場
の
経
営
を
圧
迫
し
て
し
ま
う
よ

ね
。
そ
れ
に
み
ん
な
が
使
う
道
路
を
駐
車
場
の
利
用
者

が
独
占
的
に
使
っ
て
い
る
の
に
そ
の
対
価
を
払
わ
な
い

と
い
う
の
を
認
め
る
の
は
、
特
に
土
地
が
貴
重
な
都
市

の
中
心
部
で
は
社
会
的
に
抵
抗
が
あ
る
ま
ね
。
そ
こ
で

平
成
三
年
に
道
路
法
を
改
正
し
、
道
路
無
料
公
開
の
原

則
の
例
外
と
し
て
道
路
法
第
二
十
四
条
の
二
を
定
め
た

の
だ
よ
。

B

…
な
る
ほ
ど
。
と
こ
ろ
で
、
料
金
の
決
め
方
に
は
何
か

原
則
は
あ
る
の
で
す
か
。

A

…ま
ず
、
特
定
の
利
用
者
に
対
し
て
不
当
な
差
別
的
取

扱
い
、
要
す
る
に
合
理
的
な
理
由
が
無
い
の
に
料
金
を

高
く
し
た
り
低
く
し
た
り
す
る
よ
う
定
め
て
は
な
ら
な

い
の
だ
よ
。

"踵
蹄
管
理
者
が
整
備
す
る
有
料
の

自
動
舵草
駐
車
場
の
料
金
に
つ
い
て



B

…す
る
と
、
例
え
ば
自
動
車
駐
車
場
の
周
辺
の
デ
パ
ー

ト
の
利
用
客
に
対
し
て
の
み
料
金
を
安
く
す
る
と
い
う

よ
う
に
定
め
て
は
い
け
な
い
の
で
す
ね
。

A

…
そ
う
そ
う
。
そ
れ
か
ら
、
駐
車
場
を
実
質
的
に
利
用

で
き
な
く
な
る
よ
う
な
高
い
料
金
を
定
め
て
は
な
ら
な

い
の
だ
よ
。

B

"な
る
ほ
ど
。
確
か
に
せ
っ
か
く
自
動
車
駐
車
場
を
整

備
し
て
も
、
利
用
で
き
な
け
れ
ば
混
雑
回
避
に
は
繋
が

ら
な
い
で
す
も
の
ね
。

A
"
あ
と
、
先
ほ
ど
も
言
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
近
く

の
民
間
駐
車
場
と
比
べ
て
極
端
に
安
い
金
額
を
定
め

て
、
そ
の
経
営
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
だ
よ
。

B

…分
か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
都
市
の
中
心
部
等
に

道
路
管
理
者
が
自
動
車
駐
車
場
を
整
備
し
た
場
合
に

は
、
必
ず
有
料
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

A

…
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
。
道
路
法
第
二
十
四
条

の
二
は
道
路
管
理
者
が
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
者
か
ら

駐
車
料
金
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
だ
け
で
、
必
ず
し
も
有
料
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
は
な
い
の
だ
よ
。

だ
か
ら
例
え
ば
夜
間
等
の
車
を
駐
車
し
た
い
人
が
少

な
い
時
間
に
は
無
料
と
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
だ
よ
。

も
ち
ろ
ん
先
ほ
ど
説
明
し
た
料
金
の
決
め
方
の
原
則
を

満
た
し
た
上
で
の
話
だ
け
れ
ど
も
。

B

…確
か
に
利
用
し
た
い
人
が
少
な
い
時
間
な
ら
、
無
料

に
し
て
し
ま
っ
た
方
が
管
理
も
煩
わ
し
く
な
い
で
す
か

ら
ね
え
。

A

…と
こ
ろ
で
、
0
0
市
か
ら
の
問
合
せ
は
ど
の
よ
う
な

内
容
だ
っ
た
の
か
な
。

B

…
そ
れ
な
の
で
す
が
、
ど
う
も
0
0
市
は
自
動
車
駐
車

場
の
一
部
を
月
極
で
貸
し
出
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ

う
な
の
で
す
よ
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
可
能
な
の
で
し

ょ
う
か
。

A

…
そ
れ
は
好
ま
し
く
な
い
ね
。
も
と
も
と
道
路
管
理
者

が
整
備
す
る
自
動
車
駐
車
場
は
主
に
都
市
の
中
心
部
等

の
路
上
駐
車
を
解
消
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
る
も
の
だ

か
ら
、
特
定
の
人
が
独
占
的
に
利
用
し
た
り
、
車
庫
代

わ
り
に
利
用
し
た
り
し
た
の
で
は
他
の
人
が
利
用
で
き

な
い
の
で
、
そ
の
目
的
が
果
た
せ
な
い
か
ら
ね
。

B

"
そ
れ
で
は
代
わ
り
の
方
法
と
し
て
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

A
"定
期
駐
車
券
や
回
数
駐
車
券
な
ら
発
行
で
き
な
い
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
ね
。
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
無
条
件
で
駐
車
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
扱

い
と
し
て
は
他
の
利
用
者
と
平
等
だ
か
ら
ね
。

B

…な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
手
が
あ
り
ま
し
た
か
。

A
…
で
も
、
回
数
券
や
特
に
定
期
券
を
発
行
す
る
と
や
は

り
特
定
の
人
が
独
占
的
に
利
用
し
た
り
車
庫
代
わ
り
に

利
用
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
防
ぐ
よ

う
慎
重
に
発
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
ね
。

例
え
ば
回
数
券
を
発
行
す
る
際
に
割
引
率
を
非
常
に

高
く
し
た
り
特
定
の
人
に
対
し
て
の
み
販
売
し
た
り
と

か
、
定
期
券
を
発
行
す
る
際
に
駐
車
ま
ず
を
特
定
し
た

り
優
先
利
用
を
認
め
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
る

べ
き
だ
ろ
う
ね
。

(キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
)

A

…
お
っ
、
今
日
も
終
わ
っ
た
な
あ
。
と
こ
ろ
で
B
君
、

君
は
新
入
職
員
達
と
会
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
な
。

B

"
こ
の
間
新
入
職
員
の
歓
迎
会
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
女
性
職
員
が
多
か
っ
た
で
す

よ

(ニ
ヤ
ニ
ヤ
)。

A

…
ほ
お
、
そ
れ
は
楽
し
み
だ
な
あ

(
ニ
ヤ
ニ
ヤ
)。



参照条文

○道路法(昭和二十七年六月十日法律第百八十号)

(自動車駐車場の駐車料金及び割増金)

第二十四条の二 道路管理者(指定区間内の国道にあっては、 国。 第三項、 第三十九条第一

項、 第四十四条の二第八項、 第四十九条、 第五十八条第一項、 第五十九条第三項、 第六十

,一条第一項、 第六十四条第一項、 第六十九条第一項及び第三項、 第七十条第一項、 第七十

二条第一項及び第三項、 第七十三条第一項から第三項まで、 第八十五条第三項並びに第九

十一条第三項において同じ。 )は、 道路管理者である地方公共団体の条例(指定区間内の国

道にあっては、 政令)で定めるところにより、 自動車駐車場に自動車を駐車させる者から、
駐車料金を徴収することができる。 ただし、 道路交通法第三十九条第一項に規定する緊急

自動車その他政令で定める自動車が駐車する場合においては、 この限りでない。
2 前項の駐車料金の額は、 次の原則によって定めなければならない。
ー 自動車を駐車させる特定の者に対し不当な差別的取扱いをするものでないこと。
二 自動車を駐車させる者の負担能力にかんがみ、 その利用を困難にするおそれのないも

のであること。

三 付近の駐車場法(昭和三十三年法律第百六号)第二条第二号に規定する路外駐車場の駐

車料金に比して著しく均衡を失しないものであること。
3 道路管理者は、 第一項の駐車料金を不法に免れた者から、 その免れた額のほか、 その免

れた額の二倍に相当する額を割増金として徴収することができる。

その他以下の通達を参照のこと

･平成 3 年1l月 1日建道政発第58号道路局長通達

･ 平成 3 年1l月 1日建道政発第60号路政課長通達

60 道々 テセ 2002 4



道
路
占
用
と
道
路
使
用
(そ
の
1
)

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

(こ
の
四
月
か
ら
坂
上
係
員
の
と
こ
ろ
に
新
規
採
用
の
大

野
君
が
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
野
君
に
一
通
り

道
路
占
用
に
つ
い
て
の
説
明
を
終
え
て
、
お
茶
を
飲
ん
で

い
る
と
)

大
野
係
員

坂
上
さ
ん
、
○
○
町
か
ら
、
町
の
P
R
用
に
案
内
を

出
し
た
い
っ
て
い
う
相
談
の
F
A
X
が
来
て
い
ま
す
け

ど
o

坂
上
係
員

あ
り
が
と
う
。
多
分
、
ま
た
看
板
か
何
か
で
し
ょ
。

じ
ゃ
あ
、
さ
っ
き
教
え
た
よ
う
に
一
緒
に
検
討
し
て
み

ま
し
ょ
う
か
。

大
野
係
員

は
M
い
っ
o

坂
上
係
員

え
~
っ
と
、
な
に
な
に
?

添
架
看
板
に
よ
る
案
内

と
宣
伝
カ
ー
の
走
行
?

そ
れ
と

･
･
･

(

!
?!

'
?
?
-
え
~
っ
、
路
面
に
道
路

標
示
の
よ
う
に
書
き
込
む
の
?
)

大
野
係
員

ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
?

坂
上
係
員

(落
ち
着
い
て
、
落
ち
着
い
て
)
道
路
占
用
に
つ
い

て
、
ま
ず
最
初
に
考
え
る
こ
と
は
?

大
野
係
員

占
用
物
件
該
当
性
で
す
ね
。

坂
上
係
員

そ
の
と
お
り
。
こ
の
場
合
は
道
路
法
第
三
二
条
第
一

項
の
何
号
に
該
当
す
る
の
か
し
ら
?

大
野
係
員

看
板
は
道
路
法
施
行
令
第
七
条
第
一
号
の
看
板
に
ズ

バ
リ
該
当
す
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
他
の
二
つ
は
何
号

物
件
に
該
当
す
る
の
か
な
あ
?

坂
上
係
員

占
用
物
件
該
当
性
の
判
断
は
入
り
口
の
と
こ
ろ
だ
か

ら
、
そ
れ
が
何
に
該
当
す
る
か
の
整
理
が
で
き
な
い
と

前
へ
は
進
ま
な
い
わ
よ
。
ホ
ラ
ホ
ラ
、
早
く
答
え
な
さ

･ー
'
い
。

大
野
係
員

う
ー
ん
、
じ
や
あ
、
僕
と
し
て
は
、
宣
伝
カ
ー
は
露

店
類
似
で
六
号
物
件
、
路
面
へ
の
書
き
込
み
は
看
板
と

同
じ
と
い
う
よ
う
に
整
理
し
た
い
気
分
な
ん
で
す

が

･
･
℃

坂
上
係
員

気
分
で
処
理
さ
れ
ち
ゃ
か
な
わ
な
い
わ
ね
。
い
い
か

し
ら
?

宣
伝
カ
ー
の
通
行
が
占
用
に
あ
た
る
ん
だ
っ

た
ら
、
自
動
車
の
所
有
者
は
み
ん
な
占
用
許
可
を
受
け

な
い
と
い
け
な
い
し
、
路
面
へ
の
書
き
込
み
が
占
用
に

当
た
る
ん
だ
っ
た
ら
、
道
路
管
理
者
が
そ
れ
を
許
可
す

る
こ
と
も
あ
り
得
る
っ
て
こ
と
に
な
ら
な
い
?

大
野
係
員

大
変
だ
-
･
僕
の
車
も
急
い
で
占
用
許
可
を
受
け
な

く
ち
ゃ
。
先
輩
、
今
す
ぐ
許
可
し
て
も
ら
え
ま
す
か
?

坂
上
係
員

(こ
の
男
は
~
、
大
丈
夫
か
?
)
道
路
の
占
用
は
、

道
路
に
一
定
の

｢工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
｣
を

｢設

け
｣
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
を
い
う
と
、

よ
り
匡
そ
◎
◎
酎
へ

よ
う
三
そ
◎
◎
断
へ



さ
っ
き
説
明
し
た
わ
ね
。
ま
ず
、
宣
伝
カ
ー
の
通
行
に

妨
げ
る
よ
う
な
も
の
の
設
置
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
ん
だ

っ
い
て
は
、
｢
設
け
｣
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
そ
も
そ

よ
。

も
単
な
る
車
両
の
通
行
と
し
て
道
路
の
一
般
使
用
、
自

由
使
用
の
領
域
だ
か
ら
、
占
用
許
可
は
問
題
に
な
ら
な

い
わ
。

大
野
係
員

な
る
ほ
ど
。

坂
上
係
員

路
面
へ
の
書
き
込
み
は
、
事
実
上
の
行
為
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
道
路
法
上
は

｢工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
｣

を

｢設
置
｣
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
も
道
路
占
用
と
は
い
い
に
く
い
で
し
ょ
う
ね
。

大
野
係
員

と
い
う
こ
と
は
、
0
0
町
は
占
用
許
可
を
受
け
な
く

て
も
路
面
に
P
R
の
ペ
イ
ン
ト
が
で
き
る
っ
て
こ
と
で

す
か
?

坂
上
係
員

道
路
占
用
許
可
の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
だ
け
で
、

勝
手
に
や
っ
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
わ
、

例
え
ば
、
道
路
法
第
四
三
条
で
は
、
道
路
に
関
す
る
禁

止
行
為
と
し
て
、
何
人
も
み
だ
り
に

｢道
路
交
通
に
支

障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
｣
を
し
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
の
よ
。

(す
る
と
坂
上
係
員
の
背
後
か
ら
、)

渡
邊
課
長

あ
と
、道
路
交
通
法
第
七
六
条
第
一
項
･
第
二
項
で
、

道
路
標
識
等
に
類
似
す
る
も
の
や
道
路
標
識
の
効
用
を

r
ao

坂
上
係
員

あ
っ
、
課
長
~
。

渡
邊
課
長

な
ん
か
面
白
そ
う
な
話
を
し
て
い
た
か
ら
、
一
緒
に

混
ぜ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
。

坂
上
係
員

そ
ん
な
~
。
お
い
し
い
と
こ
ろ
だ
け
持
っ
て
か
な
い

で
く
だ
さ
い
よ
~
。

大
野
係
員

確
か
に
今
回
の
0
0
町
の
P
R
ペ
イ
ン
ト
と
道
路
標

示
は
形
能
…も
類
似
し
て
い
ま
す
ね
。

坂
上
係
員

道
路
の
安
全
な
通
行
の
た
め
に
必
要
な
道
路
標
示
と

混
在
す
る
こ
と
で
、
道
路
交
通
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
わ
け
ね
。

渡
邊
課
長

そ
の
と
お
り
。
道
路
占
用
許
可
を
考
え
る
に
当
た
っ

て
は
、
｢道
路
の
構
造
や
交
通
へ
の
支
障
｣
と
い
う
こ

と
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。
坂
上
君
に
も
口
を
酸
っ
ぱ

く
し
て
言
っ
て
き
た
よ
ね
。
こ
う
い
っ
た
、
基
本
的
な

考
え
方
は
、
も
ち
ろ
ん
個
別
の
占
用
許
可
基
準
の
中
で

も
反
映
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

大
野
係
員

そ
う
い
え
ば
、
さ
っ
き
教
え
て
も
ら
っ
た
看
板
の
許

可
基
準
の
中
に
も
｢信
号
機
又
は
道
路
標
識
に
類
似
し
、

又
は
こ
れ
ら
の
効
用
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。｣
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

渡
邊
課
長

道
路
占
用
許
可
と
似
た
制
度
で
道
路
交
通
法
に
は
道

路
使
用
許
可
と
い
う
制
度
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
道
路
交

通
の
支
障
と
い
う
話
が
出
て
き
た
か
ら
、
今
回
の
案
件

を
通
し
て
、
道
路
占
用
許
可
と
道
路
使
用
許
可
と
の
違

い
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
た
ら
ど
う
か
な
。

坂
上
係
員
･
大
野
係
員

分
か
り
ま
し
た
。

大
野
係
員

(楽
し
そ
う
な
課
で
良
か
っ
た
な
。
僕
も
早
く
一
人

前
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
。
と
こ
ろ
で
、

坂
上
さ
ん
、
彼
氏
い
る
の
か
な
あ
?
)

へ
登
場
人
物
に
つ
い
て
〉

渡
邊
課
長

四
一
歳
。
長
年
道
路
管
理
事
務
を
担
当
し
昨
年
四
月
道

路
管
理
課
長
と
し
て
着
任
。

坂
上
係
員

去
年
三
月
、
女
子
大
を
卒
業
し
た
採
用
三
年
目
の
占
用

担
当
の
係
員
。
渡
邊
課
長
の
下
で
一
年
間
み
っ
ち
り
と

道
路
占
用
事
務
に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
た
。

大
野
係
員

今
年
三
月
に
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
新
人
。
渡
邊

課
長
の
下
、
坂
上
係
員
と
一
緒
に
道
路
占
用
を
担
当
。
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農
業
用
水
路
転
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
三
一年
一
一
月
七
日

横
浜
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
三
年
二
月
二
人
日

東
京
高
等
裁
判
所

請
求
棄
却

1

事
件
の
概
要

本
件
は
、
神
奈
川
県
立
大
井
高
等
学
校
の
東
側
を
南
北

に
走
る
側
道

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
に
沿
っ

て
設
け
ら
れ
た
農
業
用
水
路

(以
下

｢本
件
用
水
路
｣
と

い
う
。)
に
転
落
し
、
死
亡
し
た
者

(以
下

｢被
害
者
｣

と
い
う
。)
の
相
続
人
で
あ
る
原
告
ら
が
、
被
害
者
が
本

件
用
水
路
に
転
落
し
た
の
は
、
本
件
道
路
及
び
本
件
用
水

路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
管
理
者
で
あ
る
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
大
井

町
に
対
し
て
、
国
家
賠
償
法
第
二
条
第

一
項
に
基
づ
き
、

損
害
賠
償
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

(請
求
額
…七
、
七
一
一
万
九
、
五
四
四
円
)

2

被
告
大
井
町
の
瑕
疵
の
有
無
に
つ
い
て
双
方
の
主
張

①

原
告
の
主
張

本
件
用
水
路
と
接
す
る
本
件
道
路
は
、
大
井
高
校
の

生
徒
等
利
用
者
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
、
利

用
者
の
安
全
に
十
分
配
慮
し
、
本
件
用
水
路
に
転
落
防

止
の
た
め
の
柵
又
は
蓋
を
設
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
こ
れ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
本
件
用
水
路

の
設
置
又
は
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
本
件
道
路
は
、
本
件
事
故
発
生
個
所
に

お
い
て
屈
曲
し
て
い
る
が
、
本
件
事
故
当
日
の
よ
う
に

曇
天
時
及
び
日
没
以
降
の
時
間
帯
に
お
い
て
は
、
暗
く

て
こ
れ
を
認
識
す
る
の
は
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
管
理
者
で
あ
る
被
告
は
本
件
道
路
に
照
明

設
備
を
設
置
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
本
件
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
は

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②

原
告
の
主
張
に
対
す
る
被
告
の
認
否

農
業
用
水
路
は
、
市
街
化
区
域
で
道
路
幅
員
確
保
の

必
要
が
あ
る
場
合
に
例
外
的
に
暗
渠
と
な
る
こ
と
が
あ

る
だ
け
で
、
原
則
と
し
て
開
渠
で
あ
る
。
本
件
用
水
路

も
開
渠
で
あ
る
が
、
流
水
量
、
流
水
速
度
か
ら
見
て
特

に
危
険
な
も
の
で
は
な
く
、
過
去
に
事
故
が
起
こ
っ
た

こ
と
も
な
い
。
ま
た
、
本
件
用
水
路
に
接
し
て
い
る
本

件
道
路
も
、
見
通
し
の
よ
い
直
線
道
路
で
幅
員
は
約
二

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
そ
の
主
た
る
利
用
者
は
大
井
高
校

の
生
徒
及
び
近
隣
の
農
業
従
事
者
で
あ
る
と
こ
ろ
、
通

常
要
求
さ
れ
る
注
意
を
払
っ
て
い
れ
ば
本
件
用
水
路
に

転
落
す
る
危
険
は
な
い
。
本
件
転
落
事
故
は
、
被
害
者

が
本
件
事
故
当
時
泥
酔
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
自

転
車
に
乗
っ
て
い
た
た
め
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、

本
件
道
路
の
右
利
用
状
況
に
鑑
み
れ
ば
通
常
は
発
生
し

な
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
本
件
道
路
に
照
明

設
備
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
被
告

の
本
件
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は

い
え
な
い
。
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3

判
決
の
概
要

本
件
用
水
路
へ
の
転
落
事
故
は
、
本
件
道
路
を
通
常
の

方
法
で
利
用
し
て
い
る
限
り
、
発
生
し
な
い
も
の
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
道
路
及
び
本
件
用
水
路

が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
は
い
え
ず
、

被
告
大
井
町
の
本
件
道
路
及
び
本
件
用
水
路
の
設
置
又
は

管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
旨
判
示
し
、
原
告

の
請
求
を
す
べ
て
棄
却
し
た
。

農
業
用
水
路
転
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



4

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

本
件
用
水
路
の
設
置
、
管
理
の
状
況

農
業
用
水
路
は
、
稲
の
生
育
に
必
要
な
水
温
を
保
つ

必
要
が
あ
る
こ
と
、
農
業
従
事
者
が
取
水
し
や
す
い
よ

う
に
す
る
こ
と
か
ら
、
原
則
は
開
渠
で
、
転
落
防
護
施

設
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
大
井

町
内
の
用
水
路
で
は
、
本
線
に
つ
い
て
は
転
落
の
危
険

性
を
考
慮
し
転
落
防
護
柵
を
設
置
し
て
お
り
、
本
線
に

比
べ
規
模
の
小
さ
い
枝
線
に
つ
い
て
は
開
渠
と
し
て
い

る
。
本
件
用
水
路
は
、
枝
線
で
あ
り
、
開
渠
で
あ
る
が
、

昭
和
五
人
年
に
設
置
さ
れ
て
以
来
、
被
告
に
対
し
て
事

故
の
報
告
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
管
理
状
態
に
つ
い
て

危
険
で
あ
り
、
何
ら
か
の
対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
旨
の

申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
。
ま
た
、
そ
の
規

模
か
ら
、
仮
に
転
落
し
た
と
し
て
も
死
亡
等
の
重
大
事

故
に
至
る
可
能
性
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②

本
件
道
路
の
設
置
、
管
理
の
状
況

本
件
道
路
は
、
本
件
事
故
現
場
付
近
で
西
方
向
に
わ

ず
か
に
屈
曲
し
て
い
る
も
の
の
、
当
該
屈
曲
は
地
図
上

で
は
直
線
で
表
示
さ
れ
る
ほ
ど
わ
ず
か
な
も
の
で
、
見

通
し
に
欠
け
る
と
こ
ろ
の
な
い
平
坦
な
道
路
で
あ
り
、

そ
の
西
側
は
大
井
高
校
の
石
垣
に
、
東
側
は
本
件
用
水

路
に
接
し
て
い
る
。
本
件
道
路
の
主
た
る
利
用
者
は
、

大
井
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
か
あ
る
い
は
近
隣
の
農
業

従
事
者
に
限
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
利
用
時
間
帯

は
日
中
の
明
る
い
う
ち
で
、
ま
た
、
そ
の
手
段
は
徒
歩

又
は
自
転
車
等
の
軽
車
両
に
限
ら
れ
て
い
る
。
本
件
道

路
に
は
照
明
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は

稲
の
生
育
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
夜
間
時
の
通
行
が
ほ
と
ん
ど
見
込
ま
れ
な

い
右
利
用
状
況
に
鑑
み
て
照
明
設
備
が
な
く
て
も
そ
れ

が
許
容
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

③

被
告
大
井
町
の
瑕
疵
の
有
無

①
、
②
の
と
お
り
、
本
件
用
水
路
に
は
柵
、
蓋
等
の

転
落
防
護
施
設
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
本
件

道
路
に
は
照
明
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

本
件
道
路
の
通
常
の
利
用
方
法
の
範
囲
内
で
は
、
本
件

用
水
路
に
転
落
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
、
本
件
事
故
は
、
被
害
者
が
本
件
事
故
当
時
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
運
動
能
力
あ
る
い
は
判
断

能
力
が
欠
如
し
、
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
転
車
を
運
転
し
て
、
本
件
事

故
現
場
付
近
の
本
件
道
路
を
走
行
中
、
ハ
ン
ド
ル
操
作

を
誤
っ
た
か
、
本
件
道
路
の
屈
曲
に
気
づ
か
ず
に
直
進

し
、
誤
っ
て
本
件
用
水
路
に
転
落
し
た
も
の
で
あ
る
と

推
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
用
水
路
及
び
本
件

道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
で
き
ず
、
管
理
者
で
あ
る
被
告
の
当
該
用
水
路

及
び
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

弘 道ネテセ 2002,4
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『花
の
都
◎
ち
ば
｣
普
葉
市
動
物
舎
園

オオガハス

一

古
代
ロ
マ
ン
ゆ
か
り
の
地

｢花
の
都
･
ち
ば
｣

千
葉
市
は
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
、
東
京
か
ら
約
四
〇
加
東
に
位
置

し
、
成
田
空
港
か
ら
は
約
三
〇
鬮
の

距
離
に
あ
り
、
市
域
面
積
は
約
二
七

二
蝸
で
河
川
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
低

地
と
台
地
、
及
び
東
京
湾
沿
い
に
広

千葉市花の美術館

が
る
約
三
四
蝸
の
埋
立
地
に
大
別

さ
れ
ま
す
。

人
口
は
約
九
〇
万
人
で
幕
張
新
都

心
の
大
規
模
開
発
な
ど
で
将
来
性
を

見
込
ま
れ
、
平
成
四
年
四
月
一
日
仙

台
市
に
次
ぐ
一
二
番
目
の
政
令
指
定

都
市
と
し
て
中
央
区
･
花
見
川
区
･

稲
毛
区
･
若
葉
区
･
緑
区
･
美
浜
区

の
六
行
政
区
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

千
葉
市
東
京
事
務
所

市
川

廉
次

　　　　　　　　　　 　 　　　　　　 　　

千葉市花の美術館案内図

し
た
。

各
地
で
初
夏
に
な
る
と
淡
紅
色
の

大
き
な
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る

｢オ

オ
ガ
ハ
ス
｣
は
千
葉
か
ら
分
根
さ
れ

た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
?

昭
和
二
六
年
東
大
検
見
川
総
合
運

動
場
内
の
泥
炭
地
か
ら
弥
生
時
代
後

期

(推
定
二
、
0
0
0
年
前
)
の
古

代
蓮
の
美
が
三
個
発
見
さ
れ
、
古
代

蓮
の
権
威
大
賀
一
郎
氏
が
一
個
の
発

芽
試
験
に
成
功
し
現
代
に
蘇
ら
せ
た

の
で
す
。
こ
ん
な
古
代
ロ
マ
ン
ゆ
か

り
の
地
、
千
葉
市
は
中
庭
に
市
の
花

オ
オ
ガ
ハ
ス
が
植
え
ら
れ
、
約
五
〇

0
種

･
四
、
0
0
0
株
も
の
植
物
が

根
付
き
、
一
年
中
花
の
咲
き
乱
れ
る

｢千
葉
市
花
の
美
術
館
｣
を
核
施
設

と
し
て
、
今
後

｢花
の
都

･
ち
ば
｣

の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
り
検
討
中
で
す
。

二

絶
対
お
す
す
め

千
葉
市
動
物
公
園

今
回
は
市
外
の
方
に
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
?

｢千
葉
市
動
物
公

園
｣
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
四

･
ニ
ー
如
の
広
い
敷
地
に

｢草
原
ゾ
ー
ン
｣
｢鳥
類
･
水
系
ゾ
ー

ン
｣
｢モ
ン
キ
ー
ゾ
ー
ン
｣
｢家
畜
の

原
種
ゾ
ー
ン
｣
｢小
動
物
ゾ
ー
ン
｣

｢動
物
科
学
館
｣
｢子
ど
も
動
物
園
｣

の
七
つ
の
動
物
ゾ
ー
ン
と
ド
リ
ー
ム

ワ
ー
ル
ド
と
い
う
遊
園
地
を
ゆ
っ
た

り
と
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
あ
り
、
芝
生

広
場
な
ど
緑
を
た
く
さ
ん
残
し
た
公

西から東から 些れ鬱◎螂鱗



図
的
な
動
物
園
で
す
。

皆
さ
ん

｢
ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ
｣
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
?

テ
レ
ビ
で
何
度
か
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
目
ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ

科
の
鳥
類
で
｢鳥
類
･
水
系
ゾ
ー
ン
｣

で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こゴーゴーコース夕

の
鳥
は
と
に
か
く
動
き
ま
せ
ん
。
何

時
間
も
動
き
ま
せ
ん
。
初
め
て
こ
れ

を
見
た
と
き
は
、
な
ぜ
柵
の
中
に
剥

製
が
飾
っ
て
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ

た
ぐ
ら
い
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
一
度
我
慢
比
べ
を
し
て
み
て
下

さ
い
。
動
い
た
の
を
見
た
時
は
感
激

す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
"

対
照
的
に

｢
モ
ン
キ
ー
ゾ
ー
ン
｣

で
観
察
で
き
る

｢
フ
ク
ロ
テ
ナ
ガ
ザ

ル
｣
は
遊
具
の
間
を
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

で
動
き
回
る
の
で
必
ず
立
ち
止
ま
っ

て
見
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も

昨
年

一
〇
月
二
五
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た

｢子
ど
も
動
物
園
｣

は
動
物
と
ふ
れ
あ
え
る
子
ど
も
に
大

人
気
の
ゾ
ー
ン
で
す
。

動
物
ゾ
ー
ン
か
ら
動
く
連
絡
通
路

に
運
ば
れ
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド
に
行

き
ま
す
と
、
周
辺
を
ゆ
っ
く
り
と
一

望
で
き
る
観
覧
車
や
斜
面
か
ら
水
し

ぶ
き
を
あ
げ
着
水
す
る
急
流
す
べ

り
･
小
粒
だ
か
ら
こ
そ
ス
ピ
ー
ド
感

の
増
す
ゴ
ー
ゴ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど

小
さ
い
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
乗
り
物
が
皆
様
の
ご
来
園
を
お

至約

千葉市動物公園案内図

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
ご
来
園
の
際
に
は
千
葉
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
よ
る
空
か
ら
の
近

道
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

懸
垂
型
モ
ノ
レ
ー
ル
と
し
て
営
業

距
離
最
長

(
一
五
･
二
m
)
の
ギ
ネ

ス
認
定
を
受
け
た
乗
り
心
地
を
じ
っ

く
り
と
お
試
し
く
だ
さ
い
。

千葉都市モノ
ミ

ーレ

　
　

　し

子ども動物園で動物とふれあう子ども達 子ども動物

観覧車 ハシビロコウ



木
曽
蹄

宿
場
め
ぐ
り

長
野
県
東
京
事
務
所

浅
岡

龍
光

長
野
県
は
、
｢日
本
の
屋
根
｣
の

言
葉
に
代
表
さ
れ
る
山
岳
観
光
県
で

す
。
北
ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア
ル
プ
ス

な
ど
の
高
山
が
四
方
を
囲
み
、
そ
れ

ら
に
源
を
発
す
る
千
曲
川
、天
竜
川
、

木
曽
川
な
ど
の
河
川
が
大
地
を
刻
ん

で
い
ま
す
。
山
々
に
隔
て
ら
れ
る
こ

の
よ
う
な
地
形
や
気
象
条
件
の
違
い

か
ら
、
地
域
が
各
々
独
自
の
文
化
を

育
て
て
き
た
反
面
、
他
の
地
域
と
の

交
流
拡
大
を
は
か
る
こ
と
は
、
長
い

間
住
民
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
。

木
曽
地
域
は
、
東
に
中
央
ア
ル
プ

ス
木
曽
駒
ヶ
岳
、
西
に
木
曽
御
嶽
山

が
そ
び
え
、
木
曽
川
の
渓
流
が
深
い

谷
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。
森
と
水
が

美
し
い
自
然
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ

の
木
曽
川
に
沿
っ
て
、
山
の
谷
を
縫

う
よ
う
に
一
本
の
街
道
が
通
っ
て
い

ま
す
。
木
曽
街
道
は
、
中
山
道
六
九

次
の
う
ち
の
一
一
宿
の
街
道
で
す
。

中
山
道
は
、
甲
州
街
道
と
と
も
に
江

戸
時
代
い
わ
ゆ
る
五
街
道
と
し
て
県

内
を
通
過
し
た
重
要
な
街
道
で
し

た
。
木
曽
街
道
は
、
江
戸
へ
、
尾
張

へ
、
京
都
へ
、
善
光
寺
へ
、
難
所
な

が
ら
も
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
や
、

伊
勢
詣
、
善
光
寺
参
り
な
ど
の
旅
人

が
行
き
交
う
交
流
の
要
と
な
っ
た
街

道
で
し
た
。

木
曽
街
道
は
、
そ
う
し
た
江
戸
の

面
影
を
色
濃
く
残
す
道
筋
と
し
て
知

ら
れ
、
史
跡
、
景
観
が
多
く
残
さ
れ

て
お
り
様
々
な
見
所
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
中
山
道

(木
曽
街
道
)
制
定

四
〇
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

木
曽
街
道
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
す

た
め
に
道
を
テ
ー
マ
と
し
て
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
の
道
筋
を
尾
張
か
ら
江
戸
へ
、
宿

か
ら
宿
へ
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

岐
阜
県
中
津
川
市
か
ら
国
道
一九

号
を
東
へ
入
り
旧
中
山
道
を
進
む
と

長
野
県
山
口
村
へ
入
っ
て
新
茶
屋
に

出
ま
す
。
島
崎
藤
村
筆
の

｢是
れ
よ

り
木
曽
路
｣
の
碑
を
過
ぎ
る
と
馬
篭

宿
に
入
り
ま
す
。
馬
篭
宿
は
、
木
曽

三

宿
の
一
番
南
の
宿
場
町
で
す
。

馬
篭
峠
の
西
麓
、
濃
尾
平
野
に
向
か

っ
て
開
け
た
中
腹
に
あ
た
り
木
曽
路

の
入
り
口
と
し
て
賑
わ
っ
た
宿
場
で

す
。
明
治
の
大
火
で
多
く
を
失
い
ま

し
た
が
、
石
畳
の
両
側
に
復
元
さ
れ

た
古
い
家
並
み
は
、
面
影
を
よ
く
残

し
て
い
ま
す
。
馬
篭
宿
は
島
崎
藤
村

の
生
地
で
あ
り
、
｢夜
明
け
前
｣
の

妻篭宿

舞
台
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
旧
本
陣

島
崎
藤
村
宅
跡
が
藤
村
記
念
館
に
な

っ
て
い
ま
す
。

馬
篭
宿
か
ら
峠
を
東
へ
下
る
と
妻

篭
宿
へ
至
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
が
木

曽
川
、
谷
川
沿
い
に
山
中
を
行
く
本

来
の
木
曽
路
に
な
り
ま
す
。
妻
篭
宿

は
全
国
で
初
め
て
古
い
街
並
み
を
保

存
し
た
宿
場
町
で
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
道
筋
に
は
出
梁
造
り
、
格
子
、

う
だ
つ
の
あ
る
軒
が
続
き
、
石
葺
き

の
板
屋
根
や
木
製
の
雨
樋
な
ど
江
戸

時
代
の
宿
場
の
街
並
み
が
再
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
脇
本
陣
を
務
め
た
林
家

の
家
屋
を
郷
土
館
と
し
て
開
放
し
、

西から東から



寝覚の床

多
く
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

宿
場
時
代
の
豪
壮
な
造
り
で
、
街
並

み
復
元
の
中
心
的
な
建
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。

中
山
道
は
、
三
留
野
宿
、
野
尻
宿
、

須
原
宿
を
過
ぎ
る
と
国
道
一
九
号
に

ほ
ぼ
重
な
っ
て
北
上
し
、
や
が
て
上

松
宿
に
出
ま
す
。
上
松
宿
は
、
木
曽

一
一
宿
の
中
程
に
あ
た
り
木
曽
ヒ
ノ

キ
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
た
宿
場
町

で
す
。
こ
こ
に
は
、

一
般
の
茶
屋
と

違
い
大
名
行
列
が
主
に
使
っ
た
立
場

茶
屋
が
今
も
民
宿
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
近
く
に
は
木
曽
の
名
勝

｢寝
覚
の
床
｣
が
あ
り
ま
す
。
寝
党

の
床
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
木
曽
の

名
所
で
、
木
曽
川
の
花
崗
岩
の
奇
岩

と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
水
面
が

幻
想
的
な
景
観
を
作
り
出
し
て
い
ま

す
。
寝
覚
め
と
は
、
竜
宮
か
ら
帰
っ

た
浦
島
太
郎
が
流
浪
の
末
こ
の
地
に

着
き
、
床
岩
と
名
付
け
ら
れ
た
岩
の

上
で
玉
手
箱
を
開
け
、
三
〇
〇
才
の

老
人
と
な
っ
て
目
覚
め
た
と
い
う
言

い
伝
え
か
ら
付
い
た
名
前
で
す
。

上
松
の
町
内
か
ら
中
山
道
を
そ
れ

て
県
道
を
小
川
沿
い
に
さ
か
の
ぼ

り
、
さ
ら
に
赤
沢
沿
い
に
登
る
と
赤

沢
自
然
休
養
林
に
入
り
ま
す
。
江
戸

時
代
か
ら
厳
し
く
守
ら
れ
て
き
た
木

曽
の
森
林
の
中
で
も
、
こ
こ
は
伊
勢

神
宮
の
用
材
林
と
し
て
保
護
さ
れ
て

き
た
た
め
、
樹
齢
三
〇
0
年
を
超
え

る
大
樹
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
三
大
美
林
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

森
林
浴
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

遊
歩
道
や
赤
沢
森
林
鉄
道
で
木
曽
ヒ

ノ
キ
が
茂
る
林
内
を
め
ぐ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

中
山
道
は
木
曽
の
桟
を
過
ぎ
や
が

て
福
島
宿
に
入
り
ま
す
。福
島
宿
は
、

京
都
と
江
戸
の
中
間
に
あ
た
り
、
こ

こ
に
は
、
東
海
道
の
箱
根

･
新
井
、

中
山
道
の
碓
井
と
と
も
に
四
大
関
所

る
と
奈
良
井
宿
で
す
。奈
良
井
宿
は
、

の
ひ
と
つ
福
島
関
所
が
設
け
ら
れ
て

難
所
鳥
居
峠
の
ふ
も
と
奈
良
井
川
段

い
ま
し
た
。
交
通
の
要
所
の
た
め
旧

丘
上
に
あ
り
、
上
町
、
中
町
、
下
町

跡
も
多
く
、
関
所
跡
に
は
番
所
建
物

か
ら
な
る
栄
え
た
宿
場
で
す
。
昔
の

を
復
元
し
た
福
島
関
所
資
料
館
や
尾

家
並
み
が
よ
く
残
り
、
妻
篭
宿
と
と

張
藩
の
代
官
で
あ
っ
た
山
村
代
官
屋

も
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

敷
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
｢楢
川

福
島
宿
を
出
て
国
道
一
九
号
を
左

村
歴
史
民
俗
資
料
館
｣
で
は
当
時
の

に
入
る
と
宮
の
越
宿
に
入
り
ま
す
。

民
家
の
生
活
様
式
、
風
俗
、
産
業
な

悲
劇
の
武
将
木
曽
義
仲
ゆ
か
り
の
地

ど
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
、
義
仲
の
菩
提
寺
、
平
家
迫

中
山
道
は
、
木
曽
一
一
宿
の
最
北

悼
の
旗
揚
げ
を
し
た

｢旗
場
八
幡

端
、
贄
川
宿
に
入
り
ま
す
。
贄
川
番

宮
｣
、
古
文
書
等
を
展
示
す
る

｢義

所
が
置
か
れ
、
婦
女
子
の
通
行
の
取

仲
館
｣
、
巴
御
前
に
ま
つ
わ
る
巴
ヶ

り
締
ま
り
の
ほ
か
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
、

渕
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

漆
器
、
木
曽
馬
の
持
ち
出
し
の
監
視

中
山
道
を
木
曽
川
右
岸
沿
い
に
行

に
あ
た
り
ま
し
た
。
贄
川
関
所
が
復

き
藪
原
宿
を
過
ぎ
て
鳥
居
峠
を
越
え

元
さ
れ
、
往
時
の
様
子
を
知
る
こ
と

,』
“

“舳｢

が
で
き
ま
す
。

奈良井宿場祭

木
曽
街
道
は
こ
こ
で
終
わ
り
、
中

山
道
は
や
が
て
諏
訪
、
軽
井
沢
、
板

橋
を
経
て
江
戸
へ
と
続
き
ま
す
。
江

戸
時
代
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
道
筋

を
昔
の
ま
ま
に
歩
き
な
が
ら
、
美
し

い
自
然
と
懐
か
し
い
時
代
を
訪
ね
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。



環
境
に
雫
さ
し
い
柳
魔
螂
禰

飜
風

近
畿
地
方
整
備
局
奈
良
国
道
工
事
事
務
所

一

は
じ
め
に

奈
良
市
は
、
古
都
の
歴
史
的
史
跡
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

良
好
な
自
然
環
境
と
調
和
し
た
都
市
景
観
が
保
全
さ
れ
た

地
域
で
あ
り
、
平
成
一
〇
年
一
二
月
に
は
東
大
寺
等
八
つ

の
資
産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
年
間
一
、
三
〇
〇
万

人
が
訪
れ
る
国
際
観
光
都
市
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
内
で
も
観
光
施
設
が
多
く
集
中
し

て
い
る
奈
良
公
園
周
辺
区
域
で
は
、
休
日
の
観
光
交
通
の

集
中
に
よ
る
交
通
渋
滞
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
夕

方

(
一
六
時
~
一
人
時
)
に
は
最
大
約
三
臘
、
通
過
時
間

四
五
分
の
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る

(図
1
)
。
さ
ら
に
、

奈
良
公
園
周
辺
の
駐
車
場
不
足
と
迷
走
車
両
に
よ
る
渋
滞

の
悪
化
、
路
上
駐
車
車
両
に
よ
る
生
活
交
通
の
阻
害
、
バ

ス
の
速
度
や
定
時
性
等
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
な
ど
も
休
日
の

道
路
交
通
の
問
題
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
昭
和
六
三
年
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
陣
開
催
を
契
機
と
し
て
始
め
ら
れ
た
パ
ー

ク
&
バ
ス
ラ
イ
ド

(P
&
B
R
)
を
中
心
と
し
た
T
D
M

施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成

=

年
度
春
に
は
、
国

土
交
通
省

(建
設
省
)
･
奈
良
県
･
奈
良
市
と
バ
ス
事
業

者
が
協
力
し
、
P
&
B
R
駐
車
場
を
六
箇
所
設
置
す
る
と

と
も
に
奈
良
市
内
観
光
地
周
遊
バ
ス
の
連
行
を
開
始
し

た
。
同
年
秋
か
ら
は
、
P
&
B
R
に
併
用
し
て
パ
ー
ク
&

サ
イ
ク
ル
ラ
イ
ド

(P
&
C
R
)
の
運
用
に
も
取
り
組
ん

で
い
る

(奈
良
県
は
平
成
三
一年
春
か
ら
)。
こ
れ
ら
の

施
策
は
次
第
に
定
着
し
て
き
て
い
る
が
、
奈
良
市
内
の
観

光
の
特
性
と
し
て
①
鉄
道
駅
か
ら
観
光
地
ま
で
の
距
離
が

長
い
、
②
観
光
地
が
点
在
し
て
お
り
、
周
遊
が
し
辛
い
、

等
の
理
由
か
ら
自
動
車
で
奈
良
を
訪
問
し
、
自
動
車
で
周

遊
す
る
観
光
客
は
依
然
と
し
て
多
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
自
動
車
に
か
わ
る
利
便
性
の
高
い
周
遊
交
通

手
段
と
し
て
自
転
車
に
注
目
し
、
既
存
の
パ
ー
ク
&
バ
ス

ラ
イ
ド
と
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

改
善
し
、
奈
良
中
心
部
へ
の
自
動
車
交
通
流
入
及
び
自
動

車
に
よ
る
周
遊
の
抑
制
を
図
る
た
め
に
、
｢環
境
に
や
さ

し
い
観
光
都
市

奈
良
｣
社
会
実
験
を
実
施
し
た
。

二

実
験
概
要

マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
図

2
に
示
す
よ
う
に
、
対
象
エ
リ
ア
内
に
設
置
さ
れ
た
サ
イ

ク
ル
ポ
ー
ト

(レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
出
所
)
に
お
い
て
、

何
度
で
も
乗
り
降
り
自
由
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。



. 旨
マ
ル 的

　
フ

･
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
及
び
P
&
R
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
観
光
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客
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
改
善

奈
良
中
心
部
へ
の
自
動
車
交
通
流
入
及
び
周
遊
交
通

の 奈

　　

図 1 休日の渋滞状況

◎レンタサイクル業者やN P0と連携した、対餓エリア内の轡サイクルポート(レンタサイクル駿輸螂)において、
漿り捨て可能厩レンタサイクルシステム
平騰-盆年-○、11月の目況圈殿ぴ1 1月4団

★ 世界遺産登飼賞儒
マルチプラットホーム

靴苓レンタリィクルを利用
した噂台

稼単に踊り験え

、レンタ歩イクル拭ート資酔麒所‐
レンタサイクル艶樽虚{ポート薇翫鰄断舒)′

サイクルポートは主曠駅、空襲頭光館鼓.
宴翼バス停特に性匝

薫り検え
囲車から、バス自動単にl

v
-

　　　　　　
　 　　　　 注)閼中のUV･'‘& 戟溝利用戦の経艶を、

回【遂は、パークアンドバスライド、
パークアンドサイクルライド穢鰤壗利用截
の蛭綣をそれぞれ示す。

図 2 レンタサイクルシステム
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既
存
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
及
び
N
P
0
と
連

者
、
P

携
し
て
、
主
要
駅
、
主
要
観
光
施
設
、
主
要
バ
ス
停

○
期

間

等
に
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、
ど
の
サ
イ
ク
ル

･
平
成
一

ポ
ー
ト
で
も
乗
り
捨
て
可
能
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

月
四
日

(
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
)
を

午
前
九

実
施
し
、
そ
の
効
果
と
本
格
実
施
の
可
能
性
を
検
討

○
実
施
場
所

す
る
。

･
叉
3
に

○
実
験
内
容

マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用

者
、
P
&
R
駐
車
場
利
用
者
の
意
識
調
査
を
行
う
。

平
成
三
一年
一
〇
月
、
三

月
の
日

月
四
日

(土
)

延
一
三
日
間

午
前
九
時
~
午
後
五
時

(雨
天
中
止
)

図
3
に
示
す
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
七
箇
所
、
P
&
R
駐

癜熟議駐車甥
園そぎ盆

若草山
CYCLEPORT

m 聴き の

　
　

〈
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
〉
(表
1
)

大
人
五
〇
〇
円

小
児
三
〇
〇
円

〈
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
〉

.
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
一
日
利
用
券
+
ぐ
る
っ
と
バ
ス
フ

リ
ー
乗
車
券

大
人
一
、
0
0
0
円

小
児
五
〇
〇

車
場
五
箇
所

･
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
三
時
間
利
用
券

(貸
出
,
返
却
は

図 3 サイクルポート、 P S R駐車場

J
R
撥
斧
纖

表1

駐車場名 移動手段 駐車料金 バス料金 レンタ
サイクル

奈良市役所駐車場 路線バス

または自転車

無料 大人

200円 (往復)

有り
(無料)柏木駐車場

大安寺駐車場 子供
100円 (往復)国道24号高架下駐車場

奈良阪駐車場 シャトルバス l,000円′台 無料 無し



○
実
施
主
体

･
休
日
観
光
交
通
改
善
連
絡
会

(国
土
交
通
省
･
奈
良

県
･
奈
良
市

･
N
P
O
法
人

さ
ん
が
偉
座
)

○
役
割
分
担

･
国
土
交
通
省

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
の
実
施

(二
四
号

高
架
下
)、
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
実
施

･
奈
良
県

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
の
実
施

公
示良
阪
、
大

安
寺
)、
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
広
報
協
力

･
奈
良
市

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
の
実
施

(市
役
所
、
柏

木
)、
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
広
報
協
力

.
N
P
O
法
人

さ
ん
が
偉
座

サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
の

企
画
検
討
、
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
の
貸
出
作
業
、
協

力
機
関
と
の
調
整
、
実
験
中
の
自
転
車
の
回
送
な
ど

三

実
験
結
果

○
利
用
状
況

実
験
期
間
中
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用
台
数
は
、
三
一

日
間
で
一
、
六
二
一
台
、
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
駐
車
場
利
用

台
数
は
、
三
、
0
六
五
台
で
あ
っ
た

(図
4
)。
利
用
台

数
の
ピ
ー
ク
は
両
シ
ス
テ
ム
と
も
に
三

月
四
日
で
、
そ

れ
ぞ
れ
二
五
三
台
/
日
、
四
四
四
台
/
日
で
あ
っ
た
。
時

間
帯
別
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸

出
の
ピ
ー
ク
は
駅
周
辺
の
ポ
ー
ト
が
九
時
~

三

時
、
観

光
地
周
辺
は
や
や
遅
れ
て
三

時
~
一
三
時
で
あ
っ
た
。

返
却
は
、
各
ポ
ー
ト
と
も
に
ニ
ハ時
~
-
七
時
の
終
了
間

際
に
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
。

匡優=とヒタサ生れ囚貸幽,台数一国甕
パニク&ラテド廳覊罷覊圓 マ

ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
近
鉄

奈
良
駅
か
ら
奈
良
公
園
前
へ
の
道
筋
に
位
置
す
る
県
庁
前

及
び
近
鉄
奈
良
駅
の
貸
し
出
し
台
数
が
多
く
、
こ
の
二
箇

所
で
全
体
の
七
割
を
占
め
る
。
ま
た
、
駅
周
辺
の
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
は
貸
し
出
し
に
比
べ
返
却
が
多
い
傾
向
に
あ

り
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
駅
へ
の
端
末
交
通
手
段
と
し
て

利
用
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る

(図
5
)。

奈良市企画部環境交通課 江島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
護していく責務も課せられています。
のち嚢巍斂醜到利藝撻尉‘孔流込褒建抑制議莢

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
蹴●㈱ ℃移動方法が謝され、'ミ‘, 代 れ ,'忍 沃

り市内の交通渋滞の緩和を図るものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
によるレンタサイクル (無料)も導入されることになりました。
良市が移動保管した放置自転車で引取りのないものを再利用し
資源再利用の観点からも利用者から多大な関心と好評を得て現
います。
P O が実施されているマルチプラットホームレンタサイクルは、
交通機関を利用して来奈する観光客の便利な足となり、公共交
者が r奈良観光は自転車で｣ という定番が出来つつあると感じ

○
交
通
渋
滞
緩
和
の
効
果

実
験
期
間
中
三
一日
間
で
、
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
延
べ
一
七
六
合
、
パ
ー
ク
&
ラ

イ
ド
駐
車
場
に
よ
り
延
べ
三
、
0
六
五
台
、
併
せ
て
三
、

二
四
一
台
の
自
動
車
交
通
を
削
減
で
き
た
と
推
定
さ
れ

る
。ま

た
、
実
験
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
、
マ
ル
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チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
及
び
P
&
R
シ
ス

ゑ

テ
ム
を
利
用
し
た
全
員
の
車
両
が
、
大
宮
通
り
を
経
由
し

“

曲サイクルポートに理知 避郊

剛鬮鬮他サイクルポートに題卸

て
奈
良
市
中
心
部
に
流
入
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
、
ピ
ー

m

･

413

ク
時
間
帯
に
お
け
る
効
果
を
試
算
し
た
。
シ
ス
テ
ム
導
入

を　

に
よ
り
、
奈
良
市
中
心
部
に
流
入
す
る
自
動
車
交
通
が
一

酌

表 2 交通渋滞緩和の効果

項 目 時間帯 実測値 推定値 媒
点
部

差

心

)

交
中
法

東
浦
方

庁
濃
入

県
鋳
流

渋滞長の削減
㈱ 纖 720 m -270 m

走行速度の向上 12.0lm1舳 lo
.
3 km魚 1

.
7 km街

所要時間の短縮 分叩 分範 分%
交
中
岡

両
市
樹

路
良
出

大
擦
流

条
点
部

二

差

心

渋滞長の削減
… m助 m妙 m蜘ー

走行速度の向上 姉脚 繍% 棘第
所要時間の短縮 分賜 分犯 分ゆー

二
九
台
/
日
削
減
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
流
入
方
向
の
走

行
速
度
が
一
･
七
蹴
/
h

(
一
七
%
)、
流
出
方
向
の
走

行
速
度
が
0
･
五
師
/
h

(五
%
)
改
善
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る

(表
2
)。

　

　

　

　
　

　

め
て
98

時
　

　
　 　

　　

　　　　
　 　

の他
⑨

他　

図 5 サイクルポート別の利用状況



100%

○
地
域
の
魅
力
度
向
上

サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
、
来
訪
者
の
七
0
%

以
上
が
立
ち
寄
り
先
が
増
え
た
と
回
答
し
て
お
り
、
来
訪

者
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
及
び
観
光
施
設
等
へ
の
来
訪
者
数

増
に
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(図
6
)。

○
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
評
価
と
課
題

他
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
乗
り
降
り
で
き
る
方
式
、
何

艦
隊

度
で
も
利
用
で
き
る
方
式
は
、
利
用
者
の
評
価
は
非
常
に

高
い
。
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
配
置
に
つ
い
て
も
非
常
に
評

価
が
高
く
、
設
定
エ
リ
ア
は
概
ね
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
現
在
の
利
用
料
金
で

は
採
算
性
の
確
保
が
困
難
で
あ
り
、
継
続
的
な
運
用
に
際

し
て
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
道
の
走
り
や
す
さ

に
つ
い
て
も
評
価
は
低
く
、
改
善
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
再
利
用
意
向
は
、
九
一
%
と
評
価

は
非
常
に
高
い
が
、
｢自
転
車
｣
｢ポ
ー
ト
の
配
置
｣
｢道

の
走
り
に
く
さ
｣
等
が
原
因
で
一
割
程
度
が

｢利
用
し
な

い
｣
と
回
答
し
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
こ

れ
ら
の
問
題
の
解
消
･
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

四

実
験
実
施
後
の
展
開

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
は
、
施
策
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、

毎
年
春
･
秋
に
同
様
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
マ
ル
チ

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
本
格

実
施
に
向
け
た
検
討
の
た
め
、
本
実
験
後
も
春
･
秋
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
に
継
続
実
験
を
行
っ
た
。

平̂
成
一
三
年
度
春
期
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
社
会
実
験
〉
‘

四

･
五
月
の
土
曜

･
日
曜

･
祝
日
の
計

一
八
日
間

(う
ち
三
日
は
雨
天
中
止
の
た
め
実
験
実
施
は
一
五
日
間
、

午
前
九
時
~
午
後
五
時
)
に
お
い
て
、
マ
ル
チ
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト

(乗
り
捨
て
自
由
)
を
=

箇
所
に
増
や
し
、
実

験
を
実
施
し
た
。

採
算
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
平
成
一
二
年
秋
の
実
験

時
に
加
え
、
継
続
的
な
収
入
の
確
保
を
目
的
と
し
て
土

曜
･
日
曜
の
連
続
運
営
及
び
ホ
テ
ル
･
旅
館
に
よ
る
通
常

営
業
の
傍
ら
で
の
平
日
運
営

(シ
ャ
ト
ル
方
式
)
を
実
施

し
た
。
人
件
費
の
削
減
の
た
め
に
、
マ
ル
チ
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
ポ
ー
ト
の
三
旅
館
で
は
、
通
常
営
業
の
傍
ら
で
の
運

営
と
し
て
、
作
業
員
は
配
置
せ
ず
に
運
営
を
行
っ
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
P
R
活
動

会
示良
国
道

工
事
事
務
所
、
さ
ん
が
倖
座
)
を
行
っ
た
。

結
果
…利
用
台
数
二
、
三
九
六
合

(
一
五
日
間
)

･
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用
料
金
と
し
て
は
九
一
%
の
方

が
妥
当
又
は
安
い
と
評
価

･
貸
出
台
数
の
六
七
%
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
三
時
間

(利
用
料
金
)
利
用
者

･
小
児
の
利
用
は
全
体
貸
出
台
数
の
九
%

･
他
の
ポ
ー
ト
へ
の
返
却
者
は
五
一
%

,
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
一
日
利
用
者
の
内
、
乗
り
換
え
利

用
者
は
三
%

･
一
日
利
用
者
の
六
三
%
は
ぐ
る
っ
と
バ
ス
を
利
用
す

る
意
向
は
な
く
、
実
際
、
バ
ス
利
用
者
は
六
%

･
マ
ル
チ
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
評
価
は
高

く
、
再
利
用
の
意
向
は
九
六
%

･
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
認
知
度
は
低
く
、
利
用
者
の
七

〇
%
は
奈
良
に
来
て
知
っ
た

･
土
曜
･
日
曜
の
連
続
運
営
に
よ
り
ポ
ー
ト
人
件
費
が



相
当
額
増
加
し
た
。
現
行
の
シ
ス
テ
ム

(仮
設
サ
イ

ク
ル
ポ
ー
ト
)
で
は
、
採
算
性
の
確
保
は
難
し
い

ホ
テ
ル
旅
館
で
の
平
日
運
営
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
客

に
限
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
個
人
客
が
主
流
の
ホ
テ

ル
で
の
貸
出
が
大
半
と
な
り
、
そ
の
他
の
ホ
テ
ル
旅

館
で
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

(平
成
一
三
年
度
秋
期
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
社
会
実
験
〉

一
0
･
一
一
月
の
土
曜
･
日
曜
･
祝
日
の
計
一
八
日
間

(午
前
九
時
~
午
後
五
時
)
に
お
い
て
、
マ
ル
チ
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト

(乗
り
捨
て
自
由
)
-
-
箇
所
に
て
実
施
。
平

成
一
三
年
春
の
実
験
時
と
同
様
、
土
曜
･
日
曜
の
連
続
運

営
及
び
ホ
テ
ル
旅
館
に
よ
る
通
常
営
業
の
傍
ら
で
の
平
日

運
営

(シ
ャ
ト
ル
方
式
)
を
実
施
し
た
。
マ
ル
チ
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
四
旅
館
で
は
、
通
常
営
業
の
傍
ら
で

の
運
営
と
し
て
、作
業
員
は
配
置
せ
ず
に
運
営
を
行
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
P
R
活
動

(さ
ん
が
偉
座
)
も
行

っ
た
。

さ
ら
に
、
県
庁
前
仮
設
ポ
ー
ト
の
代
替
と
し
て
、
興
福

寺
境
内
地

(将
来
は
常
設
ポ
ー
ト
と
し
て
の
運
営
を
目
指

し
て
)
に
仮
設
ポ
ー
ト
を
設
置
し
た
。
(許
可
の
関
係
上
、

実
験
実
施
日
毎
の
回
送
は
行
っ
た
)
こ
れ
に
よ
り
、
自
転

車
回
送
費
が
か
か
る
仮
設
ポ
ー
ト
か
ら
常
設
ポ
ー
ト
へ
の

移
行
に
よ
る
採
算
性
向
上
を
目
指
し
た
。

ま
た
、
料
金
体
系
の
変
更
と
し
て
、
①
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
一
日
料
金
の
単
独
券
を
追
加
、
②
小
児
料
金
の
廃
止
、

③
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
三
時
間
↓
三
時
間
に
変
更
、と
し
た
。

結
果
…利
用
台
数
一
、
六
〇
三
台

･
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用
料
金
と
し
て
は
八
五
%
強
の

方
が
妥
当
又
は
安
い
と
評
価

･
貸
出
台
数
の
三
人
%
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
三
時
間

(利
用
料
金
)
利
用
者

･
他
の
ポ
ー
ト
へ
の
返
却
者
は
三
七
%

･
バ
ス
フ
リ
ー
乗
車
券
付
き
利
用
者
の
内
、
乗
り
換
え

利
用
者
は
二
五
%

･
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
一
日
券
購
入
者
の
内
、
バ
ス
フ
リ

ー
乗
車
券
付
き
の
購
入
者
は
二
%

･
マ
ル
チ
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
評
価
は
高

く
、
再
利
用
の
意
向
は
九
六
%

･
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
の
認
知
度
は
低
く
、
利
用
者
の
七

五
%
は
奈
良
に
来
て
知
っ
た

･
春
実
施
時
よ
り
仮
設
ポ
ー
ト
の
人
員
配
置
を
見
直
し

た
結
果
、
か
な
り
の
人
件
費
が
削
減
さ
れ
た
が
、
現

行
の
シ
ス
テ
ム

(仮
設
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
)
で
は
、

や
は
り
、
人
件
費
の
負
担
が
大
き
い

･
ホ
テ
ル
旅
館
で
の
平
日
運
営
に
つ
い
て
、
平
成
一
三

年
春
の
結
果
と
同
様
、
個
人
客
が
主
流
の
ホ
テ
ル
以

外
、
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
こ
と
が
再
度
確
認
さ

れ
た
。

へ平
成
一
四
年
度
以
降
〉

平
成
三
一
･
一
三
年
度
の
四
回
の
社
会
実
験
の
結
果
を

ふ
ま
え
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
は
N
P
O
を
実
施
主
体
と

し
て
、
既
存
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
者

･
ホ
テ
ル
旅
館

･

土
産
物
店
等
が
協
働
で
本
格
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

春

･
秋
の
シ
ー
ズ
ン
中
は
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
方
式

で
の
貸
出
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
日
は
通
年
で
シ
ャ
ト
ル

方
式
で
の
貸
出
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
春
の
マ
ル
チ
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
実
施
は
平
成
一
四
年
三
月
三
一
日
~
平
成
一

四
年
五
月
六
日
ま
で
の
土
･
日
･
祝
に
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。



日
本
海
を
観
て
、
海
の
幸
を
味
わ
う

当
駅
は
、
平
成
六
年
七
月
に
島
根
県
で
は
、
三
番

目
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
出
雲
大
社
か
ら
山
陰
の
小

京
都
、
津
和
野
を
結
ぶ
国
道
九
号
線
の
ほ
ぼ
中
間
に

位
置
す
る
浜
田
市
は
、日
本
海
屈
指
の
水
産
都
市
で
、

美
し
い
海
岸
線
に
は

｢日
本
の
か
お
り
風
景
則
選
｣

"機
の
か
お
り
“
に
、
環
境
省
よ
り
認
定
さ
れ
た

石
見
畳
ケ
浦
や
、
海
外
発
展
の
先
駆
者
と
し
て
、
ま

た
、
藩
の
窮
状
を
救
お
う
と
し
た
海
の
快
男
児
会
津

道の駅 ｢ゆうひパーク浜田｣ 全景

屋

(今
津
屋
)
八
右
街
門
は
、
今
も
浜
田
人
に
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
は
、
国
道
九

号

･
浜
田
バ
イ
パ
ス
沿
い
で
雄
大
な
日
本
海
を
一
望

で
き
る
高
台
に
あ
り
、
建
物
の
海
側
は
、
ガ
ラ
ス
張

り
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
夕
日
を
眺
め
る
に
も
絶
好

の
場
所
と
し
て
人
気
を
集
め
、
"ゆ

う
ひ
ス
ポ
ッ
ト
“

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

駅
に
は
、
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス

ト
ラ
ン
･
サ
ン
デ
ー
サ
ン
や
気
楽
に
楽
し
め
る
モ
ス

バ
ー
ガ
ー
が
有
り
、
地
元
の
方
に
す
っ
か
り
お
馴
染

み
に
な
り
閉
店
の
時
刻
ま
で
人
気
で
す
。

ま
た
、
港
町
な
ら
で
は
の
海
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン

｢会

津
屋
八
右
衛
門
｣
は
、
日
本
海
の
美
し
さ
を
眼
で
観

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
後
、
海
の
幸
を
舌
で
味
わ

い
た
い
方
に
、
じ
っ
く
り
と
ご
賞
味
い
た
だ
け
る
と

定
評
が
あ
り
ま
す
。

魅
了
す
る
石
見
神
楽
の
舞
い

そ
し
て
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
話
題
の
イ
ベ
ン
ト

が
、
石
見
神
楽
の
定
期
公
演
で
す
。

神
話
の
ふ
る
さ
と
島
根
県
西
部
(石
見
地
方
)
に
、

舞
い
継
が
れ
て
い
る
石
見
神
楽
を
、
毎
月
第
二
･
四

日
曜
日

(
一
四
~
一
六
時
)
に
は
体
感
で
き
る
の
で

す
。
人
気
社
中
に
よ
る
、
旧
来
の
六
調
子
と
地
元
浜

田
っ
子
の
心
意
気
と
同
じ
快
活
な
八
調
子
の
両
方
が

駅長 日野原 階士

夕陽ロマンと情報のステ』ション
道の駅 ｢ゆうひパーク浜田｣ (島根県)

シリーズ

『造の駅』



上
演
さ
れ
、
屋
外
の
神
楽
ス
テ
ー
ジ
周
辺
は
大
賑
わ

い
で
す
。

施
設
の
中
央
に
は
、
ふ
き
ぬ
け
の
ビ
ッ
グ
ス
ペ
ー

ス
も
あ
る
た
め
希
望
者
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、

催
し
物
、
団
体
客
な
ど
多
人
数
の
場
合
の
お
食
事
に

も
充
分
対
応
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
雨
天
の
場
合
の

石
見
神
楽
の
上
演
に
も
、
天
候
の
心
配
を
す
る
こ
と

な
く
上
演
で
き
る
場
所
と
し
て
一
役
か
っ
て
お
り
ま

す
。そ

の
他
、
駅
内
の
施
設
と
し
て
は
、
麹
処
、
特
産

品
店
、
海
産
品
店
、
銀
行
の
A
T
M
や
無
料
休
憩
所

等
が
あ
り
、
｢便
利
･
安
心

･
く
つ
ろ
ぎ
｣
ス
ペ
ー

ス
が
盛
り
沢
山
で
す
。

夕日につつまれた ｢ゆうひパーク浜田｣

そ
し
て
、
建
物
か
ら
見
下
ろ
せ
る
所
に
は
、
豊
富

な
遊
具
や
ベ
ン
チ
、
展
望
ゾ
ー
ン
、
四
季
折
々
の
花

が
楽
し
め
、
散
策
で
き
る
公
園
が
あ
り
、
車
イ
ス
の

方
や
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
子
供
連
れ
の
方
に
も
駅
内
同

様
に
利
用
で
き
る
設
備
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
島
根
県
唯
一
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
周

辺
道
路
の
道
路
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
元
の
温

泉
、
花
見
ど
こ
ろ
、
ス
キ
ー
場
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
四
季
折
々
の
多
彩
な
情
報
を
、
ス
タ
ッ
フ
が
近
隣

の
観
光
施
設
を
実
際
に
訪
れ
た
体
験
を
も
と
に
、
お

客
さ
ま
の
立
場
で

｢手
作
り
情
報
｣
を
モ
ッ
ト
ー
に

お
客
様
に
提
供
し
、
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

是
非
、
困
っ
た
時
な
ど
お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
私
共

｢道
の
駅
｣
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田

の
一
番
の
ご
馳
走
は
、
日
本
海
に
沈
む
美
し
い
夕
日

で
す
。
い
つ
で
も
見
た
い
と
き
に
必
ず
見
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
が
創
り
だ
す
壮
大
な
る

芸
術
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
参
考
ま

で
に
“
ゆ
う
ひ
お
も
し
ろ
ガ
イ
ド
B
O
O
K

“
を
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ス
タ
ッ

フ
に
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
、
無
料
配
布
致
し
て

お
り
ま
す
。

石見神楽の代表的な演目 ｢大蛇 (おろち)｣



“
月
･日

世

界

の
動

き

○
米
商
務
省
に
よ
る
と
、
昨
年

一
〇
~
三
一月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
実
質
成
長
率

(改
定
値
)
は
、
年
率
換
算
で
前
期

比
一
･
四
%
増
と
な
り
、
速
報
値
の
0
･
二
%
増
か
ら
上
方
修
正

さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
昨
年
三
月
か
ら
の
米
景
気
の
後
退
は
底
打

ち
が
確
実
と
な
っ
た
。

○
ス
イ
ス
で
国
連
加
盟
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
賛

成
が
半
数
を
超
え
、
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。
九
月
の
国
連
総
会
で

一
九
〇
番
目
の
加
盟
国
と
し
て
承
認
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
が
主
要
短
期
金
利
の
フ

ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ
ン
ド

(F
F
)
金
利
の
誘
導
目
標
を
年

一
･
七

五
%
の
ま
ま
据
え
置
く
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
で
一
昨
年
三
一月

か
ら
の
金
融
緩
和
策
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

0
米
国
政
府
は
鉄
鋼
製
品
一
四
品
目
に
対
し
て
三
年
間
に
わ
た
り

関
税
を
最
大
三
0
%
引
き
上
げ
る
緊
急
輸
入
制
限

(セ
ー
フ
ガ
ー

ド
)
を
発
動
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
日
本
政
府
は
同
日
、
世
界
貿

易
機
関

(W
T
O
)
の
紛
争
解
決
手
続
き
に
基
づ
き
米
国
を
提
訴

し
た
。
欧
州
連
合
は
既
に
提
訴
ず
み
で
、
韓
国
も
日
本
と
同
じ
く

二
〇
日
に
提
訴
し
た
。

事

項

3 2

鯰
月
･日

国
内

の
動

き

○
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
(議
長

･
小
泉
純
一
郎
首
相
)
が
、

｢早
急
に
取
り
組
む
べ
き
デ
フ
レ
対
策
｣
を
と
り
ま
と
め
た
。
内

容
は
不
良
債
権
処
理
の
促
進
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
な
ど
金
融

中
心
の
対
策
で
、金
融
機
関
に
対
す
る
公
的
資
金
の
注
入
問
題
は
、

金
融
危
機
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
検
討
す
る
と
の
従
来
の
方
針
に

と
ど
ま
っ
た
。

○
総
務
省
に
よ
る
と
、
一
月
の
完
全
失
業
率

(季
節
調
整
値
)
は

五
･
三
%
で
、
過
去
最
悪
の
昨
年
一
二
月
の
五
-
五
%
か
ら
0
･

ニ
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

○
準
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
佐
藤
工
業
が
会
社
更
生
法
の
適
用
を
東
京

地
裁
に
申
請
、
受
理
さ
れ
た
。
関
連
会
社
を
加
え
る
と
、
負
債
総

額
は
約
四
、
六
〇
〇
億
円
。

○
東
京
地
検
は
徳
島
県
知
事
の
円
藤
寿
穂
容
疑
者

(五
八
)
を
収

賄
の
疑
い
で
逮
捕
。
円
藤
知
事
は
県
発
注
の
県
立
文
学
書
道
館
の

建
設
工
事
な
ど
で
八
〇
〇
万
円
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
と
さ
れ

る
。

○
内
閣
府
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、
昨
年
一
0
~
一
二

月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
、
季
節
調
整
値
)
は
、
実
質
で
前

期

(七
~
九
月
期
)
比
一
･
二
%
減
で
、
三
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
。

○
自
民
党
は
加
藤
紘
一
元
幹
事
長
と
鈴
木
宗
男
代
議
士
の
離
党
届

を
正
式
に
受
理
、
両
氏
は
同
日
付
け
で
離
党
し
た
。
加
藤
元
幹
事

長
は
前
事
務
所
代
表
の
脱
税
事
件
の
責
任
を
と
っ
た
。

○
政
府
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部

(本
部
長
･小
泉
首
相
)

が

｢改
定
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
｣
を
決
定
し
た
。
政
府
は

関
連
法
案
を
今
国
会
に
提
出
す
る
。

事

項

0

24

月
.日

道
路
行
政
の
動
き

○
東
九
州
自
動
車
道
末
吉
財
部
I
C
~
国
分
I
C
間

(三
二
･
五

蹴
)
が
開
通
。

○
扇
国
土
交
通
相
は
社
会
資
本
整
備
審
議
会
に
｢持
続
可
能
な
経

済
･
社
会
の
構
築
、
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
な
ど
新

し
い
課
題
に
対
応
し
た
道
路
政
策
の
あ
り
方
｣
に
つ
い
て
諮
問
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
社
会
資
本
整
備
審
議
会
第
一
回
道
路
分
科
会

及
び
第
一
回
基
本
政
策
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。

○
福
岡
高
速
四
号
線
粕
屋
~
福
岡
I
C
間

(
一
･
九
蹴
)
が
供
用

開
始
。
こ
れ
に
よ
り
九
州
縦
貫
道
と
直
結
。

○
東
北
自
動
車
道
浦
和
I
C
フ
ル
化
と
一
般
国
道
三
一二
号
浦
和

I
C
橋
の
完
成
式
典
が
行
わ
れ
た
。

○
一
般
国
道
一
八
五
号
休
山
新
道
酋
ハ市
本
道
六
~
阿
賀
中
央
六
)

二
･
六
如
が
供
用
開
始
。

○
常
磐
自
動
車
道
い
わ
き
四
倉
I
C
~
広
野
I
C
間

(
一
三
･
八

蛔
)
が
開
通
。

○
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
の
湾
岸
弥
富
I
C
ー
み
え
川
越
I
C
間

(八
･
三
厩
)
が
開
通
。

事

項
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う
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)

〆

時
折
、
マ
ス
コ
ミ
で
｢農
水
族
｣
や
｢道
路
族
｣
と
い
う

言
葉
を
見
聞
き
し
ま
す
。
も
と
も
と
、
こ
の

｢族
｣
と
い

う
言
葉
は
、
｢親
族
縁
者
｣、
｢
一
族
郎
党
｣
な
ど
と
使
わ
れ
、

血
の
つ
な
が
り
の
強
い
間
柄
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
｢農
水
族
｣
や

｢道
路
族
｣
と
言
う
場
合
は
、

血
縁
関
係
は
な
く
、
与
党
の
農
水
行
政
や
道
路
行
政
に
関

心
が
強
く
、
精
通
し
て
い
る
国
会
議
員
の
政
策
集
団
を
意

味
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
、
横
車
を
押
す
悪
役
仕
立

で
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
｢ゾ
ク
｣
は

｢ゾ
ク
｣
で

も

｢賊
｣
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
勘
ぐ
り
た
く
な
る
こ

と
さ
え
あ
り
ま
す
。
｢族
｣
が
こ
ん
な
使
わ
れ
方
を
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
最
近
、
故
藤
原
武

さ
ん
が
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
集
の
中
に

｢道
路
族
｣
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
短
文
が
あ
る
の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

-
-
-
｢道
路
族
と
い
う
議
員
は
怪
し
か
ら
ん
輩
で
す

な
-
｣
。
道
路
予
算
を
半
分
に
減
ら
せ
と
主
張
す
る
経
済

評
論
家
が
、
テ
レ
ビ
で
こ
う
言
っ
た
。
｢道
路
族
｣
な
ど

と
い
う
妙
な
派
閥
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
か
っ
た
が
、

も
し
そ
れ
が
道
路
整
備
に
熱
心
な
議
員
を
指
す
も
の
な
ら

ば
、
国
民
大
衆
の
声
に
耳
を
傾
け
る
議
員
で
あ
る
限
り
、

何
党
で
あ
ろ
う
と
自
ず
と
｢道
路
族
｣
に
な
る
だ
ろ
う
し
、

ま
た

｢道
路
族
｣
に
な
ら
な
い
の
が
お
か
し
い
。
(中
略
)

道
路
を
少
し
で
も
、
良
く
し
て
欲
し
い
と
い
う
国
民
大
衆

の
切
実
な
願
い
を
敏
感
に
捉
え
て
活
躍
す
る
議
員
が

｢道

路
族
｣
な
ら
ば

｢道
路
族
｣
大
い
に
結
構
で
あ
る
。
-
-

日
本
道
路
建
設
業
協
会
の
副
会
長
を
務
め
た
藤
原
さ
ん

は
、
こ
う
書
い
て
道
路
族
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。
昭

和
五
十
五
年
十
二
月
に
執
筆
し
た
も
の
で
、
こ
の
年
の
八

月
に
大
蔵
省
が
｢歳
出
百
科
｣
を
公
表
し
、
道
路
特
定
財
源

の
見
直
し
を
提
起
し
て
い
ま
し
た
。
恐
ら
く
こ
れ
を
機
に

｢道
路
族
｣
と
い
う
言
葉
が
、
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
独
り
合
点
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
当
時
か
ら
約
二
十
年
が
過
ぎ
、こ
の
間
、

道
路
整
備
は
着
実
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
も
う
十
分
か
と
な
る
と
、
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
車
の
保
有
台
数
は
昭
和
五
十
五
年
当
時
の
三
千
八

百
万
台
か
ら
平
成
十
一
年
に
は
七
千
百
万
台
に
、
ま
た
、

運
転
免
許
保
有
者
は
四
千
三
百
万
人
か
ら
七
千
四
百
万
人

に
激
増
し
、
道
路
は
依
然
、
こ
の
洪
水
を
さ
ば
き
切
れ
ず

に
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
。

道
路
特
定
財
源
や
有
料
道
路
制
度
の
あ
り
方
が
今
ま

た
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
道
路
整
備
の
必
要
性
を
ま
じ

め
に
唱
え
る
議
員
を

｢族
｣
な
る
言
葉
で
カ
リ
カ
チ
ュ
ア

化
し
て
し
ま
う
の
は
、
問
題
の
本
質
を
見
誤
る
危
険
が
あ

る
と
思
う
の
で
す
が

!
。

(K
)
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